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６．議事の経過 

（開会 午前９時３０分） 

議  長（糸井満雄） おはようございます。ご苦労さんでございます。 

一般会計予算の審議もきょうで４日目を迎えました。きょうまた１日大変ご苦労さんですがよ

ろしくお願いしたいと思います。 

ただいまの出席議員は１８人であります。定足数に達しておりますので、本日の会議を開きま

す。 

本日の会議は、お手元に配付しております議事日程に従い進めたいと思います。 

日程第１ 議案第３５号 平成１９年度与謝野町一般会計予算についてを議題とします。 

本案については既に質疑に入っておりますので、直ちに質疑に入りますが、まだ２回目の質疑

をされてない方がありますし、１回もされてない方もございますので、その方を優先的に質疑を

させていただきたいと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

それでは、質疑をお聞きします。 

勢旗議員。 

１ １ 番（勢旗 毅） それでは、新年度予算につきまして２回目の質問にはいりたいと思っております。

国の一般会計、その他の会計もすべて国会を通過したわけですが、３月２２日に参議院の総務委

員会が新型交付税についての議論がされて国会通過されたわけですが、そのことについて２点ほ

どお尋ねしたいと思っております。これは企画財政課長さんになると思いますが、この新型交付

税は、いわゆる地域間の財政力の格差というものを拡大、あるいは新型交付税の持つ財源保障機

能と、財政調整機能というものが交付税の持つ二つの機能がけんかをするのではないかとこうい

うふうに言われておりますが、ここのところを課長さん教えていただけませんか。 

議  長（糸井満雄） 吉田企画財政課長。 

企画財政課長（吉田伸吾） お答えをいたします。新型交付税につきましては、非常に交付税の算定が複

雑であると、わかりやすくするという意味で、人口と面積、これを基準にして交付税を決定して

いこうということでございます。その中で、今までの交付税制度でございますけれども、これは

人口、面積、それらも当然基準になっておりました。しかしその中で、それぞれの市町村の事情

によりまして、例えば、与謝野町で申し上げますならば、教育費でいきますと学校数が算定のも

とになったり、学級数がなったり、児童数がなったりと、そういった意味で、それぞれのまちの

特性に応じて、交付税の額が大小とするとそういった特徴を持っておったというふうに思います。

しかし、それが人口と面積だけを基準に配分するということになりますと、なかなかそれぞれ市

町村が持っております独自性と言いますか、そういったものが補完できないのではないかとこう

いう議論があるわけでございます。そういった意味で、ただ私もまだ移行経費、いわゆる新型交

付税に移行したそういった試算段階での試算しかしておりませんので、いわゆる交付税の算出資

料に基づいて、それぞれ計算をしてそれを積み上げてきたということでございませんので、それ

らの交付税の算出資料、いわゆる需要額から出てくる経費、それをきっちり見てみないと何とも

言えないということがございます。それらが毎年７月に交付税の本算定が行われますので、それ

らを見てからでないと、ちょっと論評はできないのではないかなというふうに思っております。

ただ、当町の場合は、２，０００万円程度重要額がふえるということでございますので、ふえる
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ということにつきましては、何ら異議はございません。以上でございます。 

議  長（糸井満雄） 勢旗議員。 

１ １ 番（勢旗 毅） 平成１９年度もこの地方財政計画を見てみますと、いわゆる臨時財政対策債につ

きまして、２兆６，３００億、これより平成１９年度から平成２１年の間に、なおこの財源不足

を生じることになったということで、こういう措置がとられるというふうに理解をしておるわけ

ですが、この額を見ましても、１８年度に比べまして、国ベースで２，７７２億円の減額といい

ますか、そういうことになっておるということなんで、これは従来平成１３年から１５年の間に

この制度がつくられたというふうに認識しているんですが、全く同じ条件で今回の場合も、いわ

ゆる交付税措置がされるとこういうふうに認識をしておりますが、そういうことでよろしいでし

ょうか。 

議  長（糸井満雄） 吉田企画財政課長。 

企画財政課長（吉田伸吾） 臨時財政対策債につきましては、当初３年間の臨時的な措置だということで

ございますが、ずうっと続いておりますし、京都府等とも聞いておりますと、この臨時財政対策

債いうものについては、今後も続いていくだろうということでございます。交付税措置につきま

しては、元利償還金の１００％を交付税に算入するということでございます。従いまして、何ら

影響はないのではないかという議論もあるわけでございますけれども、これはしかし借金でござ

いまして、その元利償還金を交付税で措置するということは、交付税の先ぐいということになり

ますので、決して望ましい状態ではないというふうに思っております。 

議  長（糸井満雄） 勢旗議員。 

１ １ 番（勢旗 毅） 次に、これ総務課長さんにお尋ねをすることになるかと思いますけれども、

６２ページのいわゆる合併特例債を使っての地域振興基金ですね、この積立金につきまして、最

終的には、基金というのはどういうあたりに目標が置かれておるかなと、このことについてお尋

ねをしておきたいと思っています。 

議  長（糸井満雄） 吉田企画財政課長。 

企画財政課長（吉田伸吾） 地域振興基金条例そういったものをこしらえまして、その使途につきまして、

大まかに決めております。非常にわかりにくいんでございますが、地域の振興に寄与するために

この基金を使っていくということで、広くとらえることができるわけでございます。しかし、一

応、１０年間で借入限度額すべてを借入しまして、１７億程度の基金をつくりたいというふうに

思っておりますが、それをどのように使っていくのかということにつきましては、まだ協議がで

きておりません。 

議  長（糸井満雄） 勢旗議員。 

１ １ 番（勢旗 毅） これは課長、条例は既にできておるということでございますが。私が認識してい

ないと、そうですか。 

     次にですね、１１４ページのこれ福祉課長さんになると思います。小規模多機能型の居宅介護

施設について若干お尋ねをしたいと思っております。この間、福祉空間の説明をいただきまして、

今度、小規模多機能型の居宅介護施設をまず第１号を与謝というふうに説明を受けたというふう

に予定をしておるという説明をいただいたと思っておりまして、地域としても、そういったこと

がお世話になれるということになると、非常に歓迎すべきことであるとこういうふうに思ってい
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るわけですけれども、これから１９年度、設計費が予算の入れられておるわけですけれども、

１９年度のこれからの流れとしてはどういうふうなスケジュールになりますか。 

議  長（糸井満雄） 岡田福祉課長。 

福祉課長（岡田康利） お答えいたします。与謝地域でというように考えておりますのは、過去にも与与

謝郡福祉会の関係につきまして、加悦地域にはそういったサービス事業施設がないということで、

何とか与謝郡福祉会につきましても加悦町域でそういった事業展開がしてほしいというような要

望が出されたやに聞いております。そういった中にありまして、特に加悦地域でも、与謝野園の

明石地域、それから、丹後福祉応援団もあそこは算所地域なんですかいうようなことで、そこか

ら遠く離れておりますこの与謝地内でそういったことを取り組んではどうかなと、方に区長さん

等もそういった要望を与謝地域から出されたというような経過もお聞きしておりましたので、何

とかこれをちょっと事業所から離れております与謝地内で取り組みたいというように考えておる

ところでございます。区長さんのご紹介で、今、地権者等とも協議をさせていただいております。

まだ、結論にはいたっておりません。ただ、その土地につきましては、ちょっと勾配のある土地

でございますので、文教厚生常任委員会の中でも、安全の確保が必要ではないかということで、

それらにつきまして、建設課の技師に見てもらいますと、建物の内容にもよりますけれども、法

面が特に擁壁を積むまでには必要ないのではないかというような見通しを持っていただいており

ますけれども、実際に建てます建物の平面等によっては、擁壁等も必要になってくるというよう

なことになりますと、例えばその土地を借地でお借りすることになったとしても、造成費が余り

にもかさむというようなことになりますと、これもちょっと問題ですので、そこらも両方にらみ

合わせながら考えていきたいというふうに思っておるところでございます。従いまして、今、候

補地、一応地権者等とも協議をしておるわけですが、まだそこが確定をしたという状況ではござ

いません。従いまして、まず土地を早く決定をさせ、そこにその建物を配置をしていくというそ

ういった設計の委託料のみを現在は計上させていただいておるということでございまして、これ

から先、実際に建物を建てていくには、もう少し調整の時間がかかるのではないかなというよう

に思っているところでございます。 

議  長（糸井満雄） 勢旗議員。 

１ １ 番（勢旗 毅） いろいろきょうまで地域も要望をしてまいりました。今回こういったことで地内

で取り組んでいただけるということで非常にうれしいと、このように感じておりますが、これに

関しまして、二つちょっと質問をしておきたいと思っておりますのは、いわゆる医療機関との連

携の問題、あるいは高齢者の方ですから、主治医のお医者さんの関係で、特に問題はないかとい

う点が１点と。それから、このサービスを使っている間は、いわゆる居宅サービスの訪問介護が

使えないと、こういうことをこの説明で読ませていただいておりますので、この居宅介護施設の

ヘルパーを派遣してもらわないとですね、これができないようになるのではないかと思うんです

が、この場合、与謝郡福祉会が運営に当たられるということですけれども、与謝郡福祉会のヘル

パーを使うことが可能なのかどうか、そこのところの二つお願いします。 

議  長（糸井満雄） 岡田福祉課長。 

福祉課長（岡田康利） お答えをいたします。まず、小規模多機能型居宅介護施設につきましては、原則

として訪問リハビリ、あるいは訪問看護等を除いて他の事業所でのサービスを利用することがで
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きないというような位置づけになっております。従いまして、これら以外であれば他の事業所で

のサービスも利用することができるというように受けとめられるのではないかというように考え

ております。 

     もう１点は、主治医の関係につきましては、一応与謝郡福祉会の方で、ここの運営はお願いす

る方向で今、調整をしております。従いまして、虹ヶ丘なり、あじさい苑なり、そこには嘱託の

主治医を抱えておられますので、そういった関係から特にその辺の心配はないのではないかとい

うように考えております。 

     それから、ヘルパー等の関係でございますけれども、ほかの施設とダブっても問題はないとい

うことでございますので、ここの施設に非常に多くの方が利用されるということで、ヘルパーが

不足するというようなことになりますと、例えば虹ヶ丘とか、あじさい苑の方からヘルパーをこ

っちへ回すというような移動なんかできるということになります。 

議  長（糸井満雄） 勢旗議員。 

１ １ 番（勢旗 毅） 登録人員が２５人ということですから、それぞれ地域の中でですね、あるいは周

辺から大いに利用できるような施設にしていただきたいとこのように思っております。 

     次に、１５４ページですね、ストックヤードのことにつきまして、課長にお尋ねをしたいと思

っております。今年度、新たにストックヤードの整備がされるということでございますが、どの

ような施設、単にリサイクルの品物を集めて分別をすると、そういう機能を持つだけの施設なの

か、そこのところをちょっとお願いします。 

議  長（糸井満雄） 藤原住民環境課長。 

住民環境課長（藤原清隆） それでは説明をさせていただきます。ストックヤードの整備の関係でござい

ますけれども、資源ごみの適正保管、それから、資源ごみの収集、それから、分別作業の効率化

を図るというようなことで、前年度に一応下地部分は整備をさせていただきましたんですけれど

も、今回、上屋部分を整備するということで、床面積につきましても約３５０平米、設計をしま

して、実際どの程度の規模になるかわかりませんけれども、今のところ３５０平米ということで

見ております。そこにコンテナを１４基置きまして、保管能力につきましては、約２００立米と

いうことでございます。それと、作業ができるスペースの確保ということで考えております。以

上でございます。 

議  長（糸井満雄） 勢旗議員。 

１ １ 番（勢旗 毅） 現在のシステムでは、いったん集積をして宮津に持っていくということになって

おるとこういうふうに思っているんですけれども、ここ自体で、最終的な処理をするということ

になるというふうに理解したらいいんでしょうか。 

議  長（糸井満雄） 藤原住民環境課長。 

住民環境課長（藤原清隆） そこですべて最終というわけではなしに、各所から集めてきた資源ごみをそ

こで整理して仕訳をするということでございます。保管をしまして、宮津市のリサイクルセンタ

ー行くものやら、玉岡商店へ行くものやら、そこで整理をするということでございます。 

議  長（糸井満雄） 勢旗議員。 

１ １ 番（勢旗 毅） 今、課長から聞いたんですが、最終的には私はここでもう機能するようにできる

のではないかなという気がするんですけどね、若干の機械を整備すれば、その辺はそういうお考
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えは今のところありませんか。 

議  長（糸井満雄） 藤原住民環境課長。 

住民環境課長（藤原清隆） 今のところはそういったことは考えておりません。 

議  長（糸井満雄） 勢旗議員。 

１ １ 番（勢旗 毅） それでは、総務課長さんか助役さんかちょっとお尋ねしたいんですが、実は先立

っての新聞に、文書管理と地理情報の一元化、京都府と一緒になって４月１日からスタートする

という報道がされております。特にこの文書管理システムの統一化、それから、情報公開につき

ましても、質と範囲が一目瞭然になると、こういうふうに書いてあるんですが、ちょっと概要が

教えていただけたらと思うんです。 

議  長（糸井満雄） 堀口助役。 

助  役（堀口卓也） お答えをいたします。私どもも新聞で知る程度の内容しか承知をいたしておりま

せんので、申しわけありませんが、以上のような状況です。 

議  長（糸井満雄） 勢旗議員。 

１ １ 番（勢旗 毅） ４月１日からという見出しになっておりましたのでお尋ねをしたということでご

ざいます。 

それでは、次に、農林課長にお尋ねをしたいと思っております。まず、１６６ページ、農振計

画の変更につきまして、これについては、昨年も町長にもお願いをいたしました。特に野田川町

の部分で、現在完全にストップしていると、数年間ということもありまして、やはりできるだけ

早くこの必要があるということを私は申し上げておったんですが、その辺、ことしもこの予算の

範囲を見ますと、大体平年度の見直しにとどまっているのではないかなと思っているんですが、

そこは課長どうでしょうか。 

議  長（糸井満雄） 山崎農林課長。 

農林課長（山﨑信行） お答えしたいというふうに思います。農業地域振興整備計画の予算上の数字とい

うのは、研修にかかわる費用ということで、合併をしましたので、今あります旧３町にあります

整備計画について見直しをかけて、与謝野町全体で計画の見直しをしたいというふうな思いはあ

るんですが、現在、総合計画、それから、総合計画等のまちの計画全体を策定中ということがあ

りますので、その辺をにらみながら農振地域の整備計画も立てていきたいという思いがあります

ので、そういうスケジュールにのってという思いかあります。今の勢旗議員がお尋ねの野田川地

域で少しとまっているという整備計画の見直しについては、現在、京都府と協議中でありまして、

ご承知の大きな物件の整理がどういうふうに修まるかということがありますので、そこら辺が見

直しをされる時期に同時にという思いもありますし、既にとまって余りに長いので、一定、京都

府と協議しながら、その基物件とは別の協議ができないかどうかいうあたりの協議も進めて、で

きるだけ早期にと言いますか、見直しがかけれるような努力はしたいというふうに思っておりま

すので、ご了解をお願いします。 

議  長（糸井満雄） 勢旗議員。 

１ １ 番（勢旗 毅） 別の協議ができるかどうかわかりませんけれども、この部分が最も私は市町村に

移管をしてほしい部分なわけですけれども、京都府知事さんが握っていらっしゃるので、なかな

か自由にならないということなんですが、一つ別のルートと言いますか、別の協議が可能なら、
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ひとつそういったことを十分検討をしていただきたいなとこういうように思っております。 

それで、農林課長にもう少しお伺いをいたします。１６８ページの自然循環型農業、これ事業

委託料につきましては、いわゆる豆っ子の散布にかかる委託だと、こういうふうにみしていただ

いておりますが、これでよろしいでしょうか。 

議  長（糸井満雄） 山崎農林課長。 

農林課長（山﨑信行） お答えします。循環型農業の推進事業委託料につきましては、豆っ子肥料の散布

委託ということで、４０ヘクタール程度の散布委託があるだろうという予算であります。 

議  長（糸井満雄） 勢旗議員。 

１ １ 番（勢旗 毅） 循環型農業の推進補助金、説明では４０ヘクタールを一つの目標としておるとい

うふうに聞いておりますけれども、豆っ子の生産量そのものはこの規模では特に支障はありませ

んか。 

議  長（糸井満雄） 山崎農林課長。 

農林課長（山﨑信行） 散布にかかわります委託を４０ヘクタール、生産については６０ヘクタール程度、

今、計画しておりますのでご了解をお願いしたいと思います。 

議  長（糸井満雄） 勢旗議員。 

１ １ 番（勢旗 毅） 昨年、課長にこの有機物の供給施設の管理運営事業で、昨年度は１，３３０万円

だったわけでございますけれども、そのことでお尋ねをいたしました。課長からこのときの答弁

では、そのときのいわゆる豆っ子の販売額は４００万円、これはいわゆる翌年度にしか金が入ら

ないからこういう予算の組み方をせざるを得ないんだと、これは私もよくわかったわけですが、

ことしの予算を見てみますと、１，４００万円販売額が上がっているというふうに考えますと、

ちょっと考え方を変えられたのかなという気がするんですが、そこのところ。 

議  長（糸井満雄） 山崎農林課長。 

農林課長（山﨑信行） 考え方はほぼ同じでありまして、昨年９月に管理形態を変えたということがあり

ますので、それまでの４月から９月までに約１，０００万円の売上が会社で処理をされていたと

いうことがあります。９月以降は、９月から３月の売上、約４００万円程度がまちの歳入として

入ってくるという計算上ならしましたので４００万円を上げました。１９年度については、１年

分１，４００万円、約２００トンだと思うんですが、７００円計算で１，４００万円という予算

のつくりになっております。 

議  長（糸井満雄） 勢旗議員。 

１ １ 番（勢旗 毅） 次、１７０ページですね、京の米の産地づくり事業、ことしもコンクールに出し

ていただくということで、７～８点出していただけるかなと思っているんですが、昨年の結果を

十分聞いた気がしないんですけれども、去年の結果はどういう結果でしたでしょうか。 

議  長（糸井満雄） 山崎農林課長。 

農林課長（山﨑信行） コンクールの出展数はもう全国で数百点ぐらい出ていたわけですが、感覚的に見

ますと、豆っ子米については、いわゆる上位のちょい下というあたりで、大体、最上位について

は、山形県だとか、新潟県だとか、やっぱり北の方のお米か優秀、最優秀クラスにおりまして、

数字的にはその下に、丹後のこしひかり等はおるというような結果だったというふうに思ってお

ります。 
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議  長（糸井満雄） 勢旗議員。 

１ １ 番（勢旗 毅） 先立ってもある方か私のところにお店屋さんのチラシを持ってみえまして、それ

で京の豆っ子米がこういう値で売られておると、これ安いということで持ってみえたんですけど

ね、こういうことなのかなとおっしゃっておったんですが、いやいや、このコンクールでも特Ａ

が今までついたこともあるし、これは売り手と買い手の関係でこういうことになっているのでは

ないですかと、現実に楽天市場に出しておりますファマーズライスの価格はこれは６０キロ当た

り４万円から出ておりますので、そういう認識でとらえたらいいんですがと言うとったわけです

が、それぞれ農家にとりまして、やはり京の豆っ子が実際には食の面で、大きく寄与するという

ことを十分ＰＲをしてもらいながらひとつ進めてほしいなとこのように思っております。 

次に、１７２ページの米の低温貯蔵庫ですね、これは与謝の現在、峠の入り口にあります乾燥

施設を併設をするということだと思っておりますが、このことについて計画等、少しお願いでき

ますか。 

議  長（糸井満雄） 山崎農林課長。 

農林課長（山﨑信行） 米の販売につきましては、いわゆる秋に年間で全部清算されます。需要としては

１年間、引き続きあるということがありますので、保管という部分は大変に重要な部分になって

きます。３町では、豆っ子米については、乾燥調整施設、あるいは精米施設を持ちながら、豆っ

子が特化されたというか、差別化されたというか、ほかの米と一緒にならないような形で乾燥調

整をすると、それから、精米をしていくと。あと、保管をどうするかという部分がありましたの

で悩んでおったんですが、基本的には経営行動対策事業ということで、認定農業者の経営改善が

基本目的ということで設置をしたい。それから、規模の決定根拠なんですが、７２平米というこ

とで、約６３トン、２，１００体が最大時保管できる。この年間の保管量につきましては

１５２トンを計画しております。それで、春から夏にかけて、４月から８月にかけて１５度程度

の管理をしながら、貯蔵をして、年を通した需要にこたえていきたいという考え方で貯蔵庫を設

置したいというふうに思っております。 

     ４月から８月に低温貯蔵、後の機関については、４月までの利用形態につきましては、いわゆ

る乾燥調整施設や精米施設が隣接しておりますので、特に乾燥調整施設につきましては、米の検

査場という形でも位置づけられておりまして、認定農家の流通農家の実質的な集荷場所というこ

とになっています。 

     それから、ファマーズライスでも使用しております一定のロットで、精米所に来るということ

がありますので、それらを捌いたり、保管したりするということで活用を考えていきたいという

ふうに思っております。 

議  長（糸井満雄） 勢旗議員。 

１ １ 番（勢旗 毅） この施設をつくっていただくことで、当然、今課長からありましたような付加価

値がつくと、こういうように思っておりますし、いわゆる食品を損なわないということで、これ

は地域にとりましても非常に農業を振興する上で、現在、頑張っている方々に、大きな激励にな

るとこういうように思っておりまして、就労、そこに働く人は、私はかなり日数がふえるのでは

ないかとこういうように思っておりますが、そういう認識でよろしいでしょうか。 

     時間がありませんので、質問します。次１７８ページ、これは建設課長にお尋ねをしたいと思
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っておりますが。地籍調査の関係ですね、これも旧加悦町から引き受けていただいたということ

になっているんですけれども、実際的にもう住んでおる状況にはないんではないかなというふう

に今年度の予算を見ても思っておりまして、何とか桑飼地区だけは早期に終わるという格好が必

要なんではないかなと思っておりますが、その辺は課長さんどうでしょうか。 

議  長（糸井満雄） 坂本建設課長。 

建設課長（阪本典男） ただいまご質問がありました地籍調査の関係ですけれども、加悦町で今おっしゃ

られた桑飼地区が進められているということでありますが、平成５年からスタートして、香河、

明石地区、温江ですか、部分でありますが、状況的にはまずここが済まなければほかは進める考

え方はございません。ただ現在、ここが残っておりますので１８年度に明石の１校区を最終段階

進めさせていただいたというような格好でございます。それから、今年度におきましては、

１７８ページで１３節の委託料でございますが、登記委託料のとこで温江の３地区、それから調

査委託料で明石の２地区ということで、残っております部分をとりあえず完了させたいという方

向で思っております。以上です。 

議  長（糸井満雄） 勢旗議員。 

１ １ 番（勢旗 毅） それでは、課長としては、大体この桑飼地区に、現在ぐらいの状況で進めるとす

ると、人も金もいるわけでして、それがなかなか難しいということですから、このままいきます

と、後どのぐらいの時間が桑飼にかかるというふうに理解したらよろしいか。 

議  長（糸井満雄） 坂本建設課長。 

建設課長（阪本典男） 今の状況を見ていきますと、単純計算でいくと、香河地区が２地区、明石が６地

区、温江が３地区ありますので、できている状況からいきますと３、４年は早くてもかかるので

はなかろうかなというふうには思っております。できるだけこれについては長引くということに

ついては、問題が生じるかなということがありますので、できる限りやはり早くするべきかなと

いうふうに思っております。以上です。 

議  長（糸井満雄） 勢旗議員。 

１ １ 番（勢旗 毅） この地籍調査、当初２０年ぐらいの目標ということで、加悦町全域をやるという

ことでスタートしたわけですが、まだ本当にその一角しか済んでないということもありまして、

これ町長にも、ひとつ一編この事業自体を見直すという関係でひとつ前進できるかできないかわ

かりませんけれども、お願いをしなければならないと思っていますが、ここのところ町長どうで

しょうか。 

議  長（糸井満雄） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 今後につきましては検討させていただきたいというふうに思います。 

１ １ 番（勢旗 毅） 終わります。 

議  長（糸井満雄） ほかに。 

     服部議員。 

１ ３ 番（服部博和） それでは、環境課長にお伺いしたいと思います。 

     過日、私はごみの委託の件について、課長に正したわけでございますけれども、何かしっくり

こないものがあって、もう一度させていただくということで退席をしたわけでございますけれど

も、それについて、さらにお伺いがしたいというふうに思っております。このごみの収集の関係
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につきましては、私も所管でございますので、余り申し上げたくないというふうに思っておった

わけでございます。この件につきましては、この１年間余り、ずうっと委員会の方でも取り組ん

でまいりまして、委員会の中でも再三この件につきましては申し上げをしてきとったわけでござ

います。当然、今回の予算に出てくることは承知をいたしておったわけでございますけれども、

委員会で十分、私たちは練ったというふうに思っておったわけでございますけれども、全然、練

られてない、我々が委員会でこの１年間何をしてきたんだろうな、本当にむなしい思いで現在こ

こに立っておるわけでございます。若干なりとも、この委員会で１年間やってきましたことを加

味していただきまして、やはり議会での、委員会での１年間の苦労して汗かいたことを反映がし

ていただければ幸いかなというふうに思い、前回も質問をさせていただいておったわけでござい

ます。幸いなことに、この前の答弁では、まだ契約はされていないということでございますので、

ぜひ修正をして契約に臨んでいただきたいというふうに思いながら、ここへ立たせていただいて

おるわけでございます。 

     それでは、本題に入りたいというふうに思います。おのえさんにきょうはテレビが入っていま

せんので、固有名詞を出させていただきます。おのえさんに現在、委託を野田川と岩滝の分をさ

れておるわけでございますけれども、現在おのえさんと、この委託の契約がどのぐらいの契約金

額になっておるのか。それと、今度、加悦町の分が入りましたら、合計幾らになるのか、その辺

のところをお知らせ、まずお願いをしたいというふうに思っています。 

議  長（糸井満雄） 藤原住民環境課長。 

住民環境課長（藤原清隆） それでは、回答させていただきます。まず、１８年度の委託料でございます

けれども、ごみ収集関係の業務なり、それから、まず一般廃棄物の収集業務委託料、それから、

資源ごみの運搬業務委託料、それから、ストックヤード業務の委託料、それから、最終処分場の

管理委託料ということで、総額１億３，４１６万５，０００円ということになっております。た

だ、中には、ごみの取扱量に応じまして、金額が変わってくる部分ございますので、ちょっと最

終的な契約額は把握しておりませんが、１９年度予算におきましては、加悦町のごみ収集業務を

１，５００万円追加いたしまして、環境課の所管する業務につきましては、総額１億

４，９１６万５，０００円ということでございます。 

議  長（糸井満雄） 服部議員。 

１ ３ 番（服部博和） そのほかに環境関係以外にも前回、私質問させていただいたときに、この議会で

はなしに、昨年でございますけれども、いろいろとほかにも委託をされておるということを課長

さん方から教えていただいた経過があるわけでございます。ですから、この１億４，９１４万

５，０００円のほかに、まだ委託をされておる金額が当然、これにオンされるだろうというふう

に思っております。それは今回は結構でございます。今年度あがっております次年度の１９年度

に予算計上されております加悦町分が１，５００万円ということを今、課長の方からお聞かせ願

ったわけでございますけれども、これ旧加悦町でやられておった時代は１，１１０万円、このぐ

らいでできておったということを私聞いておるんですけれども、加悦町でやっておったときと、

来年度、１９年度に町がお願いするのが、約４００万円ほど多いなっているわけですけれども、

このあたりについて、もしこれが私が言うていることが間違いないのなら、この３９０万円ほど

アップしているというのは、なぜアップするのか、その辺のところが教えていただきたいと思い
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ます。 

議  長（糸井満雄） 藤原住民環境課長。 

住民環境課長（藤原清隆） 服部議員さんの言われましたように、前年度の予算額から比べましたら、確

かに４００万円ほどふえております。しかしながら、旧加悦町のごみの収集業務の関係につきま

しては、３町の合併が決まりましてから以降、合併協なり、それから担当課長なりの打ち合わせ

の中で、平成１５年度から平成１７年度までの岩滝町の未補償額これが１，５７４万

２，０００円あるということと、それから、平成１８年度中に与謝の海病院が下水道につながる

ということで、この金額は約９００万円ぐらいだったと思いますけれども、こういったことがご

ざいまして、合併を機に加悦町の収集業務を岩滝町の補償として出してもらえないかということ

でございまして、その後、首長会では話がまとまらなかったわけで、１８年度につきましては、

直営で実施をしてきたわけですけれども、平成１９年度からおのえさんの方に委託をしまして、

これが合特事業の完結を図りたいということでございます。 

議  長（糸井満雄） 服部議員。 

１ ３ 番（服部博和） ちょっと聞こえにくかったりしたので、ちょっと私わかりにくかったんですけれ

ども、岩滝町分の１，５７４万円に相当する分で加悦町分を１，５００ということで差し出した

というとらまえ方をしたらいいんですか。もう一度お願いいたします。 

議  長（糸井満雄） 答弁求めます。太田町長。 

町  長（太田貴美） そういうことでございます。合特法の関係で、岩滝の方から、出す業務がもうな

くなっているということがございまして、それの調整のために３町か一緒になった中で、後考え

られるのは、加悦町のしておられましたごみの収集業務を、それを代替業務として出すというこ

とによって、下水道等の水洗が進む中で、減った業務の分を全町的な中で出していくというそう

いう考え方の中で、今回の合併協議の中で、そういう整理をいたしまして、できるだけ合併した、

早いうちにそうした業務が委託ができるようにやっていこうということでございます。 

議  長（糸井満雄） 服部議員。 

１ ３ 番（服部博和） 前回も申しましたように、悪法といえども、民主主義国家でございますので、悪

法も遵守していかなきゃならんわけでございますので、これやむを得なというふうに思うわけで

ございますけれども、しかしその中に、やはり節約の精神というものが必要ではなかろうかなと

いうことを私は申し上げてきているわけでございます。この前も申し上げましたように、何で高

いところのレベルに、それから、また言われているところでスポーンとこう持っていくのかと、

いわゆる抑えて、抑えて交渉をしながら抑えていくと、だから、合特法のその枠がいっぱいにな

らなくても、多少あけておいても、また今後そういうようなものが出たときにはお願いすること

があれば、それを充当させていくというような心構えが必要ではなかろうかなということを申し

上げてきとったわけでございます。それで、たびたび申し上げておっても仕方がないんですけれ

ども、いわゆる町民一人当たりの委託料、これを出してみましたら、いわゆる税込で

５，２５０円になるわけでございます。それをこの税込が５，２５０円ということになれば、も

う近いうちに、また消費税も上がってくるような何かムードが漂っておるようでございますので、

また消費税が上がれば、この５，２５０円が上がってくるということも、消費税のスライドに応

じて上がってくるということも十分考えられますので、これは消費税なしの５，０００円という
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ような金額に合わせていく必要があるのではなかろうかなというようなことも委員会の中でも申

し上げておったわけでございます。その辺のところが、そういうふうに修正が考慮願えるのかど

うか、課長、ご答弁をお願いしたいと思います。 

議  長（糸井満雄） 藤原住民環境課長。 

住民環境課長（藤原清隆） それではお答えをさせていただきます。加悦町のごみの収集業務につきまし

ては、代替業務を出すということを条件に、人口一人当たり税込で５，２５０円でこれで完結す

るということで進めております。これを出しましたのは、交付税のごみ処理費の単位費用が

５，０４２円ということで、これを参考に５，２５０円で決定をしたということでございますけ

れども、これを下げということにつきましては、これまでの業者との打ち合わせの経過もありま

すので、なかなか難しいところがあると思いますけれども、私もこのことにつきましては、業者

と相談をしたことがありませんけれども、可能であれば、そういう話もしてもいいかなという気

持ちにはおりますけれども、かなり厳しいかなという気がしております。 

議  長（糸井満雄） 服部議員。 

１ ３ 番（服部博和） 一つ、課長ほんなら再交渉をひとつ課長にお任せしておきますので、ひとつ

５，０００円が落ちつきますように、よろしくお願いしたいと思います。 

それから、次に、同じ藤原課長にお伺いするわけですけれども、先ほども勢旗議員の方から出

ておりましたように、ストックヤードの業務委託でございますけれども、現在、おのえさんにお

願いをされとるということなんですけれども、これは先ほどの合特法の関係で、ずうっとおのえ

さんにお願いをされるおつもりなのでしょうか。それとも、今後また入札制に改めていただいて、

それに入札制でいろいろな方から応募がしていただけるようなことに持っていっていただく可能

性があるのか、これも合特の関係でございますので、そう言われれば何も言えないわけですけれ

ども、やはりこれも物価の上昇とともに、また値上げというような問題も十分考慮、考えられる

ことでございますので、その辺のところをきちっとしておきたいというふうに思いますので、そ

の点について、ご答弁がお願いをしたいと思います。 

議  長（糸井満雄） 藤原住民環境課長。 

住民環境課長（藤原清隆） ストックヤード業務の委託料についてでございますけれども、これにつきま

して、ストックヤードにおきます収集されました資源ごみのコンテナへの振り分け業務でござい

ますけれども、合併協議を進める中で、収集したごみを集積をします場所が３カ所に分かれてお

ったということで、作業が非常に効率悪いということで、集積場所を１カ所にしたものでござい

ます。これにつきましては、資源ごみの収集運搬なり、それから、リサイクルセンターへの運搬

業務をおのえさんに委託をしているということから、ストックヤードの管理につきましても、代

替業務として出すことでしております。これを入札制度とかいうことでございますけれども、あ

くまでも合特法によります代替業務として支援するものでございまして、入札をするというのは、

ちょっと実態に合わないのではなかろうかなというふうに思っております。現時点では、このま

まの委託料でずうっといく予定にしております。 

議  長（糸井満雄） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 先ほど課長が答弁いたしましたおのえさんとの交渉していってと云々、そのこと

によりできるだけ経費を低くということですけれども、それはできません。できないから、それ
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は合特法のそうした中で、減った業務をほかの業務として出す中で、今、積み上げてきた結果が

こういう結果になっております。ですから、これによって、先ほど言いましたストックヤード、

一般のごみの収集、それから、最終処分場の管理、それともう一つ、分別、それらを含めてすべ

てそれで業務がし尿の減った分の業務がそれで完結ということで話がまとまっているわけでござ

いますので、それを今後どうこうするということは、できないというふうにご理解いただきたい

と思います。 

議  長（糸井満雄） 服部議員。 

１ ３ 番（服部博和） 何を言ってももうあかんだろうということで終わりますけれども、それでは、最

後に一つ、町長からでも課長からでも結構でございますので、お聞きしたいと思いますのは、い

わゆる今後、物価の上昇というものもあるだろうというふうに思います。そのときに、いわゆる

物価に応じて、委託料というものがスライドして上がっていく可能性があるのか、それとも今の

今回の金額で凍結をして、これは未来永劫と言いますか、それまでこの金額でいかれるのか、そ

の辺のところだけご答弁お願いします。 

議  長（糸井満雄） 太田町長。 

町  長（太田貴美） ちょっと私、その辺をきちっと詰めができておりませんけれども、考え方として

は、それに見合った業務を出すということですから、その今後については、それはないというふ

うに思っております。もう少しちょっとあいまいな返答になってしまうとわかりません。申しわ

けございません。非常におかしなことになりますので、もう一度きちっと確かめた上でご返答さ

せていただきたいと思います。 

議  長（糸井満雄） 服部議員。 

１ ３ 番（服部博和） 質問を変えます。３００ページの江山文庫管理運営事業について土田課長にお伺

いをしたいと思います。江山文庫、大変いい施設であり、やはり文化の里加悦にふさわしい、我

がまちの誇れる施設の一つだろうというふうに私はとらまえております。かつては大変、私のと

こにもいろいろなものを出してほしいだとか、またこういうような作品展をするから、ぜひ見に

来てくれだとかいう案内がたびたびあり、江山文庫にもたびたび寄せていただいたような経過が

あるわけでございますけれども、最近さっぱりそういうお誘いがないわけでございます。この間、

あそこの工芸の里に委員会でちょっと視察に行きましたときに、福田幸雄さんの遺作展をやって

いるという立て看板がありましたので、ああこれは見せさせてもらわんとだめだなというふうに

思い、後日行ってまいりました。そうしたならば、一人女の方がおられて、パンフレットをいた

だいて、それで勝手に見させていただいておったわけでございますけれども、以前と違って、随

分、内容のないもんだなと、対応がというふうに思って、福田さんの絵を見させていただいてお

ったわけでございますけれども、今回のこの予算を見せていただいておりますと、これの

５３６万６，０００円の予算のうち、いわゆる事務費、一般事務員さんの賃金が８８万

３，０００円いうことで、かなり大きなウエートを占めていると。需用費がその上おるわけでご

ざいますけれども、事務員さんの費用がかかっておると。やはりもう少しお金を出してでも、学

芸員さんをはりつけるとか、いろいろなことで、あの立派な施設をもっともっと有効に活用する

ことができないんだろうかなと。それから、また、後でお伺いしますけれども、やっぱりまち起

し、産業起しというようなものと、やっぱりくっつけていく必要もあるんじゃないだろうか。そ
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れで、やっぱりこの地には、与謝野鉄幹さんのお父さんが出られた土地でもあり、また与謝野鉄

幹、明子さんご夫妻のいろいろないわれもあるわけでございますので、やはりあそこの江山文庫

を与謝野家の発祥の地というぐらいなところに位置づけて、いろいろなものをどんどんあそこか

ら日本国中に発信していくぐらいのことがあってもしかりではないだろうかなというふうに思う

わけでございますけれども、その辺のところを含めて、教育委員会がどういうふうなお考えをし

ておられるのかお伺いしたいと思います。 

議  長（糸井満雄） 土田教育推進課長。 

教育推進課長（土田清司） 服部議員さんの質問にお答えしたいと思います。江山文庫もっと活性化せよ

というようなご指摘かと思います。印象式に対応が悪かったということで、その点についてはお

わびを申したいというふうに思いますし、ここで予算の方は計上させていただいております。賃

金については、一般事務員というんですか、水曜日、土曜日、日曜日、祝日ということで、この

間の賃金を計上させていただいています。正職員について、学芸員が１名おります。展示の内容

いうんですか、いろいろな企画展も以前からやっておりますし、江山文庫の俳句大賞、それから、

文化講演会なり、それから議員さん言われましたような企画展を定期的に行っていることでござ

います。ことしは特にこの３０２ページの工事請負費の方で１２６万円ほど計上させていただい

ております。これについては、昨年文化庁の調査官の方がみえまして、その際、展示のガラスが

あるんですが、本人ですが、ガラスに移って本人が見えるというようなご指摘を受けまして、こ

れではせっかくの貴重な展示物がむだになるということで、１９年度については展示ホールの遮

光処理というんですか、見やすいような処理をしようということで、工事請負費の方を１２６万

円ほど計上させてもらっております。ハード的なものはそうなんですが、ソフト的なもの、もう

少し学芸員も配置しておりますので、やはり江山文庫から発信できるような企画なり、事業につ

いて今後展開をしていきたいなというふうに考えております。以上です。 

議  長（糸井満雄） 服部議員。 

１ ３ 番（服部博和） ぜひ江山文庫はますます活用していただきまして、ますます使いやすいものにし

ていただきたいというふうに思っております。その一角に、加悦工芸の里があるわけでございま

すけれども、いろいろと昨今、いろいろなことでセンセーショナルなり巻き起こしているようで

ございますけれども、旧加悦町のときにつくられた資料なんかも私たくさんもらっておるんです

けれども、与謝野町になってから、加悦工芸の里に関する取り組めというようなものをつくられ

た経過があるのか、産業課長お伺いします。 

議  長（糸井満雄） 太田商工観光課長。 

商工観光課長（太田 明） お答えいたします。商工観光課に引き継ぎましてからの特に規則等につきま

しては、変更は行っておりません。 

議  長（糸井満雄） 服部議員。 

１ ３ 番（服部博和） 私が入手しておる資料では、加悦工芸の里入村に関する要項というのが平成

１８年３月１日に出ておるんですけれども、これは与謝野町になってからでございます。これは

そんならどこがつくられたのかお願いします。 

議  長（糸井満雄） 太田商工観光課長。 

商工観光課長（太田 明） お答えいたします。新町に引き継ぐ段階での条例、要項、新町用のものをつ



－468－ 

くる段階でのものと位置づけて作成したものということでございます。 

議  長（糸井満雄） 服部議員。 

１ ３ 番（服部博和） そうであれば、ここへ平成１８年３月１日告示第９８号ときちっと明記してある

わけですけれども、３月１日いうたら新しいまちになってからですね、これ。 

議  長（糸井満雄） 太田商工観光課長。 

商工観光課長（太田 明） 旧町要項をそのまま移行したという考え方でおります。 

議  長（糸井満雄） 服部議員。 

１ ３ 番（服部博和） 旧町要項をそのまま与謝野町に当てはめたということでございますけれども、そ

んならこちらの受け取る見解といたしましては、与謝野町の新しい要項として、これはスタート

したと。だからこれは新しい与謝野町のものであると、旧加悦町でなし与謝野町のものであると

いうふうに理解したらいいんですね。 

議  長（糸井満雄） 太田商工観光課長。 

商工観光課長（太田 明） そのとおりでございます。 

議  長（糸井満雄） 服部議員。 

１ ３ 番（服部博和） 時間がありませんので、３回目の質問のときにさせていただきます。ご答弁あり

がとうございました。 

議  長（糸井満雄） それでは、ここで休憩をとりたいと思います。休憩中に議会運営委員会を開催す

る申し出がありましたので、議員の方は集合を願いたいというように思います。場所は委員会室。

それでは、５５分まで休憩いたします。 

（休憩 午前１０時３５分） 

（再開 午前１０時５５分） 

議  長（糸井満雄） 会議を再開するまでに、先ほど議会運営委員会が開催されました。その内容につ

いて、皆さん方に報告し、ご協力を賜りたいと思います。 

１点は、議事の進行の関係でございますが、会期明日１日ということになっておりまして、大

変、今、窮屈な状態になっております。従いまして、今２回目の質疑をお願いしておるわけです

が、３回目以降の質疑につきましては、時間短縮ということで１０分間の質疑ということでした

らどうかということで、議運の中では了解されましたので、皆さん方のひとつご協力を賜りたい

というふうに思っておりますので、よろしくお願いしたいと思います。これが１点と。 

もう１点は、昨日、総務委員会の方で入札の関係について説明がされたようでございますが、

大変、入札の関係につきまして、町の方が抜本的な改正と言いますか、やり方の変更をされるよ

うでございますので、皆さん方に徹底を図りたいというふうなことで、明日本会議終了後、全員

協議会を開いて、その中で説明をしていただくと、こういうことで段取りをしたいというふうに

思いますので、その点よろしくお願いしたいと思います。 

以上２件、議会運営委員会の中で確認されましたので、皆さん方のご協力を賜りたいと思いま

す。よろしくお願いします。 

きょうも議事の進行上、５時以降も都合上、延長する場合もありますので、また改めて申し上

げますけれども、そのつもりでご協力を賜りたいというふうに思います。６時ごろまではやりた

いなというふうに思っておりますので、よろしくその辺につきましてもご協力を賜りたいとこの
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ように思っておりますので、よろしくお願いします。 

それでは、休憩を閉じ、休憩前に引き続き会議を再開をいたします。 

     引き続き、質疑をお受けいたします。 

     井田議員。 

９  番（井田義之） それでは、私も２回目の質問をさせていただきたいというふうに思います。 

     まず、最初に、昨年の予算審議でもお尋ねしたわけでございますけれども、歳入部分で、いわ

ゆる計算と予算書にあがっておるいわゆるパーセント、昨年は現年度分が大体９８％であったと、

滞納分については１５％ということでした。今年度はどういう格好で予算書にあがっております

のか、この経緯について、徴税の個人、法人、軽自動車、それから、住宅、それから、保育料、

それからこれはちょっと議長のお許しを得なければなりませんけれども、医療関係の介護保険、

医療分と介護分と、もしそれがわかればまずお知らせを願いたいというふうに思っております。 

議  長（糸井満雄） 和田税務課長。 

税務課長（和田茂雄） ただいまのご質問にお答えいたしたいと思います。徴税の収納率の見込みでござ

いますけれども、現年課税分につきましては９８％、それから、滞納繰越分につきましては

２０％を基本に見ております。 

９  番（井田義之） これは法人も軽自動車も全部一緒ですか。 

税務課長（和田茂雄） はい、一緒です。 

議  長（糸井満雄） 坂本建設課長。 

建設課長（阪本典男） ただいま質問ありました住宅の関係でありますが、９８％使用料につきましては、

滞納につきましては、これは１０％です。 

議  長（糸井満雄） 岡田福祉課長。 

福祉課長（岡田康利） 保育料の現年度分につきましては９８％、それから、滞納繰越分につきましては

５％、それから、介護保険料でございますけれども、特別徴収につきましては１００％、それか

ら、副徴収につきましては９５％、それから、滞納繰越分につきましては２０％という数字で計

上しております。 

議  長（糸井満雄） 井田議員。 

９  番（井田義之） これを聞かせていただきましたのは、昨年もできれば１００％に向けてというこ

とをお願いをいたしました。１００％に向かって徴収はやっていくけれども、歳入欠陥が云々と

いうことで、こういう予算書の計上になっているという答弁をいただきました。ことしもその質

問をすれば全く一緒の答弁が返ってくるだろうというふうに思いますが、そこで私がお尋ねした

いのは、いわゆるこの間、森本議員も質問をされました。税源移譲で、徴税が２，８２０万円ふ

えておると、企画財政課長もこれをしっかりと税の徴収をすることが財政の健全化維持の一つの

方策だということを再三再四申されております。今、現年度が９８％、大体徴税が１９億円、大

体２０億円ほどあります。今、いろいろな収入を入れると２０億円あります。この２％で

４，０００万円です。いわゆる９８％であげるということは、既に当初から２，０００万円とい

う数字は落としておると、そして予算書にそれがあがっておるということです。２，８２０万円

ふえても、頭から４，０００万円おとしておれば、この４，０００万円を収受しなければ何もな

らないと。そして、毎年５００万円なり１，０００万円なりの不納欠損がおちていけば、税源移
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譲のふえた効果がどこにも出てこないということになるというのが、私の頭の中の試算です。こ

れについて、今年度どういう徴収方法で、この後２％分をカバーをしていく、具体的な方策をお

願いをいたします。 

議  長（糸井満雄） 和田税務課長。 

税務課長（和田茂雄） 先ほど申し上げました現年課税分９８％と申し上げますのは、個人の町民税、法

人税、軽自動車税等でございまして、たばこ税とかそういったものについては１００％見ており

ますし、全部、徴税全体で９８％収納率ということではございませんので、それみんな合わせた

らもっと高い９９％とか、そういう率になりますので。たばこ税等は１００％入ってくるもので

ございますので、それとも加味いたしますと、徴収率というのは割かえしてもらったらわかると

思うんですけれども、９９％とか、そういう率になりますので。 

     先ほど申し上げました現年課税分と申しますのは、滞納が見込まれるものについては９８％を

計上しているということでございますので、ちょっと説明不足で申しわけございませんでした。 

先ほど、約２０億円の徴税に対してそれの収納率かけたら４，０００万円とかいうお話でした

が、そうではございませんので、税源移譲に伴うものは個人町民税の増加分、それから、定率減

税の廃止も数千万円ございますので、定率減税の廃止と、それから、税源移譲と合わせて１７年

度の当初予算に比べたら徴税が２億円ぐらいふえているという状況でございますが、税源移譲だ

けの理由ではございませんので。 

現年課税分の収納率と、それから、滞納繰越分の収納率と、それでその辺の差引はどうかとい

うご質問があったわけですけれども、あくまでも予算計上については、現時点での現実的な見込

みを立てておるわけでございまして、それが目標値というわけではございません。できるだけ収

納率も１００％に近づけていきたいと。それから、滞納繰越分についても、できるだけ多く徴収

していきたいというのが基本的な姿勢でございまして、これから１８年度についても５月までの

出納閉鎖がございますけれども、１９年度については基本的に１８年度からも取り組みといたし

ましては、できるだけの取り組みはいたしております。基本的には、町長申し上げましたように、

自主納付が基本でございますので、自主的に納付してくださいというご案内を滞納者の方々には

何回も送ってございます。それによって納付誓約書を提出していただいて、月々、一気に納めて

いただいた方もございますし、分割で納めていただいている方も２００人強ございます。一定、

そういった取り組みはやってございます。また、年末には各課ご協力いただきまして、年末の特

別徴収も実施いたしました。できてないのが、言うたら強制的な滞納処分、それがまだ踏み込ま

れていないというのが私が申し上げている、取り組みがちょっと不十分だという状況がございま

す。１９年度というか、これからについては、そこまで踏み込んだ取り組みをせざるを得ない状

況だという認識でございます。滞納者の方々の暮らしがございますので、状況は千差万別でござ

いますので、それ１件、１件見きわめながら、厳しい措置もとらざるを得ないという状況かと思

っております。以上でございます。 

議  長（糸井満雄） 井田議員。 

９  番（井田義之） 細かく言えば、その定率減税の問題とか、いろいろ問題はあろうと思いますけれ

ども、いわゆるこの議会で出てきた言葉については２，８２０万円という数字か出てきたわけで

すね。だから、私は２，８２０万円と９８％、いわゆる２％の対比を見るために申し上げたとい
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うことです。そやから、いわゆるとにかく税の収納については、もうとにかくあらゆる知恵を使

いながら収納率を上げていかなければならないと、それはもう自主納付が基本ですし、それから、

この間出ておりました、いわゆる差し押さえだとか、云々だとかいう滞納整理の問題について、

私は今、質問をしておりません。滞納整理の問題については。現年度分の徴収について、やはり

しっかりとした対策を練ってやらなければ、税源移譲があればあるほど、歳入欠陥が起きるんで

すよと、たばこ税やとか、地方交付税は１００％入ってきます。だけど、後はここで努力をしな

ければ入ってこない分があるわけですね。だから、ここで努力をしなければならない分について

しっかりと努力をしていただきたいと、その方法については、いろいろとあろうと思いますので、

やはり税務課を先頭にしっかりと対応はしていただきたいということですし、それから、例えば

住宅につきましても、保証人があります。住宅でも９８％やなしに、やはり１００％の目標をも

ってやっていただきたいなと。この保証人に言われておる件があるのかどうか、建設課長にお願

いいたします。 

議  長（糸井満雄） 坂本建設課長。 

建設課長（阪本典男） 徴収の部分につきましては現年度分でございますけれども、当然、２、３カ月滞

納という部分が続けば徴収に行くということにしておりますし、それ以上滞っておるものにつき

ましては、とりあえず毎月、それは払えない方もあるかもしれんけど、とりあえず足跡を残せと、

担当者には申し上げておりますし、平成１８年度におきましては保証人さんからいただいた部分

もございます。以上です。 

議  長（糸井満雄） 井田議員。 

９  番（井田義之） それと税務課長、私が言うておりますのは、いわゆる今、住宅やとか、もう聞き

ませんけれども、保育料だとか、そういういろいろなものが全部あるわけですね。そやから、い

わゆる定率減税でどうとかいう部分ではなしに、やっぱり与謝野町として収納しなければならな

い金額が２０億円近くありますよと、それの２％ということになれば４，０００万円ですよと、

１％でも２，０００万円ですよと、この数字の大きさそのことを理解していただきたいというこ

とを申し上げておりますので、その点だけはしっかりと私の言う意味を理解しておいていただき

たいと、それで一生懸命頑張っていただきたいということにしておきます。この件については、

もうこの辺でとどめておきたいなというふうに思います。 

     次に、先ほど服部議員が合特法絡みの関係を質問をされました。町長ももうこれはこれでいわ

ゆる合意事項なんでしてないんだということでした。そういうやりとりの中、委員会でもそうで

すけれども、いわゆる最初に金額ありきでそれに見合う仕事というのやなしに、これだけの仕事

しかない、それをこの金額に合わせるというのが、これまでの合特法、今回の場合には特に最終

的な結論になるわけですけれども、そこで私、町長にお尋ねしたいのですが、いわゆる先ほど服

部議員から出ていました５，２５０円の問題もそうですし、いわゆる岩滝町と野田川町とものす

ごい大きな一人当たりの差がありました。だけどそれも５，２００円という金額に合わせるため

にいろいろなことを言いながら合わせたと。だけどそれを合わせるのであれば、私は逆に仕事量

をふやす、例えば学校にいっぱいプールがあります。プールの掃除もそういう関係でお願いでき

ないだとか、それから下水道がいっぱいできます。いわゆるマンホールの点検をお願いできない

かと、その金額の中で逆に仕事をあおっていくというようなことが協議の中では一切考えられな
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かったのかどうか。普通ならば金額がもし決まっておるとしたら、仕事量をふやして金額に近づ

けるというのが、一般的な考え方ではないかなというふうに思いますけれども、その点について、

町長の答弁を求めます。 

議  長（糸井満雄） 太田町長。 

町  長（太田貴美） まず、金額ありきという点については、全くそうではないというふうに私は考え

ておりますし、いろいろな交渉の中では、これは金額ではなしに、減った業務の代替の業務を出

すという考え方だというふうなことと、ある一定の減った分の補償的な金額というのはあります

けれども、ですから、そういうことを考えていくと、今回の交渉の中では、相当、本来はもっと

高い金額に設定しなければならないとこを、こうした業務で合意しましょうという話になったと

いうふうに私は理解しておりますし、そういう進め方をしてきたつもりでございます。各町それ

ぞれ違ったかと思いますけれども、今、ここへきて、加悦のごみ収集の業務を出すことによって、

一定の合意が得られる状況になったわけでございますので、ですから、ここで一定の線が引きた

いというのが、今回の早い時期にそれをしようというあれがあったわけですけれども、一応、年

度をきちっとスタートできる新年度のこの時期に合わせての最終的な詰めをしたいということで

ございます。実際に言いますと、もっともっと本来ですと何億というような金額、２億円近い金

額を補償するということになろうかと思いますけれども、そこは出す業務で、この業務でという

ことで、いろいろと検討した結果、マンホールの云々とかそういうことはなかったですけれども、

町がやっておりますほかの業務を委託するというようなことを希望されたこともございましたけ

れども、一定の整理がここでお互いについたということでございます。 

議  長（糸井満雄） 井田議員。 

９  番（井田義之） 今、町長が言われたとおり、実際にはもっと多くの金額の補償をしなければなら

ないのを、一応お話し合いの中で、この金額で今後一切言わんというような話もできたというこ

とも聞いております。ただ、そういう中で、私が金額ありきと申し上げましたのは、例えば野田

川町の場合には、３，９６８円一人当たり、４，０００円で契約しとったわけですね。岩滝町は

ちょっと６，７００円ぐらいで高かったんです。そこで中をとって５，０００円という金額が設

定されたと。先ほどストックヤードのことも出ましたけれども、だいたいストックヤードも、今

度、上屋を建てて、効率的に運営するというて課長答弁されました。効率的な運営になったら、

これまでの委託料が９１０万円、それが下がるんならいいんですけれども、この次も９１０万円、

同じ１８年度も１９年度も金額は全然変わらないと、委託料の。そやから私が言うのは、そうい

うなんぼこちらが金をかけて町の方が金をかけて便利にしてもそれが進まないということは、金

額ありきやないですかと、そやから金額ありきであれば、先ほど言いましたように、いわゆる下

水道がどんどん完備されていきます。マンホールの点検も常に必要です。そういうような業務や

とか、それから、いわゆるさっき例にあげましたプールの問題だとか、プールもようけあります。

やっぱりいろいろな掃除をしていかなければなりません。そういうものを点検をしていただくこ

とをお願いする中で、金額が例えばもう１００万円、５００万円ふえても、そういうことも含め

て合意に達するというようなことができなかったのかなというのが思われるわけですね。そうい

ういわゆる有効利用、金がここまでどうしてもおのえさんには払わんなんのや、おのえさんとい

うのか合特法関連で、私は福知山とも合特法の関係で話したことがあります。福知山の人と話は
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できません。それはもう法一本です。もう人情ありません。法だけです。法だけで言うてこられ

ます。だけど、幸い、地元の業者ですので、そういう話し合いがもう少し突っ込んでできなかっ

たかなというようなことがありますので、今後契約をされるときに、その辺のところも考慮して

幾らかのことでも、金額がふえるにしても、もうちょっとほかの業務、お世話になれる、例えば

この間のサイフォンの問題でもそうです。バキュームカーで吸い上げると、おのえさんにバキュ

ームカーあります。そういうような仕事を何年か一編はお願いをしますということだって、それ

が一つの方法やないですか。そういうことを考えなかったのかどうか、再度、町長に今後そうい

うことができないかどうか、その辺、町長にお願いいたします。 

議  長（糸井満雄） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 今の今後契約する中では、今の業務を一応出すことで、この合特法の関連のこと

は終わりということになろうかと思いますけれども、そのほかに新たにやっぱりいろいろなこと

を委託していくようなことができた場合には、やはりそれはそれなりの対価と言いますか、それ

はお払いする必要があろうかというふうに思っております。今のところ、先ほどおっしゃったよ

うに、地元の業者でもありますし、そうした面で、非常にご無理を言っているということもこれ

たしかなことでございます。ですから、前にも言ったかと思いますけれども、ある程度、紳士的

な話し合いの中で、お互いに理解した上での合意に達したというふうにご理解いただけたらと思

います。 

議  長（糸井満雄） 井田議員。 

９  番（井田義之） 今後そういうようなことも念頭に置きながら、いろいろな状況、縦割り行政でな

しに、すべての関連を見ながらやっていただきたいと。そして、経費が少しでも安くあがるよう

な方法を考えていただきたいなということをお願いしておきたいと思います。 

     それから、ストックヤードの件で次いでにお尋ねするんですけれども、あのストックヤードに

対して、環境課長、個人の持ち込み、個人が収集だけやなしに、個人がたくさんたまると、休み

があってたまると、置く場所も少ないと、持ち込んだらどうだろうというような持ち込ませても

らえんかなというような声もあるんですが、そういうような状態に対応もできるかできないのか、

その点だけちょっと課長お願いいたします。 

議  長（糸井満雄） 藤原住民環境課長。 

住民環境課長（藤原清隆） それでは、お答えをさせていただきます。 

     私自身は今、井田議員さんが言われました個人の持ち込みのことにつきましては、何も聞いて

おりませんけれども、できるか、できないかちょっと何とも言えませんけれども、また今後の検

討課題にさせてもらいたいというように思います。 

議  長（糸井満雄） 井田議員。 

９  番（井田義之） もう一つ、ごみについて課長お願いいたします。１５０ページに不法投棄対策が

あるわけですね、わずかな金額なんですけれども、不法登記についてはＰＲとかいろいろなこと

で、町では一切手をつけないというのが基本だろうと思うんですけれども、この中に作業用機械

の借上げ料があるんですけれども、これ作業用機械を借り上げて不法投棄対策何をしようとされ

ておるのか、その点、ちょっと課長お願いいたします。 

議  長（糸井満雄） 藤原住民環境課長。 
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住民環境課長（藤原清隆） それでは、お答えをさせていただきます。 

     不法投棄対策の作業用機械の借上げ料ということでございますけれども、小さなごみであれば

いいんですけれども、谷底へ捨てられました大きなごみになりますと、クレーン等を頼んでお願

いをせんなん、そういう場合が出てきますので、そういったクレーン車等の借上げ料ということ

で計上をさせていただいております。 

議  長（糸井満雄） 井田議員。 

９  番（井田義之） 最初からそんなことを想定して予算を組むのは、私はおかしいのやないかなと、

そういうことが実際に起きれば、それはやっぱり補正予算対応でやるのか普通違うかなというふ

うに思います。不法投棄については、やっぱり一日も早く本人さんを何とか判明をするような努

力をして、そして、本人さんにちゃんと片づけていただくというのが基本であって、最初から町

の方が、そういう大きなものがもし出たときには、片づけんなんで予算を組んでおくということ

については、ちっと何かなと、どういうことなんかなという気がします。ようけ言うておっても

あれなんで、その程度にとどめますけれども、何かおかしいなという気がするということだけ申

し上げておきます。 

     次に、企画財政課長、昨日も帰ったら議会のライブ中継、隣のおじさん、財政課長わかると思

うんですけれども、となりのおじさんがインターネットで見ようと思ったら、映像が乱れて、乱

れて全然見られんと、ライブ中継言うておられました。この間、光ファイバーのことも聞かせて

いただきましたけれども、以前、質問したときに、容量のとこもいろいろな総合的に検討して対

応を考えたいということを言われましたけれども、それの対策、いわゆるどこでもだれでも見ら

れるような、できるだけ多くの方に見ていただけるような対策について、何か検討されておられ

ますのか、その点の予算づけもちょっと見当たらないように思いますので、その点についてお願

いいたします。 

議  長（糸井満雄） 吉田企画財政課長。 

企画財政課長（吉田伸吾） すべての皆様方にご不自由をかけないようにということで手がけてきたこと

が、ちょっととんざしたということは、昨日ご説明申し上げましたとおりでございます。となり

のおじさんとおっしゃいますので、あの方かなというふうに思うんですが、ちょうど私も住んで

おりますとこですね、あそこはブロードバンド、これが大体２キロと言われていますね、ブロー

ドバンドが届くのが、２キロ以上離れておるところでございます。そういったところで、このイ

ンターネットの中継、そういったものが非常に入りにくいということはあろうかというふうに思

っております。それらの抜本的な対策ということで、一編仕切り直しが始まるわけでございます

けれども、それらのことにつきましても、無線ＬＡＮだとかいろいろな方法があると思いますの

で、対応してまいりたいというふうに思っております。今のところはまだ対応できていないとい

うことでご理解いただきます。 

議  長（糸井満雄） 井田議員。 

９  番（井田義之） 地デジの問題でも、つい雑な、不適当な発言をしてしまいまして、またそういう

言葉が出てきそうなんですけれども、できるだけ町内全域が平等にいけるような施策を光ファイ

バーが一番いいわけですけれども、それに見合うようなものを何か考えていただいたりしながら

対応をお願いしたいなというふうに思います。 
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     次に、建設課長お願いいたします。今回、この中に、石川上山田線の計画が書いてあるんです

けれども、参考の図面には一切ありませんけれども、どういうような計画なんでしょうか、お尋

ねいたします。 

議  長（糸井満雄） 坂本建設課長。 

建設課長（坂本典男） 石川上山田線の概略といたしましては、総延長が３６０メートルでございます。

計画、道路幅員は７メートルでございます。全体事業費としては現在１億４，０００万円程度に

なるのではないかなというふうに概算経費をはじいております。場所的には、石川上山田線言い

ますと、野田川の方はご存知かとは思いますが、その他の議員さんについてはピンとこないとこ

ろがあるかもしれません。与謝峠の国道を通って帰ってきますと、国道３１２号にぶつかるファ

ミリーのあたり、今ファミリー言わんのですかな、風美堂さんですか、とこに出ずにその前いっ

たん手前の信号から峰山方面へ通じる道、元パチンコ屋さんのあった道ですかね。そこの道の道

路でございます。以上でございます。 

議  長（糸井満雄） 井田議員。 

９  番（井田義之） 今年度の予算が１億４，０００万円ということですか。この建設事業計画の参考

図もろとるんですが、この中には、今言うた石川上山田線は全然表示されてないよね。だから、

どういう工事で、例えば１億４，０００万円なら１億４，０００万円を何に使われるのか、何に

使ってあれしてもらえるのかさっぱりわからないのでお尋ねをさせていただいております。 

議  長（糸井満雄） 坂本建設課長。 

建設課長（坂本典男） 先ほどの１億４，０００万円というのは、全体事業費のことでございます。 

     それから、内容的には、石川上山田線につきましては、２２６ページ、この中の説明欄、

１３節一番上ですけれども、委託料がございます。この中の測量設計委託料かございまして、こ

の中の１,７００万円ございますが、この中の一部、１，２５０万円が石川上山田線の測量設計

委託料でございます。以上でございます。 

議  長（糸井満雄） 井田議員。 

９  番（井田義之） もう少し聞きたいこともありますけれども、時間がきたので終わりますが、我々

はもうこの後、予算が通った後は、５，０００万円以上の工事しかここのテーブルに出てこない

わけですね。できるだけわかりやすいような資料等お願いできたらお願いするのが一番いいかな

というふうに思います。以上で終わります。 

議  長（糸井満雄） ほかに。今田議員。 

１ ６ 番（今田博文） それでは、２回目の質問をさせていただきたいというふうに思っています。 

     交付税の話が出ておるわけです。非常に交付税の算定というのはややこしいと、いろいろな課

長の答弁にありましたように、学校だとか、生徒数だとか、あるいは道路がどうの、消防がどう

の、いろいろなことを積み上げて、交付税の額というのは決まってきたわけですが、今回から一

部、新しい面積と人口で交付税を算定するというふうな方向に変わってきたというふうに課長か

らも聞いたわけですが、今のところはその新型交付税と言いますか、新しい算定というのは、一

部入ってきたということですが、これは答弁の中でもあったかもわからんですが、私聞き漏らし

ておりますので、もう一度お願いしたいというふうに思うんですが、新型交付税というのは、ど

ういう形で面積と人口ということはわかっておるんですが、どういう形で算定と言いますか、算
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定基準があるのか教えていただきたいというように思います。 

議  長（糸井満雄） 吉田企画財政課長。 

企画財政課長（吉田伸吾） 先ほどもお答えしたと思うんですけれども、いろいろな基礎数値を積み上げ

て算定してきたものが、人口と面積、すべての費目について人口と面積に置きかえてそれで算定

してくるというふうになるというふうに聞いております。ただ、先ほども申し上げましたけれど

も、交付税の算出資料、いわゆる普通交付税を算定する場合には、１冊本がまいりまして、それ

をずうっと計算して積み上げてくるということでございますが、それが今年度からになるわけで

ございます。この前の試算というものは、簡便な試算方法でございますので、京都府から送られ

てきました資料に基づいて簡単に算出しております。ですから、算定方法がどういうような補正

技術を使って、どのようなことの取り組みにつきましては、その算出資料がまいりませんと明ら

かになりませんので、今のところそういったどういうことになるんだということがはっきり申し

上げられないということでお許しをいただきたいというふうに思っております。 

     大体、例年７月ごろに本算定がございます。 

議  長（糸井満雄） ほかに。今田議員。 

１ ６ 番（今田博文） はい、わかりました。それで、答弁の中でもあった２，０００万円ほどふえると

いうことをお聞きをしたわけですが、しかし、いろいろな状況を考えてみますと、今後、交付税

の推移というのは非常に厳しいものがあるのではないかなというふうに思っております。今年の

地財計画では８３．１４という地方財政計画というのが策定をされております。そして、この地

方は別にしまして、東京中心に景気が上向いていると、史上最高の景気だというふうに言われて

いるような地域もありまして、いわゆる税収がふえてきたと、そのことによって、いわゆる交付

税算入額、いわゆる税金の所得税でありますとか、たばこ税や、いろいろな形の税の一定割合を

交付税会計によるということになっていますので、当然、税収が上がれば交付税改正の入れる、

いわゆる入り口ベースといわれるものがふえてくると、これは当然の話でありますけれども、そ

して、交付税特別会計で今まで民間から借り入れて地方に交付をしていったものを、今年は借り

入れなくても済むというふうな状況だというふうに新聞紙上でも既に報道されております。そう

いった一連のことも考えますと、地方には追い風、交付税がもっとふえるのではないかなという

ふうな思いもあるわけですが、しかし一方では、先ほど言いました税の一定割合、その割合を減

らしたらどうだという声さえ今出ているんです。そして、基礎的財政収支といわれますプライマ

リーバランスですかね、これが地方は黒字なんですね。５．４兆円黒字、国は赤字なんです

４．４兆円赤字と、これが今の現状ですが、ご承知のように、国はこれをゼロに持っていきたい

と、２０１１年にはプライマリーバランスをゼロに持っていきたいと、この大きな目標を掲げて

おられるのは既に課長もご承知だというふうに思うんですが、今、一瞬では地方に追い風、交付

税はふえるというふうな思いもなきにしもあらずでありますけれども、もう少し先、中期、長期

に考えますと、非常に苦しい状況と言いますか、交付税もさらに減らされてくるような、私は気

がしております。この間、山田知事の講演の話もしましたけれども、京都府で１６０億円も減ら

されたと、それは京都府が８０億円、一般の市町村で８０億円も減らされたというふうなことも

山田知事もおっしゃっておりました。なかなか課長に聞くのは酷なことかもわかりませんけれど

も、そういったいろいろな状況を踏まえる中で、交付税の先行き、見通しというのは今の段階で
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はどのように思っておられますか。 

議  長（糸井満雄） 吉田企画財政課長。 

企画財政課長（吉田伸吾） 天下国家の話になってまいりまして、町議会の答弁席でまちの課長が答える

には余りにも難しい問題かなというふうに思うんですが、確かに税収は上がってきておるという

ことでございます。しかし、交付税特別会計、これもかなりの借金を今まで抱えておるはずでご

ざいますので、それらの借金返しにも充てんなんでしょうし、それから、国の方でいっておられ

ますのは、地方はもっともっと行革ができると、交付税については総額はふやさない、もっと減

らしていくと、こういう話ばっかりしか聞こえてきません。と言いますことは税収が上がりまし

ても、今の段階で、国の方では、上がった税収分といいますか、そういったもので交付税をふや

すだとか、そういう気はないのではないかなというように思っております。そういうふうに考え

ますと、非常に厳しい情勢が今後も続いてくるだろうというふうに思っております。 

それと、なぜこういう厳しい状況が起こってきたのかと言いますと、景気対策ですとか、いろ

いろなことで地方債、国も赤字国債を発行してきました。それから、公共事業対策ということで、

地方にも有利な起債をつけるから気張って事業をしろと、それから、ふるさと創生１億円だとか、

いろいろな時代がございました。そういう中で、市町村としても一生懸命このまちのいわゆる特

殊性を出していくために考えたわけでございます。いろいろな箱物も建ちました、そういう時代

でした。しかし、一時景気がこのような状況になってきて、財政が厳しくなってくると、今度は

そういった国の政策に基づいて行ってきた箱物施策だとか、そういったものが国の方から批判さ

れるようになってきた。地方にしてみたら、あなたたちがあったんじゃないかと、今、言い分は

あるわけですけれども、そういった状況の中で、いろいろな状況が生まれてきておると。今後も、

交付税については、大変厳しい状況が続いていくんじゃないかなということだろうというふうに

思っております。 

議  長（糸井満雄） 今田議員。 

１ ６ 番（今田博文） 確かに国政の話、いわゆる天下、国家の話になるかもわかりませんが、しかし交

付税の先行きをどう見るか、このことによって与謝野町のまちの財政運営をどうしていくかと、

大きくかかわるわけでありますから、このことが見違わないように、そういうことで思わん交付

税が減らされたということがないように、ぜひ今後も注意を払っていただきたいというふうに思

っています。 

     次の質問に移らせていただきます。吉田課長にことしの予算の中で力を入れたいことは何だと

いうふうに聞きますと、安心・安全・福祉のことだというふうなご答弁があったわけですが、特

に私は福祉のことも大事ですが、突き詰めると、安心・安全、やはり町民の命を守ると、ここに

くるのではないかなというふうに思っています。谷口議員からも耐震の話、地震の話、あったわ

けですが、今、日本全国でどこで地震が起きてもおかしくない、阪神・淡路の大きな震災があっ

てから１０年以上たつわけですが、あれからどれだけ日本で大きな地震が起きたか。ついこの間

も輪島、石川県でありました。この丹後でいつ地震が起きてもおかしくない状況だというふうに

思っています。去年の１２月２５日ですが、京都新聞に山田断層、府の北部に震度７とこういう

記事が掲載をされました。京都府北部には、山田断層や、それから、綾部に神林川断層というの

があるそうです。それから、三つの峠三峠の断層、これは福知山から南丹市へ通じる、この大き
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な三つの断層があるというふうに新聞報道されておりました。山田断層が震度７を起こす可能性

があるということですが、宮津や京丹後や与謝野町は震度７になると、そして震度６は舞鶴市や

伊根町は震度６こういった大きな揺れが想定されるというふうなことも新聞紙上で発表されてお

ります。そこで、やはりこういっていろいろな地域で地震が起き、いろいろな犠牲者や被災者が

出ておりますけれども、しかし我が身にふりかからないと、なかなかわからないという部分はあ

るんだろうというふうに思うんですね。 

そこで、こういったことへの町民の皆さんへの喚起、こういったことも非常に大事なことにな

ってくるんではないかなというふうに思っています。岩滝町では、合併前に防災グッズをそれぞ

れ各家庭に配られて、そういう喚起を行っておられます。それから、野田川町では、それぞれ地

域ごとといいますか、区ごとにいわゆるバールでありますとか、それから、ジャッキ、それから、

発電機まであるというふうなこともお聞きをしたんですが、非常にそういった面では進んだまち

だなというふうに私は話を聞かせていただきました。そこで、加悦町を返り見ますと、まち全体

ではいろいろな食糧でありますとか、毛布でありますとか、そういったものはまち全体では備蓄

をしておるわけですが、その地域ごと、区ごとでの対応というのは、まだまだできていないとい

うのが現状だろうというふうに思っています。行政にばかりもの申すものではなく、我々で地域

で、区でそれなりに準備をするということも大事だろうというふうに思うんですが、そのきっか

け、喚起をしていただくということも非常に大事ではないかなというふうに思います。阪神・淡

路のときは、多くの犠牲者が出たわけですが、バールが一本あったら、この人を助けられたと、

ジャッキがあったらこの大きな木を持ち上げてというふうなことかよく新聞でも報道され、テレ

ビでもそういうことが言われておりました。そういうことを地域で備蓄しておく、ここに行けば

それがあるんだということを地域の人が、全部知っとることが非常に大事だし、いざというとき

の減災、いわゆる災害を少しでも少なくすることにつながってくるんだろうというふうに思って

おります。そこで、バール１本でも、何とか旧加悦町の地域に配布をしていただいて、その喚起、

住民のそういった防災への意識を高めていただくということも必要ではないかなというふうに思

っております。ご答弁お願いします。 

議  長（糸井満雄） 太田町長。 

町  長（太田貴美） それこそ阪神・淡路の震災の後、今まで旧町の野田川では、水害がよくありまし

たから、今までは水害のことばっかり考えていたけれども、やはり地震についても、やはり真剣

に考えるべきだということで、その次の年でしたか、防災訓練を始めたという経緯があります。

その中で、やはり区長会、あるいは区の方からそれぞれのいろいろな意見が出まして、こういう

ものを揃えたらいいのではないか、こういうことができないかというふうな中で、一定のこうい

うものを揃えたいというような要望の中で、年次的な設置をしていったというふうに記憶してい

るんですけれども、ですから、喚起をするというのは、どっちがどうだということにはならない

と思いますが、やはり地元でいろいろと論議をしていただく、考えていただく、そうした中で、

では避難地をどこに指定しよう、町全体で町内ごとにここの町内はどこへ逃げると、避難地とい

うようなことも積み重ねの中で出てきたものですから、ただ単に、配布をしないということでは

ないですけれども、やはりそれをするためには、まず地域ごとのそういう考えをお互いに論議し

ていただいて、こういうものがこういうところには必要だというものをやはりあげていただく中
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で、年次的にしていくと、計画していくということが必要ではないかなと思います。ただ単に、

これがあったらいいからということで、道具を出すのではなしに、実際に自分たちが、こういう

場面にはこういうものが必要だろうというのは、やっぱり地域によって密集したところと、やっ

ぱりそういうものを抱えているところとは、また若干道具も違ってくるんかなと思いますので、

そうした論議をしていただくことをやはり我々からもですけれども、やっぱり議員さんあたりが

率先してそういうことを区長会に提案していただくようなね、そういうことをしていただけたら

というふうに思います。 

議  長（糸井満雄） ほかに。今田議員。 

１ ６ 番（今田博文） 今言われた避難路の関係や、それから、避難場所ですね、そういったことは地域

である程度頭に入り、皆さんもそういう意識はあるわけですが、その次のステップがなかなかい

けないという状況なんで、よろしくお願いします。 

時間がありませんので次にいきます。つばきの関係の質問もあったんですが、ことしは伊豆大

島でつばきサミットがありまして、議員の皆さん、６人も行っていただきました。町長も課長も

行っていただいたわけですが、まず課長そのつばきサミットに行かれて、今まではつばきの関係

も、それから、サミットの関係も旧野田川町ではなかったわけですが、行かれてどういう感想を

お持ちになったかまずお聞きをします。 

議  長（糸井満雄） 太田商工観光課長。 

商工観光課長（太田 明） お答えいたします。私も行かせていただきました。小さなまち、島というこ

とで、もっともっと大きな島かなというふうに思って行ったわけですが、非常に小さなまちで、

島ということで、まち自身も固まったと言いますか、そのようなまちの印象がありまして、あん

こ椿は恋の花とか、そんなようなうたがありまして、イメージ的には非常に観光名所地というよ

うなイメージで期待をしながら行ったわけですが、ある意味では観光という部分については、通

常の光を見るというような、そういう観光のイメージは全くなかったと。いわゆるつばき一色と

いうことで、一つの風土をうまく生かしたまちづくりというか島づくりができているなというふ

うに感じましたし、さらには、そこにある一つのつばきという風土から生まれた植物ですけれど

も、その中で油をつくったりということで、１点集中型の取り組みがこの島ではできたのかなと、

その辺は大きく寄与したつばきというものがあるということで、やはりそういう素材のあるまち

は強いなということを感じて帰りましたし、そして、そういうのがみな島一つになって、そうい

うことを取り組む姿勢というふうに、非常に感動して帰ってきたというものでございます。 

議  長（糸井満雄） ほかに。今田議員。 

１ ６ 番（今田博文） サミットをやろうという、ここでも前回申し上げましたけれども、そういう機運

は加悦町時代もあったわけですが、いかんせん７，０００、８，０００の小さなまち、そしてメ

イン会場もなかなか見つからないという中で、やろうという声はあったんですが、なかなか一歩

が踏み出せなかったということもあるんですが、与謝野町になりまして、面積が大きくなりまし

た。人口もふえました。そして、メイン会場になるような会場もあるというふうに思っています。

来年、再来年、３年先までつばきサミットの会場は決まっておるということで、我々の任期、太

田町長の任期もそうですが、その間にはなかなか実現は難しいかなというふうにも思っておりま

す。しかし、このことをきっかけに、やはり課長は行っていただいたわけですが、商工関係の職
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員さんにも、来年は奈良県、その次が石川でしたかね、北陸でしたね、割と手軽に行けるところ

で開催をされますので、ぜひ行っていただいて、どういうものであるかということをまず見てい

ただく、そしてその上で自分たちでその研究なりしていただけたらありがたいというふうに思い

ますので。しかし、サミットをやるんだという目標を持って、やはりそういうことに当たってい

ただけたらなというふうに思っておりますので、よろしくお願いします。 

     それから、ひまわり１５万本の実行委員会に２００万円と、青年つばきの実行委員会２０万円

ですが、額の大小は別にしまして、この基準というのは、どういう基準で予算計上されています

か。 

議  長（糸井満雄） 太田商工観光課長。 

商工観光課長（太田 明） お答えいたします。つばきにつきましては、従来、補助金としてうっており

ました金額を横滑りと言いますか、負担金という形で計上させていただいております。これは、

金額的なものは一緒なんですが、思いとしては、先にもちょっと申し上げましたけれども、町の

木であるということでありまして、所管課を中心として、地元の実行委員会の皆さんとともに、

所管課の職員もそういう醸成を図るという意味合いも持って、ともにやりましょうということで、

位置づけとしましては負担金という格好でさせていただいたというものでございます。 

それから、ひまわりの１０万本事業につきましても申し上げましたけれども、金額は一緒でご

ざいます。実行委員会を立ち上げるわけでございますが、これも同じく負担金という格好にして

おります。これも同じ考え方で、所管課がもちろんできるだけ農林課も含めて、つくる方もおら

れるわけですから、農業体験の一つということも含めて、農林と産業が一つになって、地元との

一緒になった取り組みの中で、事業を展開するということで、いつでもことしからは、両方とも

負担金ということで、前向きに考えたいと、町もある程度、意見を述べさせていただきながらや

っていきたいという、試みを持って、予算計上させていただいたものでございます。 

議  長（糸井満雄） ほかに。今田議員。 

１ ６ 番（今田博文） 新しいまちの木になりましたので、どんどん商工観光課の課長を中心に地域に入

っていただいて、どんどん意見を言っていただくということも、我々も我々の枠内でしか物事を

考えれないという部分も確かに今までありましたので、外からそうして見ていただいて、いろい

ろな意見なり、これから一緒になってやっていただきたいというふうに思っておりますので、よ

ろしくお願いします。もうちょっと聞きたい、ちょっとあれしますわ、時間がありませんので。 

商工課長、もう一編戻りますけど、ひまわり１５万本、実行委員会１００万円と、それから青

年つばきが２０万円、額のあれは別にしまして、費用割合と言いますか、全体にいる費用の中で

どういう割合になっているかと、この額がね。ひまわり１５万本のこれは、ほとんどまちが予算

的なことをもっておられるのではないかなというふうに思うんですね。つばきはもっとようけい

っとるということを言いたいんですわ、要は。ちょっとそこ。 

議  長（糸井満雄） 太田商工観光課長。 

商工観光課長（太田 明） すみません、申し上げます。私も旧野田川町の商工観光と言いますか、産業

の課長させていただいておりまして、ひまわりにつきましては、当初からかかわっております。

冒頭は農林サイドの景観作物の部分から発展してきたものでありまして、それを旧野田川町にお

きましては、観光振興ビジョンの中に、農業体験という部分も大きな柱にありましたので、この
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ひまわりを特産品化させるということが非常に難しいというしことで、翌年から観光の位置づけ

として、なかなか町内には観光の目玉ないということで、特に花ということにつきましては、通

年ではありませんけれども、非常に京都府内にはないということで、それに取り組んだという、

旧加悦町さんのそのつばきはちょっと経過はわかりませんけれども、さっきの話ではないですが、

大島の話ではないですけれども、一点集中型で野田川町については、ひまわりをぜひともやって

いきたいという気持ちがございましたので、そのあたりがつくりてと、町とのうまく相乗効果が

あったものですから、それに商工関連も含めて、観光の位置づけでということで、思い切った予

算ということで１００万円を出させていただいたということでございます。その金額が、高いか

どうかってわかりませんけれども、その中に生まれてきます入場料や、それから、ひまわりの切

り花だとか、そういうところでできるだけ１００万円を町に返す努力をしていこうという目標を

持ってやってきておりますが、なかなか１００万円すべて返すというわけにもいっておりません

けれども、そういうことで、今、７年目を迎えたということです。一応、正直なところ１０年を

目途にこの事業が効果があるかどうかということはやっぱりどこかで線を引かなければならない

という気持ちを持って取り組んでおりますが、町の花になったということもございますので、今

後の取り組みについては、見直しも含めた中で、そういう認識を持って、また方向性を見いだし

たいと思いますが、根拠といわれますと、はっきり申し上げまして、定額負担ということで、町

がすべてをもって取り組んだということでございます。つばきにつきましては、私よりも今田議

員の方がよくご存知やと思いますが、補助金という形でなりますので、補助金ですと、２分の

１とか、３分の２とかいうようなことでなっておりましたけれども、今後、町の木ということに

なりますので、やはり今以上に、先ほど言いましたような形の中で、注目も皆さんにしていただ

きたいと思いますし、その中で、必要とあればそれだけの事業費を投入していくということにつ

いては、財政にも限りありますけれども、担当課としての思いはあるということでございます。 

議  長（糸井満雄） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 質問されるほどのお時間がないのではないかないという思いで、また、私の思い

も含めて述べさせていただきたいと思います。今回、町の木と花ということでひまわりと、それ

から、つばきが制定されましたけれども、やはり旧町時代のいろいろな取り組みが全体的な町民

の皆さんにご理解がいただけたのではないかなというふうに思っております。ですから、今後に

つきましては、先ほどつばきサミットをということでしたけれども、やはりこれが全町的に広が

るような取り組みというものが、やはりまずは大事ではないかなというふうに思いますし、それ

らを進めていく中で、やはりつばきサミットというものができるような、そういう体制へ持って

いくのが自然の流れではないかなというふうに考えております。サミットを誘致するというだけ

ではなしに、その前段にやはりやはり全町的な取り組みを何か進めていくということが必要かと

思います。先立って行きましたら、育苗センターみたいなというか、つばきの苗木をつくってお

られたりしますし、やはり与謝野町中どこの家にもつばきが咲いているみたいな、そういう取り

組みだとて今後考えられることですので、今、旧町時代のそのままを引きずった形で一定の整理

はしましたけれども、今後やはり町の木、町の花として、どう生かしていくかということも含め

て、負担金といいますか、それらも考えていく必要があろうかなというふうに思っております。

意図とされるお答えにはならなかったかもわかりませんが、決してこれでよしということではな
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い、やはり全体的な取り組みを皆さんと一緒に考えていきたいなというふうに思っております。 

議  長（糸井満雄） これで午前中の質疑を終わりまして、昼食休憩に入ります。再開は１時３０分か

ら再開いたしますので、よろしくお願いしたいと思います。 

それでは、昼食休憩します。 

（休憩 午後 ０時０１分） 

（再開 午後 １時３０分） 

議  長（糸井満雄） 引き続き質疑をお受けいたします。 

     質疑ありませんか。野村議員。 

１  番（野村生八） それでは、教育関係について、４点ほど質問します。時間の関係でできるかどう

かわかりませんが、質問させていただきます。 

まず、２８４ページの芸術文化の関係で、フィルムの借上げ料ですね、これについて質問をい

たします。この対象はだれで料金はどうなっているのか。そして、何回上映とかの上映の仕方と

か、それから１７年度、いわゆる旧岩滝町から続いている事業だと思うんですが、１７年度何人

で、１８年度何人だったのか。いわゆる合併をしたわけですから、１８年度はそれ以前に比べて

取り組みの内容が変っていると思うんですが、その内容についてもお聞きします。 

議  長（糸井満雄） 土田教育推進課長。 

教育推進課長（土田清司） 議員さんのご質問にお答えしたいと思います。 

今あがっております映画会の関係でございます。これは知遊館で行います映画会ということで、

旧町から知遊館事業ということで、１７年度いうんですか以前からされていたということでござ

います。ちなみに１８年度の新町になってからの映画会というのは、８月２６日の日に開催をし

ました。午後２時からということで、上映については、こぎつねヘレンというような上映作品を

やっております。映写方法については、京都映画センターに委託をし、全町的な取り組みという

んですか、全町いうんか、与謝野町全域での映画会というふうに案内をさせていただいておりま

す。実績としまして２３１名の入場者があったというふうに思っておりますし、その周知方法に

ついては、各地域振興課の窓口、それから、中央公民館、地域公民館、それから教育委員会等で

チケットを事前に配布して、入場整理券という形でこの事業を行っております。１９年度の事業

については、まだ内容については、作品については決定をしておりませんが、場所としては知遊

館の方でやりたいなというふうに考えております。以上でございます。 

対象はすべて子どもから大人まで対象でございます。 

議  長（糸井満雄） 野村議員。 

１  番（野村生八） １７年度はクイズを上映されて２５３人ということで決算の資料載っているわけ

ですが、旧岩滝町から、与謝野町全体にエリアが広がって人数が減っていると、映画ですから、

作品によってかなり違いますんでね、そういうことはもちろんあるわけですけれども、それにし

てもどうなんかなというふうに思うわけですが、それこそ合併のスケールメリットを発揮される

事業だと思いますので、同じ金額でより多くの人に見てもらえるような可能性があると思います。

その点では、例えば子どもたちだけが行く場合に、行きやすいということがないと、なかなかそ

ういうことがふえることにならないと思うんですが、その辺も含めて、今後検討される必要があ

るのではないかというふうに思うんですが、その辺のことと、いわゆるこういうスケールメリッ
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ト的な事業がほかにもたくさんあると思うんですが、ただ単に知らせることを全町に広げるだけ

ではなくて、今言いましたような形で、例えばバスの廃止とかが必要なのかどうかとか、その事

業によって内容違うと思いますが、２年目なんで一層事業効果かスケールメリット発揮できるよ

うな形で改善すべきところがあればどんどんする必要があると思っています。そういう点で、映

画の件にだけについて、一層、参加しやすい形で取り組める方法等のご検討はどうかということ

でお聞きします。 

議  長（糸井満雄） 土田教育推進課長。 

教育推進課長（土田清司） 議員さんご指摘のとおり、１９年度一応いうんですか、知遊館では考えてお

りますが、できるだけ参加しやすいように、今後野田川の中央公民館、それから加悦の地域公民

館でもスクリーン等が、野田川の場合はわーくぱるですか、スクリーン等もありますので、そう

やって順に映画会をやるとかいう方法も一つの考え方だというふうに思いますし、親子で参加で

きるように、マイクロバスの運行等も今後ちょっと、せっかくの多額のお金いうんですか、いい

映画がありますので、そういった機会をたくさんの人に利用していただきますように、教育委員

会としても努力をしていきたいというふうに思います。 

議  長（糸井満雄） 野村議員。 

１  番（野村生八） 次に、特別支援教育ですね、この体制についてお聞きします。国の方で障害を持

った方、あるいはそこまでいかなくても発達障害、課題を抱える方等を含めて、小学校、中学校

で受け入れていくということで、こういう特別支援教育が始められました。しかし、それに伴う

予算はほとんどふやされていないというふうに思っています。そういう中で、現場では、そうで

なくても大変な中で、一層大変な状態が生まれているということで、今回、請願も出されていま

す。そういう中で、この体制を充実していくということで、交付税算入がされて、全国の小学校、

中学校に一人ずつの配置ができるようにということで、交付税算入がされていますが、こういう

中でこの予算の中ではこれに基づいた職員の増加、配置、これは含まれているのか、その必要性

はどういう今現状、予算書ではなっているのかお聞きします。 

議  長（糸井満雄） 垣中教育長。 

教 育 長（垣中 均） お答えします。現在、予算措置させてもらっておりますのは、これは継続でござ

いますけれども２名、予算措置はさせてもらっております。これは、国が今年度相当増員したと

いう件でございますけれども、いわゆる交付税算入してあるからと積極的に活用するようにとい

う通知は文部科学省、それから京都府教育委員会からきております。従いまして、今後、さらに

配置をしていく可能性がある子どもが入学してくることもありますので、ちょっと実態を見させ

てもらってから、予算措置をお願いしたいとそのように考えているところです。 

議  長（糸井満雄） 野村議員。 

１  番（野村生八） 請願の中でも、紹介をさせていただきましたし、もちろん教育長は現場の内容を

十分、私以上にご存知だというふうに思っています。そういう点で、積極的にそういう趣旨を生

かして、今までの論議で全額というわけにはもちろんいかないんでしょうが、かなりの部分をそ

こに振り向けていただいて、特別支援教育に必要な体制を充実していただくという職員がここで

も増加するわけですが、ぜひお願いしたいと思います。 

    ただこの額が一人平均１２０万円しか確保されていないということなので、いわゆるパート的な
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形しかできないのかなというふうな問題もありますので、それはそれで工夫をしていただく必要

があるかなというふうに思っておりますが、その辺も含めてよろしくお願いします。 

議  長（糸井満雄） 垣中教育長。 

教 育 長（垣中 均） 失礼します。ちょっと補足をさせていただきます。町単費でお願いしていますの

は２名と申します。それから、もう１名、府の方から、去年は桑飼小学校に配置されていたんで

すけれども、ことしは今度は岩屋小学校にも昨年から要望がありまして、かわりに桑飼に変わっ

て岩屋小学校の方に府の方の加配が入っております。しかしながら、今、ご質問のとおり非常勤

でございます。 

議  長（糸井満雄） 野村議員。 

１  番（野村生八） 次に、図書費について質問します。学校にしろ、図書館にしろ、この図書費につ

いて、今回の１９年度予算はどういう趣旨で組まれているのか質問いたします。まず、この

１９年度予算でいけば、小学校は１校当たり幾らになるのか、中学校は１校当たり幾らになるの

か、それから、図書館については、分室がありますので、これは１８年度と同じ額なので、

１８年度でいけば図書館と分室それぞれ幾らになるのかお聞きします。 

議  長（糸井満雄） 土田教育推進課長。 

教育推進課長（土田清司） 図書費の関係のご質問にお答えをしたいと思います。小学校、中学校幾らに

なるかということなんですが、それぞれ学校の方から予算要求の方があがってきております。限

られた予算なので、満額では予算の方はつかないというような状況でございまして、各学校それ

ぞれ高い、安いというのがあるんですが、トータルでよろしいでしょうか。平均で言いますと、

小学校の関係で言いますと、小学校の図書費が１６０万円でございます。１校当たり、９校あり

ますので１６０万円の９校と、割る９という形になるかと思います。 

     それから、中学校費でございますが、９０万円の予算でございます。したがって、２校ありま

すので平均で４５万円という形になるかと思います。 

     それから、図書館でございますね。図書館については、図書費が５５０万円ということでござ

います。これからそれぞれ予算が通りましたら分室の配分が入ってくると思いますが、まだ具体

的に加悦の分室幾らと、１８年度実績、ちょっとしばらく。 

議  長（糸井満雄） 暫時休憩します。 

（休憩 午後 １時４５分） 

（再開 午後 １時４６分） 

議  長（糸井満雄） 休憩を閉じまして会議を再開いたします。 

１  番（野村生八） これは町長に質問します。この図書費の学校の方側ですが、全国的に本来、図書

室のあるべき冊数、本の数が半分にしかならないというのが全国的な傾向ということで、これに

ついても、浪江議員が一般質問で指摘をされましたが、この１９年度交付税算入で倍近い算入が

されています。当町においても同じ状況だというふうに決算のときにも指摘しましたが、大体思

っています。かなり低いと、そういう点では、やはりこれについては抜本的に図書費ふやして、

本来あるべき本を学校に確保するということは、教育上も非常に大事な今課題になっているんだ

というふうに思うんです。それが交付税算入ふやされているにもかかわらず、とりわけ小学校で

は額が２０万円減っているわけですね。額が減っているんです２０万円。しかも１校当たり
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２０万円に満たない小学校では、それから中学校でも４５万円ぐらいですからね、この１９年度

の与謝野町の予算の中から見て、この図書費というのは、余りにも少ないのではないかと、ある

べき本が足らないところにもってきて、この額、小学校１校２０万円という図書費の額というの

は、余りにも少ないのではないかなというふうに思うんですが、そういう交付税算入もされてい

る状況もかんがみて、これはこのままいくべきかどうか、どのようにお考えでしょうか。 

議  長（糸井満雄） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 抜本的に考える必要があるかというふうに思いますけれども、現下の中で、非常

に厳しい中で、それぞれを削らせてもらったという状況でございます。今後の課題とさせていた

だきたいと思います。 

議  長（糸井満雄） 土田教育推進課長。 

教育推進課長（土田清司） １８年度の購入金額ということで、まだ確定いうんですか、年度は全部は終

わってないんですが、今２月１日現在でございましたら、今、本館で４２７万円ほどの支出でご

ざいます。それから、野田川分室の方で５７万９，０００円、それから加悦分室で５４万円ほど

の今、蔵書の購入と、内訳というふうになっております。 

議  長（糸井満雄） 野村議員。 

１  番（野村生八） 学校については、毎年、毎年これだけの交付税算入になるというふうには思わな

い、期間限定でとりあえず嵩上げを急速にせんなんという切羽詰まった中での取り組みだろうと

思います。そういう点では、少なくともこの額が維持されている間は、緊急対策として、嵩上げ

していくという取り組みをぜひお願いしたいと思います。 

それから、図書館や分室についても、決算のときにも指摘しましたが、あの立派な図書館にし

ては、この年間の図書費というのは、多分、ほかの図書館に比べれば、かなり少ないのではない

かと。ましてや分室でいえば、月４万円ちょっとですからね、本当にそれで維持できるのかとい

うぐらい少ないのではないかと私思うんですね。こっちの分野についても、これは交付税算入が

ふえておるという問題ではないと思うんですが、ぜひご検討いただきたいというふうに思います。

時間がありませんので、次に質問を移ります。 

それから、耐震診断について質問します。今までありましたように、１９年度からいよいよ学

校の耐震改修が大がかりに取り組んでいただけると、１億６，０００万円を超える枠で予算が計

上されていますが、お聞きしたいのは、調査もされて、今回、改修されるということになります

と、今後、この学校については、どのぐらいの期間、使用が保証されるというふうに見られるの

か、この点についてお聞きします。 

議  長（糸井満雄） 鈴木教育次長。 

教育次長（鈴木雅之） 耐震診断につきましては、今、野村議員がご質問がございましたように、診断を

しまして、それから、診断結果に基づきまして、補強工事に入らせていただいておる、それは計

画的にやらせていただいておる。そのあたりは議員さん十分にご承知のことだと思います。では、

その耐震診断をしましたその結果に基づいて、保証期間はどのぐらいかというご質問だったと思

うわけですが、申しわけございませんが、そのあたりにつきましては、私どもわかりかねると言

いましたらちょっと語弊があるかもわかりませんが、言葉が申しわけないかと思いますが、一応、

耐震診断に基づいて、ＩＳ値、いわゆる耐震指標がその数値が０．７以下の校舎、あるいは体育
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館については補強工事をするわけでして、その補強工事をした後のＩＳ値につきましては、

０．７という基準をクリアした形にまでは補強をさせていただいております。従いまして、その

改修後の建物が、では、２０年持つのか、３０年持つのか、今ここの段階ではご答弁をさせてい

ただくことは申しわけございませんが、でき兼ねますのでよろしくお願いしたいと思います。 

議  長（糸井満雄） 野村議員。 

１  番（野村生八） 野田川でいえばほぼ同じような時期に各学校の建てかえが行われて、この平成

２３、４年ごろでそのときの起債は全部終わるというふうに思っています。そういう中で、今回、

新たなこういう環境問題でも、一貫とも言えるのかどうかわかりませんが、地震の多発という問

題の中で、緊急に新たに起債をして、補強工事をしていただくということになります。これにつ

いて、いわゆる起債が終わるまでは少なくとも持つのではないかなと思うんですが、どのぐらい

今の学校が維持できるのかということは、今までから言われています統合問題ともかかわって大

事な問題だろうと思いますので、確認をしていただきたいと思います。以上で終わります。 

議  長（糸井満雄） 垣中教育長。 

教 育 長（垣中 均） いわゆるコンクリートの劣化の年数だと一般に言われております。大体３０年か、

４０年、いずれにしましてもそれが学校の校舎の寿命と言われておりますので、改めて調べさせ

ていただきます。 

議  長（糸井満雄） ほかに。服部議員。 

１ ３ 番（服部博和） 午前中に引き続きまして、加悦の工芸村についてお伺いをしたいというふうに思

います。この予算には直接載っていないわけでございますけれども、この前から、いわゆる工芸

村の一角に福祉施設ができるということで、委員会の方にもいろいろと相談があっておるわけで

ございます。先ほどから午前中にいろいろと質問しましたように、いわゆるあの一角は崇高な理

念をもって工芸村及び江山文庫の建設がなされたように私は思っておるわけでございます。加悦

町工芸村の構想をここに資料があるわけなんで、読んでみますと、いわゆるあそこには伝統産業

である丹後ちりめん及びそれに関連したいわゆる職人さん方が、あそこに集って、そしてそこか

ら新しい技術を発信すると同時に、また後継者、いわゆる引き継いでいく人たちを養成していき

たい。そして、それにはいろいろなものとリンクしながら、いわゆる産業の活性化に向けて、ま

たいやしの地域として、あそこの工芸村という構想は、建設され今日まで推移してきたというふ

うに私はとらまえておるわけでございます。そういう中にあって、今日になって、合併をしてか

ら、いわゆるあの工芸村の一角に全く違う、本来の趣旨と違う福祉の里といいますか、施設がで

きようとしておることに対しまして、ちょっと違うではなかろうかなと。私は福祉に対しても理

解があるつもりでおりまして、福祉というのは、どんどん進めていっていただかなきゃならんわ

けでございますけれども、いわゆる工芸と、福祉というものを一緒ごたに論じてもらうことには

ちょっと不満があるということで、今回このようにして質問に立たせていただいておるわけでご

ざいます。いわゆるそのような崇高な理念のもとに、今日まで進んできました工芸村の中に、福

祉が入るということは、いわゆるごちゃまぜみたいなことになってくるわけでございまして、や

はり焦点がぼけてくるのではなかろうかなというふうに感じておるわけでございます。それで、

午前中質問をいたしましたけれども、いわゆる与謝野町になってから、旧加悦町からの理念だと

か、それから、要項だとか、そういうものが新しく変えられたんですかという質問を先ほど商工
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課長の方にさせていただいておりました。それによると、そういうものはつくってないというよ

うなことでございますけれども、先ほど午前中に申しましたように、１８年３月１日に告示第

９８号ということで、要項を整備をされておるわけでございます。この要項の整備をされた要項

をながめさせていただきますと、一番最初の工芸村の構想のときに発足時の理念がそのまま出て

きておるわけでございます。いわゆるあくまでも工芸の里として、もっともっと追求していくの

だという理念のもとに、この綱領が３月１日に告示９６号として出されておるわけでございます。

しかしながら、この前から、産建の委員会だとか、それから、私の所属しております文教厚生委

員会なんかで話を聞かせていただいておりますと、どうもそのところがゆがんだ形でとらまえら

れており、また、そのことがいわゆるあたかも正当性のあるような言い方で、ごり押し的な発想

で行政の方から出てきておるということは、これはちょっと違うんではなかろうかなということ

でございます。いわゆる最初の理念に基づいて、やはり貫き通していただくことは貫き通してい

ただきたいというふうに思っておるわけでございますけれども、この工芸の里の件につきまして、

商工観光課長のお考えをお聞かせ願いたいと思います。 

議  長（糸井満雄） 太田商工観光課長。 

商工観光課長（太田 明） お答えいたします。午前中の服部議員のご質問でございますが、再度私の方

からの言い回し方が悪かったのかですけれども、加悦工芸の里入村に関する要項につきましては、

復唱になりますけれども、１８年３月１日新町とともにこの要項を制定ということでございます

けれども、従来から合併に伴います各施設等の施設設置条例等、要項も含めて整理をさせていた

だきまして、そして、今回、新町におきましても、加悦工芸の里入村に関する要項を旧町時代か

らのものを持って、それを引き継ぎながら、主たる目的も現在の要項の中で定めたというもので

ございます。 

     そうした中で、実は少し長くなるわけですけれども、工芸の里構想につきましては、現在、新

町においても引き継いでいくという理念で私も受けとめておりまして、それを後４区画あるわけ

でございますが、４区画もできればそういう方々に入っていただくというような形で取り組むべ

く昨年所管課が商工観光課になりましたので、準備を進めていこうという考え方でおりましたけ

れども、実はこの事業が平成４年から分譲が開始されたというふうに私は確認をしておりまして、

その時点、非常に盛り上がったということですし、私自身も旧野田川町から、あの施設を見てお

りますと、こういう形のものができるのは非常にうらやましいなというふうに感じていたところ

でございます。そういった中で、ずうっと所期の目的を持った方々が、今日までこられたわけで

すけれども、私どもが引き継いだ段階では、既に出ておりますけれども、それぞれの施設の中で、

所期の目的がすべて円滑に進んでいるという状況のないことも確認をしてまいりました。そうい

った中で、さらには個人媒体に付したいというような話もあがってまいりまして、非常に困った

なというふうに考えていたところでございます。そうした中で、ひもといてみますと、契約書

等々も見ながら、今日までの経過を見てみますと、やはり物件について、構想としてはこういう

構想があるわけでございますが、１０年を経過しますと、そもそもが工芸の里につきましては、

土地の売買契約に伴いまして形が成り立っているというものでございまして、さらには１０年の

特約がついていますものの、１０年を経過いたしますと、個人が売買される場合については、町

としてはこの当初の目的を達成していただく方に引き継いでほしいという気持ちはあるわけでご
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ざいますが、それを強制できない状況であることも確認をいたしております。そういった中で、

その物件の話が出てまいりました段階で、福祉課との調整の中で、全く工芸の里、１０年経過す

ると、ある意味では、その人たちが引き継いでいただければいいんですけれども、この年ととも

に、この工芸の里の形が、ある意味ではくずれていくのではないかなという判断をいたしており

ます。そういった中で、福祉の構想があった段階で、ある意味であくまでも看板は工芸の里では

ありますけれども、現状を見ましたときには、やはり福祉の構想を照らし合わせて見ますと、逆

に福祉の部分との主たる目的と、それから、工芸の里の入村の方々とが逆に一体化を図る、ある

いは、共存をしていただいているんではないかなという判断のもとで、私どもについては、話が

まとまれば、一定の個人的な売買になる、町との売買になるわけですけれども、整えば私どもの

方から、当事者の方に、それはだめですという権限と言いますか、誓約がないんではないかとい

うところで、福祉課の方にこの事業をこの里の中で、繰り返しますが、共存という形の中で、逆

に継続ができるんではなかろうかという判断のもとで、私どもの方としては、特に反対と言いま

すか、利用について推進の方向で確認をしたというところでございます。 

議  長（糸井満雄） 服部議員。 

１ ３ 番（服部博和） いろいろと弁解をされるとるわけでございますけれども、だったら私は、なぜこ

の３月１日の要項の中に、そういう福祉の項目を入れられなかったのかということなんです。こ

の３月１日与謝野町になってから、この要項がつくられたのがこれがはじめてだと思います、こ

の加悦の工芸の村に関しては。そのところに１項目も福祉というものは書いてない、今までの加

悦の工芸の里の要項そのものと同じ、それよりなお深く入村資格で、いわゆる手に職を持った方、

職人さん方の村にするんだということばっかりが載っとるわけですわね。そうしてとって、そう

いうような話がポンと出てきたら、いわゆるこじつけみたいな話で、それを出していくと、こう

いうやり方すべてが私はおかしいんではないかなというふうに考えておるんです。いわゆる筋が

通らないというんですよ、これ。ですから、そういう問題を安易に、簡単に考えるから、いろい

ろな問題が私はこれについて回ってくるのではなかろうかなと。やっぱりこういうときにこそ、

はっきりそういうような問題を整理して、だれが見てもおかしくない、どこの方向から眺めてみ

ても、間違いないんだという姿勢を行政も、議会をもたなならんときと違うんですか、これ。こ

の一番新しい資料の告示９８号、議員の皆さんに配っていってください。どこに福祉のことが書

いてあるんです、１項目も書いてないですよ、これ。そうしとってそういう問題が発生したら、

こじつけみたいな形で、そうして話してくる。全然おかしいですよ。これが一番新しい資料です。

これを見てもらった、１項、一つも福祉なんてこと書いていません。要するに職人さんもますま

す育てていくんだ、入村はその人たちではないとだめだということがくれぐれも書いてあります

わ、これ。だからそういうようなことをやっぱり考えていただく必要があるというふうに考えて

おります。これ以上言うてもしゃあないので、もうこれ以上申しませんけれども、そういうこと

をきちっとする、襟を正すということが、やはり町民に対して、我々、議会だとか、それから、

行政の姿勢を正す、だれが見ても彼らに預けておけばいいんだと、我々の政治は任せておけばい

いんだということになるんじゃないかというふうに思っております。もう答弁もいいですけれど

も、ひとつ今後そういうような形で進めていっていただきたいというふうに思っております。終

わります。 
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議  長（糸井満雄） 太田町長。服部議員、太田町長がちょっと答弁されます。 

町  長（太田貴美） 説明の仕方が少し不十分だったのではないかということで答弁をさせていただき

たいと思いますが、決してこの加悦工芸の里の要項については、福祉のことが書いてないじゃな

いかということですけれども、これは構想並びに加悦の工芸の里構想というものから発生して、

入村される方の条件というのはこれもう変わっておりません。おっしゃるとおり、加悦町からの

引き継ぎでございます。私のちょっと認識の中では、あと４区画空いている、５区画かと思って

いましたが、４区画ということですけれども、これらの方が新しく入って来られるについては、

何も拒否をしているわけでもないですし、この要項に従った中で、このあとの残った区画を埋め

ていきたいという、この思いはずうっと同じでございます。ただ、今問題になっておりますとこ

ろは、一定の１０年以上過ぎて、今、個人の方がある程度、自由に土地を処分したいということ

については、ある程度、縛りが離れておりますので、そうした今状況にあるということで、先ほ

ど課長が言いましたように、買う方が、そうした工芸の里と同じような構想で、入っていただく

のが一番いいわけですけれども、個人の土地を手に入れられました土地を自由に売買されるにつ

いては、これは我々がとめることはできないというふうに思っております。ただ、その中で、福

祉の今回、構想を立てましたときに、課長の方からも説明させていただきましたけれども、いろ

いろな場所を探させていただいた、できるならば町有地のようなところが一番いいのではないと

いうふうに探させていただきましたけれども、福祉の事業を進めていこうとする中で、ここがこ

の建物、並びにこれが一番適しているのではないかということで、町の方もそうした場所がいろ

いろな形で全く、それこそおっしゃる工芸の里ではない、いろいろなほかの業者の方に売られて

もこれは仕方のない話ですけれども、そうしたことも考えた中で、一番、リフレの里の前におふ

ろがあったり、工芸の里のいろいろな陶芸をしていられる方だとか、そばもあります、そうした

いろいろな今後の話になりますけれども、そういう方とのリンクをすることによって、一つのそ

うした事業を展開するにはふさわしい場所ではないかというふうなところで、こうした提案を原

課の方からあげてきましたので、それについて私も一定の整理をした上でやるべきではないかと

いうことで、一つの候補地としてご提案をさせてもらっているところでございます。若干、その

辺がおっしゃるように、この要項はそのまんま生きておりますし、それにのっとって、あとの

４区画、５区画は今後も引き続き、そうした形で展開をできるように町も頑張ってまいりたいと

いうふうに考えております。 

議  長（糸井満雄） 服部議員。 

１ ３ 番（服部博和） せっかく町長が答弁していただいたんですさかいに、もう一度町長にお伺いをし

ておきたいと思います。町長の言われることは私はわからんのですわ、いわゆる工芸村の中に、

一つでもそういうようなものができれば、いわゆる悪い言い方かもわかりませんけれども、虫食

い状態になってくるというふうに思う、純粋に１００％工芸村であったのが、そこにそういうよ

うなものができるということは、いわゆるちょっと異色なものが入ってくるというような形にな

ると。町長は、あれは別の方に販売をしておったんだから、それを次にだれかに売られると困る

んだというような言い方ですけれども、ずうっと見ておりましたら、そういうような場合には町

が買い戻すという項目があるわけですね。だから町が買い戻して、それを福祉に使うんじゃなし

に、やはり工芸として使ってもらうような努力をしてもらう必要があるんではなかろうかなと私
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は思うわけです。ですから、そこは純粋に１００％、工芸のいわゆる工芸作家の方々が、あそこ

でいろいろと作業をされるんだということにおいといていただくと。だから、ほかのところでや

はり福祉というものは、どんどんやっていただいたら結構なんですけれども、あそこはあそこで

工芸で置いてといていただきたいということを私は申し上げておりますので、そういう形でひと

つお願いがしたいなというふうに思っております。 

議  長（糸井満雄） 太田町長。 

町  長（太田貴美） すべて買い戻すなんてことになりますと、それこそほかのところが出ていくと、

そうしたらそれが全部町で買い取ってくれなんてことになるわけですし、それは工芸の里として

の話で、やはり進めていく必要があろうかというふうに思います。これは今ある民家といいます

か、その建物を福祉的な使い方をしたいということで、工芸の里とは切り離した考え方の中で、

空いた建物を町がそういう使い方をしたいということでお願いをしているということで、その辺

は区別をしていきたいというふうに思っております。 

議  長（糸井満雄） 服部議員。 

１ ３ 番（服部博和） もうこれいつまでも言ってもかみ合わんのですけれども、一度すべての資料を見

ていただいたら、どうしても転売をするようなことになった場合には、町が買い戻すという項目

がありますので、私はそういうふうに理解をしておりますので、ちょっと町長の答弁とはどこま

でいってもかみ合いませんので、また別の場所でいろいろとお話をさせていただきたいというふ

うに思っております。よろしくお願いいたします。ありがとうございました。 

議  長（糸井満雄） 太田町長。 

町  長（太田貴美） また別の機会でと言われるとちょっとあれなんで、考え方としては、もう既にあ

のものについては、期間が縛りの期間がもう解かれております。１０年以上たっておりますので、

ですから、そうしたフリーの形の中でどう使うかということで、転売する場合は、町が買い取る

というのがありますのは、やっぱりこれから入って来られる方の話でありますので、その辺とは

ちょっと区別して考えていただきたいと思います。 

議  長（糸井満雄） 服部議員。 

１ ３ 番（服部博和） そうではないです。あの文書読んでいただいたらわかるんですけれども、いわゆ

る１０年の間に、離職目的、あの時分は、どんどん、どんどん土地の価格が上がっているときな

んで、離職目的で１０年以内の間にそれを転売した場合には、そんなことだめですよということ

で買い戻すという項目でありまして、それとは別に買い戻し項目というのがあると私は確信して

おります。以上です。 

議  長（糸井満雄） ほかに。赤松議員。 

１ ０ 番（赤松孝一） それでは、第１回目の質問をさせていただきます。 

     きょうで４日目ですか、ずうっと各議員の質問を拝聴していまして、ほとんど出尽くしていま

すので、あえて屋上屋というふうな質問になるかもわかりませんが、お許しいただきたく思いま

す。今回の予算につきまして、企画財政課長の何度も立証されていましたのは、安心・安全と福

祉の充実、そして、産業の振興、特に雇用の場の提供等、３本の柱をこれが町民の要望であり、

町もそれに沿ってというふうなこれ一つの今回の予算の中での大きな柱のように３本が聞こえて

きたわけでございますが、これいろいろなまちをつくる上におきましては、いろいろな見方があ
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りまして、当然、企画財政課長がおっしゃるのも当然３本の柱であると私も思います。また、私

自身が思っていますことは、一つは私はやはり先ほど来、ずうっと問題になっている財政の問題

ですね、やはり安定と言いますか、健全と言いますか、やはり安心できる財政の構築といったと

ころが、まずこの町を預かる立場の職員さんであり、議会でありとしてはまず一番に財政の安定

というところに目を向けて、まちづくりをしなければならないなというふうに感じています。し

たがって、欲しいものは数々あれど、やっぱり辛抱しなければならないものもあるというふうな

姿勢でいかなければ、あれもし、これもしというふうな総花的な形ではやはりまちはつくってい

けないというふうに、まず財政の問題一つと思っています。その次に、やはり何といっても、そ

こに住んでいる人の質、人の心、人の能力、これによってまちが大きく変わりますので、私は教

育が二つ目の柱であろうと。そして、三つ目には、難しい言葉で言えば、自治意識の高陽という

言葉がありますが、やはり私たちのまちなんだと、私たちの村なんだと、私の地域だというふう

な自治の非常に強い意識の芽生えや高陽が大切だろうというふうに、常々考えているわけでござ

います。そういった中で、例えば財政の問題でも、つい税源移譲の問題、どうしても他力本願的

な地方交付税のあり方等々、国政問題に発展してそうな気配でありますが、やはり何といっても

一番確かなのは、自主財源である、ます自分たちの税の徴収が基本的に１００％できるというと

ころが一番大きなこれが仕事ではないかというふうに思っています。先ほど、井田議員もそのこ

とを多少と言いますか、非常に一生懸命しゃべっておられましたが、やはりここに大きな問題が

あるというふうに思っています。 

特に、私も総務委員会の中で、税務課長のお話を聞いていますと、特にこの１年間は事務処理

におわれて、徴収の方には実際になかなか仕事ができていないと、もちろんできにくかったとい

うふうにおっしゃっていました。どうもお話聞いていますと、税務課の職員の数が他の課と比較

すると何ですが、私は少し足りないのではないかと。したがって、最後の方には、領収書の発行

もやめたいというふうなこともおっしゃっていましたが、なぜかというと、それはもう手が足ら

ないと、はっきりと言うと、難儀であると、煩雑であるというふうなことでありましたが、やは

りこれは、私はそういった理由では、ぐあい悪いですよということを注意しましたけれども、い

ずれにしましても、徴収がなかなかできていないのが実情であるというのが私の実感であります。

したがって、年末の特別徴収におきましても、やはり一生懸命頑張られました。やはりこうやっ

て頑張ればすぐに数字が上がってくるわけです。役場の皆さんもご存知のように、この徴収額が

平成１７年の新規の滞納者及び１８年の新規の未納者を対象に、３４０世帯を対象に、対象額が

２，４４２万円、これを対象に回られましたら徴収額は９５０万円というふうな３８．９％とい

うふうな非常に立派な数字があがっているわけです。やればできるんです。ところが今の税務課

では、お気の毒なことに、もう夜の９時、１０時までしょっちゅうだと、とっても手が回らない

と、ほかの課にも実際にお手伝いしていただきますと、地域振興課の方々にもお手伝いしていた

だきますと、だから余り言えませんけれども大変なんですということを委員会でおっしゃってい

ました。私は、やはり適材適所とか、人数の配置も私は町長でないのでわかりませんが、今のこ

の３町の税務徴収を見ている限り、やはり一人や二人は十分職員をふやしてもいいのではないか

なというふうなことを感じました。まず、この点につきまして、やはりトップであります町長の

ご答弁をいただきたいと思います。 
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議  長（糸井満雄） 堀口助役。 

助  役（堀口卓也） 今のご質問にお答えをしたいと思います。 

新町を発足しまして、特に春先から秋にかけては、税務課の実態、今、議員ご指摘のような合

併をしてしばらく混乱と言いますか、コンピューターがうまく作動しないであるとか、そういっ

たことに手をとられておる状況がありました。したがって、今、議員ご指摘のように本来は滞納

があれば臨宅、あるいは電話で督促といったそういったことが十分ではなかったという状況があ

ったように把握をしております。そういった状況があるのは、この間、私どもも承知をいたして

おりましたので、実は２０日に４月１日付の人事異動の内示をしたところでありますが、税務課

におきましては、旧３町の税務課職員の合計数を大きく削減をした格好でスタートをしておりま

したので、近隣の市町村の状況とか、面積であるとか、税金の調定額であるとか、もろもろの条

件を加味しまして、結果として４月１日付の人事異動で、実質１名の増員を行ったところであり

ます。税務課のこの４月１日付で国保税の関係で、税金かける方でね、国保税の賦課につきまし

ては、保健課の方に業務を移管するということで、業務を移管すると同時に職員も１名業務に伴

って保健課の方に異動させました。その後は、本来でしたら業務が減っておるわけなんで、補充

の必要はないところでありますけれども、そこへあえて１名を補給をいたしまして、１８年度の

轍を踏まないように、本日の午前中から多くの議員のご指摘がありますように、一番、要の自主

財政、徴税でありますので、９８％の数値を税務課長申し上げておりましたけれども、９８％を

超えて１００％に限りなくと言いますとちょっと大げさなんですけれども、できるだけ１００％

に近くなるように頑張ってまいるように政務課の職員には伝えておりますし、この４月１日を機

会に、改めてそのことはほかの課では、多くの課が１名、場合によったら２名の職員をこの４月

の異動で減員しております。減らしております。その中で、税務課につきましては、あえて１名

を補強したわけでありますので、そういった状況も説明しながら、１８年度不十分やったところ

は、１９年度一層頑張って徴税に励むようにということは伝えておきたいというふうに考えてお

ります。以上であります。 

議  長（糸井満雄） 赤松議員。 

１ ０ 番（赤松孝一） 仕事量が減ってなおかつ１名増員ということで非常に期待をするわけでございま

すが、ぜひとも税務課に対しましては、そういった意味で、仕事の徴収の方にも十分できる体制

をつくっていただきたいというふうに思います。 

     次、教育と申しまして、教育の件でございますが、先ほどと言いますか、ずうっと耐震問題が

出ています。耐震の審査によりまして補修していかなければならないと、先ほどもどれぐらいあ

と建物があるのかという質問でございましたが、やはり教育という場合に、今の９校ある小学校、

そして、組合立も入れれば３校ある中学校、そして府立の高等学校が１校というふうに、この与

謝野町内に立派な教育施設がございます。やはりこういったものを耐震設計することもさること

ながら、やはり今後、教育の施設がどのようにあるべきか、そういったことをある程度、議論を

今日言うて今日できるものではございませんので、今後のやはり教育の施設のあり方、これは公

共施設、この建物のあり方と一緒でありますが、そういったものもやはり教育委員会である程度

というよりむしろ、真摯に受けとめていただきまして、やはり議論を活発にしていただきたいと。

そして、その内容が町民にわかるようにしていただきたいというように思っています。先日の私
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は市場小学校のエリアに住んでおりますので、市場小学校卒業式行きました。校長先生によりま

すと、今の１年生が来年２年生になって、もう１人ふえそうなんですと、１人ふえたら、もう教

室が足りませんと、２５０何名ですと。片や教室が足らないんですと訴えられる学校、片やいわ

ゆる児童数の減少で悩む学校、いろいろなことが皮肉にも起きています。そういった意味で、や

はり今あるこの９校の小学校、そして三つの中学校、高等学校というふうなこういったものを含

めてどのように今後、与謝野町の教育施設があるべきか、こういうことをまず聞かせていただき

たいし、そのようなことが現実に常々教育委員会で話題になっているのか、いないのか、ここに

つきまして教育長にお尋ねいたします。 

議  長（糸井満雄） 垣中教育長。 

教 育 長（垣中 均） お答えします。これにつきましては、いろいろ一般質問等でも新しい議会でも、

質問等ございました。そのたびにお答えしておるわけでございますけれども、まず、これは当然、

教育委員会は、教育的な観点から、この問題は考えていかなければならないと認識しております。

そのために、一定の勉強もしていただいております。しかしながら、今までお答えしてきました

のは、やはり新町の総合計画を策定しております。また、行革の方の審議会の方もやっておりま

す。やはりそれらの動向を踏まえながら、教育委員会は教育的見地から一定の見解を持つ必要が

あると思っております。逃げるわけでございませんけれども、学校の設置者は町でございますの

で、その意味で、やはり総合計画等、踏まえた考え方が必要ではないかとそのように思っており

ます。以上でございます。 

議  長（糸井満雄） 赤松議員。 

１ ０ 番（赤松孝一） 多分そうおっしゃるだろうと思っていたんですが、やはり教育委員会というもの

が、なぜいわゆる委員会組織ですね、行政の中で一つの治外法権的なものであるかということか

ら考えましてもですね、やはり教育委員会としての総合計画とは別の教育というものを指針とし

ての見解といったものを持って、むしろ総合計画や、行政改革の中にですね、ここはどうしても

譲れないとか、どうしてもこうあるべきであろうというふうなものを本当の委員会の中で議論を

していただかなければならないと、それをもしもされていないのなら、早急にそういったものは

とっていただきたいというふうにこれはお願いしておきます。 

     それから、次に、自治意識の件でございますが、今年度あそこの男山の公民館の問題がありま

した。これも非常にうやむやなままで、私ども議員の家にも何か発行人のわからない正体不明の

手紙が届いたりしましたが、今のままではうやむやです。また、今後の公民館建築においても、

行政として今後はこうするという方針は検討中、検討中と言われて、もういよいよ今年度も次年

度へというふうな時期になりました。あれからもう半年たちましたので公民館建設等の費用はど

のようになっているのか。先般の区長会では既にもう発表されたようですが、区長会では特に岩

滝の区長さんを中心に怒り心頭だったというふうに聞いています。実際に公民館のあり方につき

まして、どのように町は発表されたのか、また現在、どのような決意をされたのか、これにつき

ましてお尋ねしておきたいと思います。 

議  長（糸井満雄） 答弁を求めます。 

     暫時休憩します。 

（休憩 午後 ２時３０分） 
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（再開 午後 ２時４５分） 

議  長（糸井満雄） 休憩を閉じ、休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

     それでは、答弁を求めます。 

     堀口助役。 

助  役（堀口卓也） 失礼をいたしました。それでは、私の方からお答えをしたいと思います。 

     議員もご指摘のように、実は与謝野町の区長連絡協議会の方から、昨年の１２月１４日付で地

区公民館の建設に関する要望書をいただいておりました。３月２０日の日に代表区長さん、だか

ら旧３町２名の方、合計６名の区長さん方ですが、代表区長会の方を開催しまして、その場でこ

の要望に対する回答をさせていただいております。教育委員会、それから、私なんかも出て回答

させていただいたんですが、結論から申し上げますと、なかなかよしわかったと、町の考え方は

十分理解できたということにはなっておりません。したがって、旧町それぞれの区長さん方にと

りあえずこういう回答をもらったということでお返しいただいて、それぞれ旧３町の区長さん方

で話し合いというか、それをしますということですし、それから、代表区長と町との間では、再

度また話し合いの場を持とうということになっております。その文書回答をさせていただいた内

容につきまして、簡単に申し上げますと、まず、公民館建設の基本的な考え方であります。前段、

ちょっと前置きになるんですが、この公民館という言葉、法律に基づく公民館、さらに与謝野町

の町立の公民館条例に基づく公民館と、それから、私どもはその地域の集会所という理解をして

いますけれども、地元の方にとれば、小さな集会所であっても、入り口には○○公民館というふ

うに名前が看板が掲げてあります。その違いについてはなかなか理解が得られないと。私どもが

考えています法律に基づく公民館、言いかえますと、公民館条例に基づく公民館ということがい

えようかと思うんですが、これは公民館主事を置いて、いわゆる公民館活動をしてというものを

想定しておるわけなんですけれども、なかなか区長さん方にあっては、先ほど申し上げましたよ

うに、集会所であっても入り口には公民館と看板が掲げてあると、これも公民館やというような

ことで、なかなかその理解が得られないから、従って回答に対する理解が得られない、ややもす

れば誤解があったりしたのかなという感想を持っております。 

回答の内容につきまして簡単に申し上げますと、公民館建設の基本的な考え方といたしまして、

公民館の建設に当たって、与謝野町が事業の実施主体になる公民館、これは先ほど来申し上げて

います町の公民館条例に基づく公民館であって、なおかつ町有の施設、一部の公民館、条例に基

づく公民館であっても、町有施設でない、例えば区の施設であったりというものもありますので、

町が事業主体になるのは、あくまでも町有施設の条例に基づく公民館ということを考えておりま

す。 

それから、公民館につきましても、その条例に基づく公民館ということで、基本的に大字に一

つの公民館ということを基本に考えています。原則として町立の公民館はもうふやさないと。た

だし、旧岩滝町にあっては、大字で言いますと弓木と岩滝と男山、三つしかないわけなんですけ

れども、そのうち石田と弓木、これは石田というふうに申していますけれども、大字で言います

と同じ弓木であります。しかし、この現在の石田公民館、弓木公民館は、二つの公民館が建設を

されたときの社会教育施設の国庫補助を活用した経過があることやら、集落が離れておることや

ら等々の理由によりまして、この二つにつきましては、ちょっとイレギュラーですが、公民館と
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して位置づけをしております。 

それから、地元負担についてでありますが、地元負担は基本は３分の１をお願いしたいと。例

えば、宝くじの補助金が採択をされましたとしても、この割合は変えずに３分の１でお願いをし

たいと。それから、新築、改築の場合でありますけれども、底地、敷地につきましては、町有地

であることを原則に考えておりまして、町有地以外の場合は、寄附をしていただきたいと。後、

もう少し細かいことがありますけれども、大ざっぱに申し上げまして、そういう考え方がありま

す。町有施設以外の町条例に基づく公民館、さっき町が実施主体になるのは条例に基づく公民館

のうち町有施設というふうに申し上げましたけれども、それ以外の公民館とか、それから、地域

の集会所、こういった改造なんかにあたっても、公民館と同様、地元負担は３分の１としたいと。

この場合は自治振興補助金で対応をすると。大ざっぱに申し上げますと、以上のような提案と言

いますか、文書回答を申し上げております。冒頭申し上げましたように、皆さんがよくわかった

と、了解したという話にはなっておりませんが、引き続き、お互いに話を進めていこうというこ

とで、３月２０日は一応分かれております。以上であります。 

議  長（糸井満雄） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 男山公民館の土地の件ですけれども、地元との何回か話し合いをさせていただき

ましたが、まだその解決には至ってないという状況でございます。一応あれは一人ひとりの方が

地縁団体の届け出をしておられますので、全員の賛成がないとなかなかできないということがご

ざいまして、そうした中での調整なり、会議なりがまだ行われていないやにお聞きもしておりま

すし、ある程度、長期的な形でご理解いただくような手だてをしていく必要があるかというふう

に、今、現在は考えております。 

議  長（糸井満雄） 赤松議員。 

１ ０ 番（赤松孝一） ありがとうございました。 

     続きまして、先ほど服部議員が質問されていました福祉施設の件でございますが、福祉施設は

つくっていただければどんどんいいわけでございますが、さてその場所につきましてでございま

すが、先ほど、服部議員おっしゃったように、その件につきましては私も同感でございます。た

だ、そこで確認しておきたいのは、この今回の議案第３５号、４６号の当初予算案の資料といっ

たものの中に、今度の介護予防専用サービスセンターの平面図が２３ページ、２４ページ、

２５ページに３ページにわたって添付してあるわけでございます。したがって、この本予算を認

めた場合は、この場所もこの設計図も認めたことになるのか。この間の全協では、多くの議員さ

んが、場所が違った方がいいんだろうとか、仮にその場所であっても高いのではないかというふ

うないろいろな意見が出たわけでございますが、この予算案の資料が添付されたということは、

もうこれを認めると自動的にこの事業を認めるということになるのか、この見解を議長にどのよ

うにこれは判断したらいいんですかという。 

議  長（糸井満雄） 予算を認めるということは、やっぱりそういうことになるんじゃないかというふ

うに思います。 

 だけどそれは場所が予算とは別に、いわゆる場所がほかに候補所があるんだったら、それはそ

のときのまた場所の選定ということになると思いますけど、それはどのように考えているか私も

ちょっと、町行政の方はわかりませんので。 
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     福祉課長。 

福祉課長（岡田康利） お答えをいたします。提案説明の中でも、この予算には直接関係がありませんと

いう中で、この介護予防デイサービスセンターのお話をさせていただきました。私どもがこうい

う思いがあるというものを一応その資料として検討させていただくということで、後で議会事務

局長の方も、この議案資料とは別個の資料として提出した方がよかったのではないかという指摘

を受けております。従いまして、私どもはこういう計画を今持っておりますということを議会の

方に報告はさせていただきたかったということでありまして、決してこの予算をお認めいただい

たら、これもすべてお認めをいただいたというような受けとめ方はしておりません。従いまして、

先立っての全協の中でも、いろいろなご意見をお伺いしましたので、その対応については、また

理事者以下十分協議をしてまいりたいというふうに考えております。 

議  長（糸井満雄） 私の認識不足でございました。申しわけありませんでした。 

     赤松議員。 

１ ０ 番（赤松孝一） よくわかりました。 

     それから、次に、地元の商業、工業、また農業の活性化がよく叫ばれるわけでございますが、

９月議会で、私プラントの件をお尋ねしましたところ、町長もほかの議員さんからも、農振関係

からも、一時も早くある程度、方向を出すべきだというふうな意見もありまして、町長もよく検

討してみたいというふうにご答弁いただいて、あれから半年がたつわけでございます。両丹日々

新聞とか、コモンズとか、地元のメディア等を見る範囲のことしか私もわかりませんが、非常に

１万平米以上につきましては基本的には無理であるということは明白でありますが、その後どの

ように、当然、地権者の皆さんも大きな期待があったことであろうとも思いますし、また町道建

設、認定までしまして、非常に積極的に当時野田川町取り組んでいたわけでございますが、実際

にこのできる、できないといったことにつきましては、我々の予想以上に大きな影響力がござい

ますので、ぜひともあれから半年たちますので、一定の方向が町の方でできているのか、方向づ

けが、またそのプラントさんの方ともいろいろなお話し合いがなされたのか、これは町民にとっ

ては非常に関心の高い、これは流通業者もしかり、またエンドユーザーもしかり、多くの方々の

非常にいわゆる注目のことでありますので、ぜひとも当初予算の質疑の中でご答弁いただきたい

と、これは町長でありましょうとも、担当課長でありましょうとも、できるだけ詳しいご答弁の

願える方にお願いしたいと思います。 

議  長（糸井満雄） 太田商工観光課長。 

商工観光課長（太田 明） 先般の一般質問の中でもありましたんですけれども、担当レベルといたしま

しての報告をさせていただくということで答弁にかえさせていただきたいと思いますが、足かけ

７年経過する中で現在に至っているわけでございますが、その間、大店立地法、まちづくり三法

の変更によりまして、今ご指摘のとおり、１万平米につきましては、現実的に進出できないとい

う状況になっていることにつきましては、私どもも認識しておりますし、プラント自体も認識を

しております。そういった中で、定例議会の前には必ず私の方に情報を提供してほしいというこ

とで、確認をさせていただいておりまして、近々では、少数と言いますか、２月に一定話を聞か

せていただいております。それが一番近々の状況であるということでございますが。そういった

いろいろな法改正のもとで、プラント自身も変更を余儀なくされるということで、その変更計画
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につきまして、現在、内部で調整をしているというのが結論でございます。ですけれども、調整

ということでございますので、こういった形で変更したいというものがまだでき上がっていない

ということでございます。もちろん、７年間の間の中には、地権者の問題が一番大きくのしかか

っているということは現実でございまして、結局、計画変更するということになりますと、大店

立地法等でいきます駐車場の面積の縮小だとか、もちろん建物の縮小はあるわけですが、開発行

為にかかる部分につきまして、一定整理をしなければならないという中には、当然、地権者の調

整も該当される方、ない方も恐らく出てくるであろうということになりますので、そこの調整が

非常に難しいということも真摯に投げかけていただいております。そういった中で、町長の指示

もありまして、地域としては非常に大きな問題であるということは認識をしておられますし、地

権者でもそうでしょうし、それから、地域、商業者についてもそうでございます。そういった中

で、私どもの方としては、町長が申し上げたように、秩序ある進出という部分には限界があると

いうような中で、早く結論と言いますか、進出するなら進出するで、計画変更を明確にし、関係

機関との調整も、もちろん地権者も含めた中で再調整をするべきであるということを申し上げて

いますし、撤退なら撤退としてきちっと地権者との調整を図って、円滑なそういう状況にしてほ

しいということでありますけれども、そのことを私どもが強制するということではなくて、早急

に議論し、結論を出していただくというようなところまでは申し上げております。その後、今日

に至りましては、現在のところ正式にこういう形で変更するとかいうような情報は入っておりま

せんし、そういう状況が生まれましたら、報告してほしいというところでうちの方としては、対

プラントとしての話し合いといいますか、情報の提供についてはいただいているということでご

ざいます。 

議  長（糸井満雄） 赤松議員。 

１ ０ 番（赤松孝一） 先ほど、上山田石川線の工事が総額１億４，０００万円で、ことしは測量設計を

されるというふうなことがあったわけですが、丁度、今度認定しました町道の亀山から中路へ出

ますいわゆるプラント専用道路というようなものでありますが、その道路と接着するわけですね。

そういった意味で、そういう道路ができるといったことを踏まえた設計図を書かれるか、そうで

ないのか、それによって随分とあの道路も変わってくると思うんです。その点につきまして、ど

のような計画がなされているのか、もしわかりました建設課長よりご答弁いただきたく思います。 

議  長（糸井満雄） 坂本建設課長。 

建設課長（阪本典男） プラント絡みの道路につきましてと、先ほどちょっと提案させてもうた上山田石

川線これにつきましては、接点という部分はございますが、今度つくらせていただける道路の部

分についての大きな問題は出てこないのかなというふうには思っています。とりあえずは今のバ

イパス的には道になるわけですね。その部分だけ広げていくと。今度、いわゆるプラント側を今、

ここにあたるので、そういった部分はつくっていくよりはこれに接続してもらうという格好にい

けると思うので大きな支障はないというふうに思っております。 

１ ０ 番（赤松孝一） 支障はないけど、同じされるなら、今しておかれたら、次が楽ですね。ただもう

道路は無視されるなら今のままでよろしいけど。 

建設課長（阪本典男） 現時点では、国の補助事業という部分に乗っけていくところもありますので、や

はり補助事業にのっかる部分、本線のみで進めたいというふうに思っております。 
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議  長（糸井満雄） 赤松議員。 

１ ０ 番（赤松孝一） 今、聞きまして、このプラント道路の方につきましては、意識せずに設計図を書

かれたのはよくわかりましたですが、このように道路一つに関しましても、いろいろなかかわり

がありますので、太田課長おっしゃったように、早く業者側にも方向づけをしていただきたいも

のだと思っています。以上で終わります。 

議  長（糸井満雄） ほかに。上山議員。 

３  番（上山光正） １点のみお尋ねしたいと思います。１２０ページの岩滝ふれあいセンター管理運

営事業に関連して、お尋ねと確認がさせていただきたいというふうに思います。まず、このふれ

あいセンターの管理委託料２００万円は、どこに委託をされていますかということをお尋ねした

いと思います。 

議  長（糸井満雄） 岡田福祉課長。 

福祉課長（岡田康利） お答えをいたします。管理委託料２００万円計上しておりますが、そのうち

６０万円は社協に委託料を支払うということでございます。これは平日の管理を委託をするとい

うことで６０万円でございます。それから、夜間並びに休日等につきましては、シルバー人材セ

ンターにということで、その分が１４０万円でございます。 

議  長（糸井満雄） 上山議員。 

３  番（上山光正） するとですね、これは主に社協さんの方に６０万円で管理のみを委託をされてお

るということですね。 

議  長（糸井満雄） 岡田福祉課長。 

福祉課長（岡田康利） お答えをいたします。いろいろな団体があそこのふれあいセンターを利用されま

す。それらの申請でありますとか、ものによっては有料ということになりますので、そこの金銭

の授受、そういったものもお世話になっておるということでございます。 

議  長（糸井満雄） 上山議員。 

３  番（上山光正） そうすると、このふれあいセンターの受託者は大筋社協さんということになるわ

けですが、そこでちょっと確認をさせていただきたいと思うんですが、過日、この社協から施設

利用者の皆さん、これは各種団体も含めまして、先ほど来、服部さん、それから赤松さんもおっ

しゃっとったようなことですが、与謝野町の地域福祉空間の整備事業計画、これに沿っての関係

だと思うんですが、社協さんがこの各種団体を集めて、そしてこの福祉空間の事業の開設、これ

につきましての説明をされたということですが、この福祉空間の認定ですね、社協さんにという、

こういうことはいつされたのでしょうか。 

議  長（糸井満雄） 岡田福祉課長。 

福祉課長（岡田康利） お答えをいたします。社協さんの方でも、介護予防専用のデイサービスセンター

を事業展開をしていきたいというご意向を持っておられまして、その中でできることならこの岩

滝ふれあいセンターの中で実施がしたいということで、ただあそこたくさんの団体等が利用され

ておりますのでそういった方々の今後の利用について、そういったデイサービスセンターを実施

するのに理解が得られるのかどうかということを社協さん独自で、それぞれの団体に当たられた

ということでございます。従いまして、まだそこのところはきっちり確定したということではご

ざいません。文教厚生常任委員会の中でも、例えば、ではあそこが使用できないということにな
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ると、知遊館でということになるかもわからないけれども、その知遊館も今いっぱいの状態だと

いうことで、そうなりますとなかなかほかの場所に移転することは難しいであろうというような

ご意見もお伺いをしておりました。そういったこともございまして、社協さんの方から、一定あ

そこを定期的にご利用されている方の意向の確認をされたということでございます。 

議  長（糸井満雄） 上山議員。 

３  番（上山光正） ただいまそのようにお伺いしとるわけですが、ところが一昨日の岩滝社会福祉協

議会の評議委員会が開催をされたわけですけれども、そのときに、この福祉事業の開設、同じよ

うに説明、これをされて同意は取っておられませんけれども、かくかくしかじかの予定だと、聞

くところによりますと、９月には栄養指導室、それから、教養娯楽室、それから、生きがい対策

室を改修に当たると、そのために利用者の皆さんは、いきおい知遊館を利用していただく旨の用

意を考えといてくださいということを団体の皆さんが通告をされております。これは私とこの所

管の話なんで、できることはしたくなかったんですが、このままどんどん、どんどん先に進んで

いきますと、いろいろな問題が生じてきますので、今こうして確認をとられていただいておると

いうことでその点はお許しをいただきたいと。この件はいかがでしょうか。 

議  長（糸井満雄） 岡田福祉課長。 

福祉課長（岡田康利） お答えをいたします。それで、ほかの地域福祉空間整備につきましても、施設等

の改修等、整備につきましては、一応、公設でということを基本に考えております。ただ、備品

類あるいは設備類については、それぞれの法人でということを基本といたしております。ただ、

社協さんが考えておられますこのデイサービスにつきましても、一応交付金だとか、そういった

ものも一応あてにしての計画というように聞いております。従いまして、社協さんの考え方とし

ましては、できるだけ早くこの事業に取り組みたいということでございますが、まだそれがきっ

ちり町との間で整理ができたということにはなっておりませんので、もう少しそこのところは詰

めていきたいと思います。ただ、文教厚生常任委員会の中でも、社協さんの理事会等でもこうい

った話がされてないよというようなことがあったものですから、私どもといたしましては、せめ

て理事会の中ではきっちりその考え方を整理していただきたいというようなことも申し上げてお

りましたので、それがあえて教育委員会の席で出たのかなというようには思っておりますけれど

も、決して私どもが申し上げたかったのは、まず理事会の中で、考え方を整理していただきたい

ということを申し上げたつもりでございますので、まだきっちりそこのところが確定をしたとい

う今、状況にはないということでご理解いただきたいと思います。 

議  長（糸井満雄） 上山議員。 

３  番（上山光正） その説明はよくわかるんですが、我が文教委員会におきましてもこの件につきま

しては、かなり深いとこまでご相談を受けとるわけですが、その中で、やはり会議の中で、事前

協議にひっかかるほど入ったらいかんということで、皆さんは自粛をされておると、そういう中

で、急に昨日も旧館長にお会いしたんですが、先ほど申し上げましたように、ふれあいセンター

の利用者の受け入れ体制の打診まで社協がやっておられるということは、外側から見ても、これ

は明らかに担当課と、それから社協とが手をというか、連携を取りながらとんとんと進んでいっ

ておられるように映るわけですが、今の話を聞いておりますと、もうそうではないというような

ことなんですが、しかしですね、委員会でも申し上げておったわけですけれども、このようにど
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んどん事業を進めていかれるとですね、住民の憩いとふれあいの拠点になるわけですよね、あの

施設は。課長さんには委員会でもお話をさせてもらったわけですけれども、昨年の９月、１０月、

１１月の利用者数、この三つの栄養指導室と教養娯楽室、生きがい対策室、これ合計してみます

と９月が９２３名の方が利用されておる。それから、１０月が３，１５８名、また１１月は

３，１４４名、これは知遊館のことでごめんなさい、ふれあいセンターの場合は９月が９２３名、

それから１０月が２，９９０名、１１月が１，２００名と、こうした利用者の皆さんが、特にこ

の今対象の三つの部屋をこのように活用されておると、これが勢い知遊館にいくとですね、大き

な混乱を起こすと。まして栄養指導室においては、今、岩滝区内である保健センター、こういっ

たものの調理室では間に合いません、やはり大きな釜が使えるとこういうとこのふれあいセンタ

ーしかないわけですけれども、それに加えて、このように進めていかれるということは、我々か

らしてみたら、ふれあいの拠点を奪ってまでとは言いがたいですけれども、追い出してですね、

でも介護予防専門のデイを必要としているのかということですね。であれば、このふれセンに変

わる住民の皆さんが憩いとふれあう拠点、これをお探しになっているのかどうか、この点もお尋

ねしたいと思います。 

議  長（糸井満雄） 岡田福祉課長。 

福祉課長（岡田康利） お答えをいたします。ふれあいセンターの１階部分の機能回復訓練室以外は全部

社協さんが独占的に利用されるという計画になろうかというように思っております。従いまして、

使えるのは２階部分だけということになります。従いまして、１階部分を現在、教養娯楽室なり、

栄養指導室、生きがい対策室こういったものを利用されている方の代替の施設いいますか、そう

いったものについて、今、福祉課の方でそれを探しておるという状況ではございません。従いま

して、そういった社協さんは団体に対して、意向把握はされておりますけれども、やはりここで

ないとだめだと、知遊館には入れないんだというようなことになってまいりますと、やはりおの

ずとして社協さんにほかの場所をやっぱり求めていただいて、そこでそういった介護専用のデイ

サービスセンターを展開していただくということも必要ではないかなというように思っておりま

す。従いまして、なかなか町で次々にそういった施設をつくっていくということも非常に財政的

にも厳しいとこありますので、計画的には、こういった事業等は進めていきたいと思っておりま

すけれども、そのことによって、変わりの施設を町の方で確保していくということは今のところ

考えておりません。 

議  長（糸井満雄） 上山議員。 

３  番（上山光正） もともとこの福祉空間の計画というのは、町有施設の利用度の少ないとこ、こう

いうとこを活用して行っていくということなんですが、この利用者数を見ると、とてもそのよう

に思えんですわね。これに計画をされるということが、かなり無理があるのではないかなという

ふうに思うわけですし、仮に社協さんがおやりになるということになりますとですね、私よく存

じてないんですが、社協の運営規定ですか、こういったものに抵触しないかということもちょっ

と気になるわけですし、また、社協さん自体が介護用品いろいろなものをどこから仕入れられる

か、こういったことにも波及してきますので、この辺については、慎重にやはり進めていただか

ないと、なかなか我々ふんと言いにくいと、ぜひとも私とこの所管でありますので、穏やかにお

話を進めさせていただきたいというふうに思いますのでよろしくお願いします。終わります。 
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議  長（糸井満雄） 岡田福祉課長。 

福祉課長（岡田康利） 今、社協の運営規定等に違反をしないかということでございます。社会福祉法人

等が新たな事業展開を行う場合には、定款変更等、あるいは規定等を改正をいたしまして、新た

な事業に取り組んでいくということは可能でございますので、そういったときにはそういった規

定、あるいは定款等が見直されていくんだろうと思います。ただ、今お話がありましたように、

やはり多くの方があの施設を利用されておると。一方的にそれを追い出すような格好にはならな

いように、慎重に協議はしていきたいと考えています。 

議  長（糸井満雄） 上山議員。 

３  番（上山光正） まあまあそういうように慎重に運んでいただくのはいいんですが、指定を変更し

てまでもせんなんかということには私は疑問を持つんです。その辺のところも十分に配慮いただ

きまして、ご判断をお願いしたいというふうに思います。終わります。 

議  長（糸井満雄） ほかに。森本議員。 

１ ６ 番（森本敏軌） それでは３回目の質問に入らせていただきたいと思います。 

     農林課長にお尋ねをいたしたいというふうに思います。ことしも農業振興予算１億ちょっとほ

ど大きな予算をつけていただいております。昨日、多田議員ですか、農業振興についてのご質問

があったわけですが、私もちょっと加悦町の農業振興についてお尋ねをいたしたいというふうに

思うんですが、与謝野町の２年目に入ってくるわけですが、やっぱり加悦町からの施策と言いま

すか、これを引き継いで循環型農業が重点的に進められようとしております。こういった中で、

農家数においては８００数十軒、また販売農家も４００数十軒あるという中で、丹後米、こしひ

かりを中心にハウス園芸等々、法人なり、また担い手農家なり個人の農家なりさまざまで、若い

方から高齢者まで一生懸命に与謝野町の農業を担っていただいているというふうに思うわけです

が、こういった中で、大変今、地域によっては高齢化が進み、後継者がないという中で、農地が

維持できないというふうな状況にあるわけでして、そういった中で、農地・水・環境向上対策と

か、そういった対策が出てきたおりますし、また、品目横断的な向上対策というふうな１９年度

から施策が実行されようとしております。こういった中で、やはり今後は、担い手農家とか、ま

た集落営農へのシフトがされていくんだろうというふうに思うわけですが、こういった点、与謝

野町において、今後どういった方向を示されようとしているのか、お尋ねいたしたいというふう

に思います。 

議  長（糸井満雄） 山崎農林課長。 

農林課長（山﨑信行） お答えしたいというふうに思います。与謝野町では、昨年３月１日に合併をいた

しました。１８年度農業振興につきましては、合併協議の中では、旧町の特色を生かした農業振

興をそれぞれの地域で進めていこうということで合意をしておりまして、１９年度からは国の制

度も大きく変わるということがありますのでそれぞれの地域の農業振興については、与謝野町一

本の考え方で、与謝野町の農業振興をどうするかということを考えていこうということに、部内

と言いますか、課内で協議いたしました。それで昨年末から、あるいはことし１月に入りまして

からは、それぞれのまちにありました水田農業推進協議会、これは１９年度からの新たな米政策、

あるいは品目横断経営安定対策、あるいは農地・水それぞれに検討していただくような組織にな

るわけですけれども、それが旧町ごとにありました協議会について、２月１９日に与謝野町の水
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田農業推進協議会に一本化をしました。その中では、与謝野町の水田農業ビジョンを策定をして

おります。基本的に言いますと、１９年度以降の新たな国の政策をどう取れ入れるかということ

なんですが、それについては、それぞれの農地組合等を回らせていただきまして説明をさせてい

ただきました。基本は、国が言いますように、担い手や認定農家に集約した農業を進めていくと

いうことが前提になりますので、与謝野町の水田農業ビジョンについても、大きくは農地を守る、

あるいは経営が成り立つ農業を目指すということでありますから、将来的には、１集落で、１農

場で一つの経理、それはいきなりということではなくて段階的に、やっぱりそういう方向に向い

ていくんだろうというふうに思っています。集落内で米をつくらない農地の集積をやっていくと

いうことがありますし、それから、１団地で集落の中に建設団地を集積する、あるいは集落の中

では、いろいろな農業をブロック分けにしたような集積した物づくりをしていく、最終的には、

もう集落が農業法人化になって、農地の利用効率も上げていただけるというような農業が国が示

しておるという部分もありますし、それから、この地域でも、そういう方向性を目指すべきだろ

うということで、そういうビジョンを立てながら農業振興に、今、１９年度から新たに与謝野町

の農業振興がスタートするということになるんだろうというふうに思っています。 

議  長（糸井満雄） 森本議員。 

１ ６ 番（森本敏軌） 今の状況を見ておりましても、なかなか高齢者が多いて、なかなか農業は守って

いけないというふうな状況でありますので、明石の方でも集落営農に向けたような取り組みをし

ていかなあかんなというふうな思いを持っておりまして、そういった方向へ行くんですけれども、

なかなかバードルが高いということで、この点もやはり行政として指導といいますか、そういう

方向になるように、スムーズになるように、一つ取り組みをお願いしたいというふうに思います。 

     それから、そういった中で、これも勢旗議員等から質問があったわけですが、１７０ページに

農地・水・環境保全対策というのが計上されておりまして、内容的には説明があったとおりであ

りますが、このお金の流れが９００数十万円を基金から中山間ふるさと水と土保全基金から繰り

入れて、これを府の協議会が負担をして、そしてそれの４倍ほどが返ってくると、農家と言いま

すか、地域への交付金というのはどういう形でこれ予算書へ載ってくるのか。 

議  長（糸井満雄） 山崎農林課長。 

農林課長（山﨑信行） そのまちが負担する金額は予算化してあります。それは、京都府の協議会に負担

金としてあります。その京都の協議会には、国からの２分の１分と、京都府の４分の１分が入り

まして、総事業費になる分が協議会がもちます。それぞれの集落の組織にはその協議会から支出

されるということになりますので、まちの予算書には通過しないということになっています。負

担金の部分だけが予算化されていると。 

１ ６ 番（森本敏軌） 直接入ってくる。 

農林課長（山﨑信行） そうです。 

議  長（糸井満雄） 森本議員。 

１ ６ 番（森本敏軌） はい、わかりました。この事業も与謝野町２５地域ですか、ほとんどで取り組ま

れるということで、非常にいい取り組みだなというふうに思っておりますけれども、大変去る

３月１５日にも各地域のそれぞれの地域と計画策定といいますか、そういった場がありまして、

私も参加させていただいたんですが、なかなか細かい点といいますか、ハードルもあるようです
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のでこの辺もしっかりはじめての取り組みですので、行政指導もしていただいて、これが実のあ

る事業になりますように、一つご指導をいただきたいというふうに思います。 

     それから、次に、１７８ページの有機物供給施設の管理についてお尋ねがいたしたいというふ

うに思います。この中で、財源として１，４００万円の肥料代があるわけですが、この肥料代と

いうのは、いったん７００円で買っていただいて、後から２００円還元するということがありま

すが、そういった割り引いた部分も含んでの肥料代となるんですか。実質５００円分の肥料代で

すか、これは。 

議  長（糸井満雄） 山崎農林課長。 

農林課長（山﨑信行） 考え方は、１，４００万円は販売代金で、補助金は専業化農業の方で肥料購入補

助金で持っておるという形になっています。いわゆる有機物供給施設の過去の経過から言います

と、補助金分は差し引いて売ってという議論もあったわけですけれども、いわゆる会社の経営、

赤字補てんになるということがありましたので、いったんは経営的には７００円のいわゆる売り

掛け、それから農業振興に資するということで販売単価に補助をするという形できましたので、

その経過で言いますと、直営になったらそこまで考えんでもええんかどうかということもありま

すので、その辺の販売代金の補助制度については、また１９年度で詰めていかなんなんというふ

うには思っておりますが、考え方は販売代金を収入に入れて、農業振興補助金として購入補助基

金を補助制度で持っているという今回の予算だてはそういうことになっております。 

議  長（糸井満雄） 森本議員。 

１ ６ 番（森本敏軌） はい、わかりました。この中で、原材料費が３００万円というふうになっており

まして、今朝ほど確か答弁であったと思うんですが、大体１，４００万円の肥料代収入というと

は、２００トンできるというふうな答弁だったと思うんですが、この２００トン分の原料が

３００万円であるのかどうかお尋ねしたいと思います。 

議  長（糸井満雄） 山崎農林課長。 

農林課長（山﨑信行） お答えしたいというふうに思います。 

     有機物供給施設の肥料の生産にかかわります原材料につきましては、いわゆるおから、米ぬか、

魚がらということになっています。おからにつきましては、一定程度、今のとこいわゆるわずか

ばかりの処理費をいただいて搬入していただいているということです。それから、魚がらについ

ても、今のとこいわゆるゼロ円で処理をしておるということでございます。後は米ぬかなんです

が、ぬかについては、町内の精米所やなんかで出る部分はできるだけ利用させてもらうという形

で集めておるんですけれども、とても足らないということがありますので、この原材料につきま

しては、ほぼ油を抜いたぬか、あるいは多少なんですが、生ぬか等の購入費用です。ぬかの購入

費用です。これで一定程度、できるというふうに思っております。 

議  長（糸井満雄） 森本議員。 

１ ６ 番（森本敏軌） １，４００万円の肥料代収入に対しまして１，７００万円ほどの経営の費用がか

かるということで、若干決まっていただいたらペイするのではないかなというふうに思っており

まして、もう少し頑張ってこの肥料販売ですか、肥料を使っていただくような状況に持っていけ

たらというふうに思うんですが。 

議  長（糸井満雄） 山崎農林課長。 
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農林課長（山﨑信行） 工場の施設につきましては、普通につくれば２５０トンぐらいできるという計算

でやっております。現在は、１８年度の実績でも約２００トンが販売できたと。２５０トン製造

できますので、２５０トンが７００円で売れれば１，７５０万円ということで、ほぼつりあった

肥料生産ができるのではないかと思っておりますし、なお経費の節約にも努めながら、赤字が出

ないような経営に向けて、１９年度からは新たな全町的に農事組合等でも説明させていただきま

して、先日、京の豆っ子米の災害講習会につきましても、全町域から一応集まっていただいてい

ますので、一定ふえていく方向になるだろうというふうに思っていますが、ただ米づくりについ

ては年に一作なものですから、なかなか自分が考えられた農法について変更するということが来

て厳しいということがありますので、よほど実証したデータを提供しながら、栽培について間違

いないということでないと踏み切れんという農家多いですから、その辺について一生懸命ＰＲと

いいますか、啓発していきたいというふうに思っております。 

議  長（糸井満雄） 森本議員。 

１ ６ 番（森本敏軌） それでは次にいきたいと思います。 

     ２３６ページに町営住宅の管理委託料として維持管理について１，５００万円ほど計上されて

おるわけですが、与謝野町に町営住宅が旧加悦で７団地で９７戸、それから、旧岩滝町で４団地

で７４戸、それから、旧野田川町で１１団地で１８３戸、旧加悦におきましては、正導寺住宅の

あたりは古いということで入居されているのかどうかわかりませんけれども、そういった古い団

地もあるんですが、合計で３５４戸住宅があるというふうに思っております。この町営住宅につ

いては住宅に困窮している人のために住宅を建設しているということで、現在、この３５４戸の

住宅のうち、入居状況をいっぱい詰まっていて、なかなか入る余地がないのか、それとも空いて

いる状況なのか、まずその点お尋ねをいたしたいというふうに思います。 

議  長（糸井満雄） 坂本建設課長。 

建設課長（坂本典男） ただいまのご質問でございますが、まず１点は、戸数の関係ですが、取りつぶし

などの関係がございまして、現在３５１戸管理しております。このうち２７戸が古なっとるとい

うことで空き家政策、出て行かれたらもう入っていただかないという形をとっております。それ

から、現在の空きの状況等というお話でございますが、年間３回程度ぐらいは考えていっとると

いうことで、空きがでなければいつまでもできるんですが、今もちょこちょこ出て行かれており

ますので、昨年で言いますと１２月の末に空き家の募集をさせていただいて入っていただいた。

今後は４月か５月に、事務的に段取りができたらまた空いている部分に入居していただきたいな

というふうに思っております。なお、京都府につきましては、春先と年末ぐらい、年２回募集を

されているようでございます。現在。以上でございます。 

議  長（糸井満雄） 森本議員。 

１ ６ 番（森本敏軌） 今、府営のことも出ましたのでお尋ねするんですが、府営住宅も旧加悦でいきま

すと、加悦奥団地でありますとか、後野もありますし、明石にもありますし、旧野田川にいきま

したら、幾地にもあるというふうなことで、府営については何戸ほどあるかわかったら教えてい

ただきたいというふうに思います。 

議  長（糸井満雄） 坂本建設課長。 

森本議員。 
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１ ６ 番（森本敏軌） この住宅に関しましては、旧野田川を見ておりますと、非常に賃貸住宅が多く建

っているような状況でして、家の入りたい方と言いますか、与謝野町だけではなしにほかからも

入ってくるような体制も含めて、そういった民間の賃貸住宅が多く建ってきているというふうに

思うんですが、この中で与謝野町の住宅をずうっと見させていただいて、旧加悦の尾上団地であ

りますとか、三河内の大薮団地というのは、非常に古いような状況だというふうに思っておるん

ですが、今後こういった古い住宅を含めて、与謝野町の住宅政策、マスタープランとかあるとい

うふうに思うんですけれども、どういった計画を持っておられるのか、お尋ねがいたしたいと思

います。 

議  長（糸井満雄） 坂本建設課長。 

建設課長（坂本典男） 基本方針としては古い住宅については建てかえということで、旧岩滝町分につい

てはすべて終わっておると、古いところは野田川、加悦が昭和３０年代前後が残っているという

部分でございます。ただこれにつきましては、まちづくり政策等と合わせまして進めていきたい

というふうに思っておりますし、また、国の三位一体改革の中で、今までは１７年度までは家賃

対策補助金というようなことで約４，０００万円も、ある意味ではもう丸っぽの補助金、何もし

ないでも入ってくる補助金が入ってきておったと、交付税算入はされておるとはいうものの、そ

ういったものも廃止になってきておりますので、そういった部分も含めて、今後の財政状況もあ

りますから、企画財政の方と、また理事者の方と協議しながら進めていきたいというふうに思っ

ております。以上です。 

議  長（糸井満雄） 森本議員。 

１ ６ 番（森本敏軌） はい、わかりました。相当古いものもありますので、古いのは空き家ということ

で募集しないというふうなこともありましたけれども、一定、住宅の入りたいという方も多いだ

ろうというふうに思いますので、そういった施策も進めていただきたいなというふうに思います。

それで、最後に教育長にお尋ねがいたしたいというふうに思います。昨年６月の一般質問でも申

し上げたんですが、与謝野町になりまして、小学校も中学校も、与謝野町立ということになりま

して、それぞれの学校で教育がはぐくまれているというふうに思うんですが、やっぱり私がいつ

も申し上げるんですが、教育というのは、何をおいてもの最重要課題の施策であるというふうに

思っておりまして、特に今回、合併したことによりまして、やっぱり一体感といいますか、与謝

野町の制度であるという認識をやっぱり持たせていただかないかんなというふうに思っておりま

すが、こういった一体感の醸成と言いますか、それも図っていただきたいと思いますし、格差に

ついてもないように進めていただきたいと思うんですが、格差とか一体感の醸成について、どう

いうような１年間取り組まれてきたかお尋ねをしたいと思います。 

議  長（糸井満雄） 垣中教育長。 

教 育 長（垣中 均） お答えします。ただいまの合併したからの一体感の醸成ということでございます

けれども、本格的には今年度からということになります。以前お答えしましたように、小学校に

おきましては、旧加悦町、野田川町でやっておりました加悦谷交歓陸上記録会、昔の連合運動会

でございます。それを岩滝小学校も一緒にして実施する運びになっております。ただ、今までの

ように、２学年、５、６年生でというわけにはちょっと輸送の関係や、それから、時間で無理で

１学年だけということにはなろうかと思っております。それと、いわゆる旧町でそれぞれやって



－506－ 

おりました音楽フェスティバルでございます。これも統一して行うということになっております。

しかしこれも時間の関係で、小学校９校全校がということはちょっと無理でございます。従いま

して、順番で取り組んでいくことになろうかと思っております。それと、以前もお答えしました

ように、いわゆる橋立中学校区の問題がございます。それについても学校の方につきましては、

今年度やはり何らかの形で交流ができるようにということを課題として提起させていただいてお

ります。 

     格差と申しますと、一つは教育活動そのもののでございます。教科活動そのものにとります格

差ということがあろうと思いますし、それから、教育環境での格差という２面があろうかと思い

ますけれども、学力差につきましては、極力ないように従来から中学校区ごとで取り組んできて

ございます。従いまして、それらを見ながら学力差等が起きないように、取り組んでいきたいと

思っております。それともう一つ、教育条件の方へかかわります格差というのは、できるだけ平

準化していきたい。教員の方はパソコンの方でできたわけでございますけれども、ほかの方はま

だちょっと細かい点でいきますとありますので、これは財政が伴いますので、できるだけそうし

た教育条件環境の格差は埋めていきたいとそのように思っている次第でございます。以上でござ

います。 

議  長（糸井満雄） 坂本建設課長。 

建設課長（坂本典男） 先ほど府営住宅の関係につきまして資料が出てきましたので、説明させてもらい

ます。旧加悦地域が６９戸、旧野田川地域が７２戸、旧岩滝地域が２００戸、合計３４１戸でご

ざいます。以上でございます。 

議  長（糸井満雄） 森本議員。 

１ ６ 番（森本敏軌） まあ、教育長から今答弁いただきました。やはり与謝野町の子どもたちでありま

す。次代を担う、与謝野町を担う子どもたちでありますので、これからしっかりとはぐくんでい

ただいて、誇りを持って与謝野町を引き継いでいけれるような子どもたちにはぐくんでいただき

たいということを申し上げて終わります。 

議  長（糸井満雄） それではここでいったん休憩をとりたいと思います。４時５分まで休憩します。 

（休憩 午後 ３時５３分） 

（再開 午後 ４時０５分） 

議  長（糸井満雄） それでは休憩を閉じ、休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

     それから、ここであらかじめ申し上げておきますけれども、本日議事の進行の都合によりまし

て、５時以降も続行させていただくことになりますので、よろしくお願いをしたいと思います。

一応、６時をめどに終わりたいと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

議  長（糸井満雄） 伊藤議員。 

７  番（伊藤幸男） それでは、たくさんの方がされたんですが、私はまだまだたくさんあるんですけ

れども、絞って１０分しかないので、住民要望や町の課題について質疑を行いたいと思っていま

す。その前に、昨日の新聞報道がございましたが、加悦町がなくなるということで、加悦町の議

会だよりや育成、議会のあゆみ、いわゆる記録史を発行することになっておりましたが、責任者

がある私が作業がおくれ、理事者の皆さん、議会の皆さん、そして町民の皆さんに大変大きなご

心配とご迷惑をかけました。この場をかりて心からおわびを申し上げます。 
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    それでは質問に入りたいと思っています。 

    １点目は町民の営業や暮らしの問題で具体的な問題でお伺いしたいと思っています。新聞報道で

も、先ほど質疑ありましたが、与謝野町の町民の所得が府下でも最も低いという報道があり、ま

たこの数年間でも政府の社会保障の解約が続く中で、町民の暮らしや営業が非常に悪化していま

す。この町民と営業と暮らしの実情を理事者はどのように認識しているのか、まず伺いたいと思

っています。 

議  長（糸井満雄） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 大変厳しいものであるというふうに認識をしております。 

議  長（糸井満雄） 伊藤議員。 

７  番（伊藤幸男） 大変厳しいという答弁でしたが、これほど格差、それから貧困、こういう問題が

大きな問題になって、法律で高い利率の、いわゆる不当な利率をやめさせようということで、国

会でもなっているわけですが、いまだにその根は完全に断ち切れるわけではなくて、多重債務の

被害者も非常に多いということが言えると思います。私は今、大変厳しいという町長の答弁があ

ったわけですが、実情をリアルにつかむ必要があるのではないかというように思っています。ぜ

ひ、この点での調査をですね、実態調査への実施をお願いしたいんですが、いかがでしょうか。 

議  長（糸井満雄） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 実態調査という旧野田川のときもさせていただきましたけれども、新たなまちに

なって、また範囲が広くなりました。具体的にどういう格好でするかということについては、若

干、検討する必要があるかと思いますが、ほかのいろいろな統計をとった中での分析をするとい

うことも一つの方法でしょうし、ちょっと内部で検討させていただきたいというふうに思います。 

議  長（糸井満雄） 伊藤議員。 

７  番（伊藤幸男） ぜひそこは具体化を図ってほしいというように思います。 

それから、次の質問、サラ金被害の問題、先ほど言いましたが一般質問でも行いました。具体

的な相談窓口を担当としてはですよ、どういうことを行おうとしているのかという点を伺いたい

と思います。 

議  長（糸井満雄） 太田商工観光課長。 

商工観光課長（太田 明） お答えいたします。商工観光課の方で消費生活にかかります消費行政につい

ては担当させていただいておりますが、今おっしゃいますサラ金の問題につきましても、その枠

に入れていく、その枠ではないのですが、その枠の中に入れていくべきかなということを最近考

えておる。と言いますのは、その金利等にかかります金利のグレイゾーンも含めた中での業者の

方から、悪性な金利を消費者と言いますか、町民に課せていくというような方向になれば、消費

行政の枠の中でやっていかなければならないと、そういうこともこの間の改正も含めた中でなく

なっていくだろうというふうに思っていますが、私どもの方は、サラ金という部分につきまして

は、そういう面でバックアップをしていきたいというふうに思いますし、仮に、失礼な言い方で

すが、本人さん借りられた中での後の処理ということについては、困り事相談の中での処理とし

て対応していただくということで、今のところ線引きをさせていただいたところでございます。 

議  長（糸井満雄） 伊藤議員。 

７  番（伊藤幸男） この点ではぜひ、町側が独自にプレーをするということもＰＲ、啓発活動をお願
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いしておきたいと思います。先日もＮＨＫのテレビである県が、この多重債務の問題で、住民が

非常に被害が広がっているという実態の中で、ある県がこういう対策に乗り出しました。一般質

問で行いましたが、奄美市の場合も、またそのほかの関連の、取り組んでいる多重債務対策など

に取り組んでいる自治体では、共通しているのは、私は非常に注目しているんですが、ここが非

常に大事だと思っているんですが、暮らしが困っている住民に、この間、滞納をちゃんと一掃せ

ないかん、ようけ集めるな、これは当然なんですが、私はここにこそ必要な視点であると思うん

ですね。困っている方に支援対策をする、これはまちの仕事だと位置づけてるっているんですよ。

そこの支援をするというのは。ここが非常に大事だと。全課で取り組んでいるということですね。

具体的には、その一つが不当な多重債務からの脱却支援と生活の立て直しの援助指導をやってい

るというのが一つ。それからもう一つは、住民税など、公共料金なんですが、その収納促進を図

っていると、この二つの側面を言っています。この位置づけがあって、今、全国でもそういう取

り組みをする自治体が広がっています。改めてこの点で町長の見解をお伺いしたいと思います。 

議  長（糸井満雄） 太田町長。 

町  長（太田貴美） ただいま具体的なまちのしている奄美市の例をあげられましたけれども、一つな

かなかそこまで具体的に手が差し伸べられていないし、また、そこまでなかなか踏み込めていな

いというのが現実でございます。先立って、京都弁護士会の浅岡会長が来られましたときに、も

っともっと弁護士のそうした相談窓口を使ってほしいと、ＰＲをしていただきたいというふうな

ことも言われておりました。なかなか行政のレベルでそこまで突っ込んで解決の方向を見出すと

いうところまではなかなか難しいんで、やはりそうしたプロの方の力を借りるということもこれ

一つの方法でしょうし、そうした事態が起こった後、どういう手だてをするかということについ

ても、今後、考えていく必要があろうかなというふうには思いますが、なかなかそこまで手が回

りきらないという現実もあるわけでございまして、その辺のところについては、もう少しこれら

についても含めた中で、今後どういう支援ができるのか、また知恵を出し合いたいというふうに

思います。 

議  長（糸井満雄） 伊藤議員。 

７  番（伊藤幸男） 多重債務者というのは共通してね、むやみやたらにどこにでも相談に行かないん

ですね。ここが特徴なんですよ。だから行けないから困っている。だから、そういう方に手を差

し伸べるというのは、いろいろな機会でＰＲするということと、さっき言ったような位置づけで、

行政が全課で取り組んでいると、そういう角度でどういう支援がいるかという工夫をぜひそれを

してほしいというように思います。それは金のいることではありませんから。問題は住民のそう

いう困った方への接近ですよ、ここが大事だというふうに思っています。 

     次に、教育長にお伺いします。先に教育基本法が改正されました。その関係で、早速いじめ対

策の対応について、文部科学省が罰則強化の通知が出されました。この間、教育現場や、国民的

な教育論議があったわけですが、これを踏まえたとき、私は政府のこの対応ですね、いわゆる対

応は管理主義を一層強めると、こういうことになるというふうに思っています。今の子どもたち

が置かれている実情というのは、まさにがんじがらめになっているというのは、教育長もその辺

の実感はよくわかると思うんですか、一層追い込むことになると、子どもを。これは解決の道に

ならないのではないかというふうに危惧をしています。また、教育長が畠山議員の質問に対する
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質問で述べたいわゆる懸念の一つではないかというふうに思っているんですが、教育長のお考え

をお聞かせ願いたいと思います。 

議  長（糸井満雄） 垣中教育長。 

教 育 長（垣中 均） ちょっと質問の趣旨が抽象的でちょっと要領を得ないかも知れませんけれど、管

理を強化していくということについては、これはもう子どもたちというよりも、教育行政全体に

わたっての国の権限を大きくしていこうという、そういう方向にあることはこれは否めないこと

だろうと思っております。しかしながら地方分権と、それの議論がございまして、一定の歯どめ

がかかった点はよかったのではないかとそのように思っております。もう一つ、子どもたちへの

管理強化ということにつきましては、恐らく伊藤議員さんがおっしゃっておられるのは、いわゆ

る体罰の容認というところに報道されたのが、議員さんのご質問の背景にあるのではないかと思

っているわけですけれども、あれは容認ではございません。学校教育法、確か１１条でしたです

か、ただし書きで体罰は加えてはならないという、それについては何らふれられておりません。

改正はされておりません。従いまして、私はもう既に通知もきておりまして、各学校の方にも既

に知らせておりますけれども、新聞等、マスコミ等が体罰容認というふうに受けとめていること

につきまして、現場の教職員をはじめ、誤解が生じるのではないかというそういう懸念はござい

ます。従いまして、通知の方、今までのやつを改めて踏まえた通知になっておるわけでございま

すけれども、その趣旨は徹底していきたいとそのように思っているわけでございます。以上です。 

議  長（糸井満雄） 伊藤議員。 

７  番（伊藤幸男） 細かい問題は時間がありませんからあれですが、私が今回言いたかったのは、子

どもを追い込むようなことはしない、ここはぜひ学校での教育実践の中で、できるだけそこは貫

いていただきたいと思っています。 

     次に、ごみの広域化問題について伺います。この間、助役は４つの点を合意したということで、

宮津のことについて報告がありました。この内容はどうも入り口ですね、まず交渉の入り口から

７年とか、１年、１年とかいう話が出ているわけですが、交渉の入り口で宮津が、これは５年前

のいわゆる広域化計画の合意とは違うというふうに思うんです。この点はいかがですか。 

議  長（糸井満雄） 堀口助役。 

助  役（堀口卓也） お答えをしたいと思います。 

     ちょっとご質問の趣旨と外れるかもしれませんけれども、今回、１３年７月に締結をされまし

た協定書の期限が、この３月２７日で切れるということで、この間、宮津市の方で地元の波路の

自治会へ精力的に延長に向けての協議がなされておりました。当初、宮津市は自治会に対して

７年間の再延長の申し出をされました。結果として、１年間、覚書の中では、１年間の延長につ

いては了解をするということで、ただ、地元それから宮津市双方の認識の中には、再延長につい

て、引き続き協議をしていくということについては、双方その認識で確認をされておりますので、

来年の期限が迫るまでに、また引き続き再延長に向けての話がなされるものだろうというふうに

考えております。 

議  長（糸井満雄） 藤原住民環境課長。 

住民環境課長（藤原清隆） それでは、お答えをさせていただきます。先ほど助役が言いましたように宮

津市の設置期限の延長につきましては、当初７年間の延長ということで、平成２６年の３月まで
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申し入れをしておりました。この７年間の根拠につきましては、京都府のごみ処理の広域化計画

の丹後ブロックの竣工予定年度、これは平成２５年度から平成２８年度までになっておりまして、

この初年度の末までの延長の申し出をしておったということでございますが、若干、年数が短い

かなという気がしておりますけれども、そういうことでございます。しかしながら、３月１８日

の波路理事会の臨時総会で、期限の延長は認めるけれども、以降につきましては、広域化計画の

進捗状況を見ながら判断をするということで、７年間の延長については認めてもらえなかったと

いうことでございます。それによりまして、今後、早急に広域化計画について、協議をしていか

なければならないということでございます。 

議  長（糸井満雄） 伊藤議員。 

７  番（伊藤幸男） まずね、今、質問した趣旨はね、この間、９月議会でもやりましたがね、まず広

域化計画そのものがどういう状況で、１市４町と協議したかということです。これは太田町長自

身が知っているわけですから、そこは誠実に対応しないというのは、宮津のとった態度はね、

７年の協議そのものが、まず入り口から交渉間違っていますよ、ますね。それから、京都府がこ

の間とっている態度は、広域化計画が終わったとおっしゃっているでしょ。これは議会答弁の中

でそう言っていますよ。だから、平成２５年度からという話は、７年の根拠かいっているけれど

も、それ自身が成り立たない、京都府がそれ以外に新たな見解を持っているんだったら教えてく

ださい。 

議  長（糸井満雄） 藤原住民環境課長。 

住民環境課長（藤原清隆） それではお答えをさせていただきます。ごみ処理の広域化につきましては、

昨年１０月の２市２町の助役会におきまして、広域化につきましての協議がありまして、今後、

環境担当部署で協議をしていくということで決定しております。京丹後市につきましても、地元

の方の約束で、平成２８年度末以降は使えないということになっておりますし、宮津市も平成

１９年度末で１５年の耐用年数ということで、早急に対等が求められておるわけですけれども、

京都府の関係にしましては、一応、ことしの２月１５日付ですけれども、広域ごみの処理体制の

早期整備に向けて府のご指導なり、ご助言がお願いしたいということで要望書を提出しておりま

す。その後のことにつきましてはまだ聞いておりませんけれども、今後、早急に対応をしていか

なければならないというふうに考えています。 

議  長（糸井満雄） 伊藤議員。 

７  番（伊藤幸男） 細かい問題は次の機会にやるとして、ちょっとここで言いたいことだけ言ってお

きます。まずね、宮津の議員に、いわゆる私が９月議会で取り上げたあの秘密文書ですね、秘密

協定、この文書の中身があるということを添えて、コピーを添えて全議員が配られています宮津

では。全協が開かれているようですが、その結論聞いていませんが、こういうことが起きている

から、一層はっきりしてきたというふうに思うんですね。宮津の姿勢がどうだったかということ

が。それからもう１点は、この協定した覚書、それから確認書、これは議長が議運に諮って全員

に配るようにしてくださいな。宮津は信用できないから、現物もらわないと。 

     次の質問に移ります。宮津は今言ったように、５年前に３０億円かけてつくったわけでしょ、

だからむだもいいところで、その点はきちっと行政側としても、５年前の協議に立って、１回文

書ざあっとよんで、しっかりその立場で交渉してください。後でまた論議したいと思います。 
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     関連で合特法の質問も先ほどから何人かからありまして、旧岩滝町の不足分を直収であった旧

加悦町のごみの収集業務がなりかわって委託すると、その分をという件です。中身については、

私は概要聞いていませんからあれですが、詳細には。質問したいのは、問題はそこに携わってい

る職員３人の問題です。私はこの問題をなぜ取り上げるかと言いますと、服部議員がかつて、パ

ートの対応、アルバイト対応についていかがなものかという質問がありました。町長の答弁を聞

いて、一見、私正直言って不安を覚えましたので、再度確認します。その３人の処遇は、町とし

てはどうするのかというのは、お聞かせ願いたいと思います。 

議  長（糸井満雄） 藤原住民環境課長。 

住民環境課長（藤原清隆） それでは、お答えをさせていただきます。現在、ごみの収集作業員につきま

しては、旧町から引き継ぎまして、３名を常勤雇用をしております。新町におきましては、旧加

悦町の経過もございまして、本年の４月１日以降の処遇につきまして、検討してきたわけでござ

いますけれども、２名につきましては町の施設で、一応受理をしていただくということで決定を

しています。あと１名につきましては、今後、事業所の方で面接を受けていただくということに

なっております。できるだけ早いことお世話になるように考えたいというふうに思っています。 

議  長（糸井満雄） 伊藤議員。 

７  番（伊藤幸男） 私が言いたかった点はですね、町長こういうことなんです。時間がありませんか

ら、もう一つ聞きたいんですが、結局ね、パートでも、正職員でも、基本的にまちの都合で解雇

する場合は、まちが責任持たなきゃいけないんですよ。これは労働法の基本的な判例で出ていま

すよ、たくさん出ています。ですから、この地域を代表するまちですから、ここはパートだから

首切っていいというような発想はもう絶対してはいけない、とんでもないことになるということ

ですので、この点は私の見解を述べて次の質問に移ります。時間がありませんから。 

     新町の一体感の醸成ということがあります。 

議  長（糸井満雄） ４回目の質問にしてもらったら結構でございますけどね。 

     谷口議員。 

１ ５ 番（谷口忠弘） それでは、私３回目の質問でございますので、時間も限られていますので手短に

一つだけご質問をしたいというように思っております。それでは、１９４ページから１９６ペー

ジにかかわる商工業の金融支援事業とか、産業振興費、織物振興対策事業費ですか、これに関連

して総合的にちょっと質問を一つしたいということと。質問の後に、これは私の提案なんですけ

れども、お願い事もぜひちょっとお聞きをしていただきたいなというように思っております。先

般、補正のときにも、私申しましたように、商工業の関連の事業費というのは、なかなか商工業

者が、今般比較的元気がなくて、どちらかというと消化不良で、予算が余りぎみで、補正の場合

はおおむね減額の予算でですね、当初予算から絞られてきておると。そういうことやら、今般、

まちの制度融資がなくなると、こういう非常に商工業者にとってはどちらかと言うと、追い打ち

を掛けられたような時代になっておるとこういうように思っております。またこの金融支援事業

につきましては、多くの議員さんから、いろいろなご質問がありまして、その中で私自身も特に

ちょっと感じたことだけお話をして質問したいなというように思っております。 

産業振興というと、一口に言うと大変聞きがいのいい言葉なんですけれども、さて具体的にど

うしたら産業は振興するのかということになりますとですね、だれ一人なかなか的確な答えが出
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てこないと、いろいろなご質問をされている中でも、町長の答弁やら、課長の答弁を聞かせてい

ただきましたけれども、恐らくこれが一番最適で見事であるというような施策がなかなか出てこ

ないのが現実ではないかなと。これは私自身もそう思っております。確かに、これは小林議員さ

んの方からもおっしゃられていましたように、織物振興対策事業費にしても１７５万円で一体何

ができるのかと、確かにそのとおりでございまして、しかしこれが１，０００万円つけたらほん

なら何をするんだと、こう言われればこういうことがいいというのはなかなか出てこないと、確

かにそうだろうと思うんですね。そこで、私はぜひともお願いしたいことがありまして、まちの

重要な施策の一つに、企画財政課長もおっしゃられましたように、産業振興で雇用の場を広げる

と、こういうことが住民のニーズの中に非常にあるとこういうぐあいにおっしゃられておられま

した。確かに私もその通りだというように思いますので、ここはなかなかすぐに我々というか、

行政側もそうですけれども、知恵を振り絞ってもなかなかいい知恵が出てこないという状況下で

あると思うんで、ここはやっぱり少し時間をかけて、与謝野町の産業振興はどうあるべきだと、

例えば今ある既存の織物業をどうするんだ、今ある小売商業者をどう育成していくんだ、新しい

ものをどう取り入れていくんだ、企業誘致をどうするんだと、そういう広い観点から、じっくり

議論をしていただく場が必要ではないかなと、私はこう思っておりまして、今、いろいろな委員

会やら、審議会やらが設けられておられますけれども、これは仮称といえば仮称なんですけれど

も、例えば産業振興対策委員会とか、そういうものをつくっていただいて、町民にはいろいろな

知恵のある方がたくさんおられます。年配の方やら若い方もおられますし、そういう町民の知恵

をぜひ活用していただいて、将来のビジョンづくりを、そういう町民の、本当に事業をされてい

る方もそうでしょうし、いろいろな多種多様な方がおられると思うんで、そういう知恵をぜひ借

りて、そういう委員会を立ち上げて、将来のビジョンをつくっていくというようなことをぜひし

ていただければどうかなと、このように思っておりまして、そのことにつきまして、町長なり商

工観光課長のご意見をちょっとお伺いしたいなというふうに思っております。 

議  長（糸井満雄） 太田商工観光課長。 

商工観光課長（太田 明） お答えいたします。議員ご指摘のとおりでございまして、予算組をさせてい

ただくわけでございますが、その施策が的を得たものかどうかということにつきましては、常時

研究もしていますし、商工会との連絡の中でも、連携の中でも、その施策について詳細について

もこれでいいのかどうかというあたりは、詰めてきている状況でございます。そういった中で、

悲しいかなこういう景気が低迷している中で、それぞれの企業さんなりが商店の方々が具体的に

取り組む部分がなかなか、やはり補助金ですので、町が１００％持てばというようなこともある

んですが、なかなかそういう形はとれないということで、補助金ということですので、３分の

２が限度かなというような状況の中で取り組んでおります。施策の中には、旅費とか、そういう

部分については、講習費とかいうのは１００％町の旅費規定にのっとって補助しましょうとかい

うのがあるんですけれども、結局、そこを１００％持てないという部分がございまして、そのあ

たりで取り組みにくいのではないのかなというふうに思いますが、頑張る企業には応援していこ

うというスローガンございますけれども、やはり自前と言いますか、自助という部分も持ってい

ただかねばならないというところが一つのポイントかなというふうに思っておりますが、それも

くずしてしまうと何でもありということになりますので、そこらへんの線引きはしとかなければ
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ならないというふうに思います。 

     それから、今、ご提案の件でございますが、観光振興ビジョンというのを取り組むということ

にしておりますが、これは２年間ということでありますけれども、これは旧野田川町において、

つくっておりますので、そういった形の中で観光組織もきちっとできたというようなことの中で、

早く手がけるのではないかなというふうに思っています。 

     それから、名称は違いますけれども、私の頭の中には、産業振興プランという中で、ビジョン

ではなくて、ビジョンでは遅過ぎるという考え方持っていますので、いわゆる基本計画的な部分

を総合計画と併用しながらやっていかなければならないというふうに思っていますし、そういっ

た中で、いろいろな方々からも、やはり総合計画は総合計画、それをもう一つ踏み込んだ、具体

的な各業界の中でのプランづくりを具体的に知恵を出し合う、今言われました議員の言われる知

恵を出し合う部分の組織化は必要ではないかというような話の中で聞いておりますので、私自身

としては、そういう前向きな気持ちの中で取り組みがしていきたいということで考えております

が、このことについてはできたら早く取り組みたいと思いますが、予算がなくてもできるという

部分も商工会との連携も考えながら、一度、検討してみたいというふうに考えております。 

議  長（糸井満雄） 谷口議員。 

１ ５ 番（谷口忠弘） 私が言いたいのは、先ほど言われましたように観光は観光でいろいろなプランニ

ングをされておると、商工会等は商工会等でいろいろなことを考えておられるということですの

で、これはやっぱり産業振興というひと括りで与謝野町の将来の産業振興はこうあるべきだと、

織物業はこういう形でとかね、商工業はこういう形でという、先ほど言いましたように、新しい

産業はこういうものを考えたらどうだとかいうような、そういうまちの産業という視点に立って

考える組織を立ち上げる必要があるのではないかなというぐあいに思っておりまして、そこには

先ほど言いましたように、各種各層のいろいろな方のお知恵を拝借するというようなことが非常

に重要になってくるのではないかなと。先ほど申しましたように、私も小さいながら商売をして

おるんですけれども、毎日のように産業振興、商業振興ですか、このことばっかりいつも考えて

いるんですけれども、なかなか具体的にこれが非常に、こういうことをしたらいいのではないか

なというようなことがなかなか頭の中に浮かんでこないんですけれども、そこのところはいろい

ろな方がそこに入ってくればですね、いろいろな知恵もまた出てくるのではないかなと。先ほど

言われましたように、費用が余りかかるわけでも何でもないんですので、ここは人間力といいま

すか、今持っている財産というか資産を有効に生かすような形で、そういう知恵者を結集すると

いうことが非常に必要ではないかなというように思っております。町長は、この件に関しまして、

どのようなお考えを持っておられるのか、お聞きをしたいというように思っております。 

議  長（糸井満雄） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 非常に難しい問題だというふうに思います。今までにも長い期間、いろいろな方

の意見を聞きながら、そういう各町でも産業振興ビジョンのようなものをつくって、そのプラン

をつくってやってきておりますけれども、具体的にやろうとする人が、みずからこういう格好で

やりたいと、それについては何か知恵がないかというふうな形でつくられるプランであればいい

んですけれども、総合計画でもいえることだと思いますが、やっぱりやっていこうと、こういう

方向でやっていくという人がいない限り、なかなかそれは絵にかいたもちにしかならないという
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ふうに思うわけです。実際に産業振興といいますか、産業振興という意味だけではなしに、まち

づくりの活性化、まちを活性化するのに、成功しているところの例を見ますと、行政を頼りにし

たというようなところが一つもないわけです。長浜にしても、ある民間の倉庫の社長が、自分た

ちの資材をなげうってでもこのまちを何とかしようということで、黒壁のそうしたまちづくりを

され、その中にガラスという切り口でまちづくりにしていかれたと。今回、私はさっきの安心・

安全どこでもプランというのをぜひこれは成功させたいなと思ったのは、福祉法人、あるいはＮ

ＰＯの人たちが、自分たちがこうしたいというものを、やはり担当の福祉課にぶつけてきて、そ

してそれを具体的に町全体でやっていこうというプランづくりができたわけですから、やはりそ

うしたものがない限り、幾らビジョンをつくっても、知恵を集めても、ではやろうと、やりたい

んだというそういうものがない限り、絵にかいたもちにしかならないのではないかなと、これ非

常に後ろ向きの話のような感じがしますけれども、実際に本当に前へ進めようと思ったら、そう

いう真剣な方か出て来ない限りは、非常に難しいんではないかなというふうに思っております。

今、確かにいろいろな地場産業大変だと思います。商工会を見てみましても、それぞれの商工会

の考え方が違うように思います。もう今の地場産業で、そんなちりめんなんかに頼っとったって

あかんと、新しいものにもっと目を向けていくべきだという会長さんがおられますし、いやいや、

まだちりめんというものは今までの伝統の産業なんだから、これに力を入れてやっていかなあか

んという人もありますし、いやいや農業だという人もあるでしょうし、いろいろな考え方がある

わけですけれども、それらを将来のまちづくりに向けて、どうしていくかということについては、

そうしたプランづくりのそういう場を設けて、それぞれの意見を聞いて、そして一定の方向性を

示していくということはこれ大事なことだろうと思いますけれども、やっぱりそこでキーになる

のは、ではそうしたプランを具体的にどう進めていくかというときに、よしという人が何人かい

ないと、これは非常に難しいんではないかなというふうに考えております。ですから、今、課長

が言いましたように、一定のそうしたプランづくりをする場を設けて、いま一度、新しいまちに

なったんだから、そういうことも含めて、真剣に考えていこうというそういうことが、今、谷口

議員がおっしゃったような人たちが集まってやっていこうというような、そういうものであれば、

それは大事なことではないかというふうに思っております。 

議  長（糸井満雄） 谷口議員。 

１ ５ 番（谷口忠弘） 私が申し上げたのは、本当に町長がおっしゃられるように、絵にかいたようなも

ちのものをつくってもらっても、これはとてもやないけど無理と思います。本当にやる気がある

ものが寄って、こうしたいんだと、町にどんなことをしてお手伝いができるんだというようなと

ころまで、落としこんでいただかないと、本当に絵にかいたようなもちのプランをつくってもら

っても、何の役にも立たないとこういうことになると思うので、私はできたらそういう力を結集

したいというぐらいなつもりでちょっとお話をさせていただいたようなことでして、先ほど言わ

れましたように、私は三井君をよう知っておりまして、ＮＰＯの、彼は本当に福祉については智

恵者ですし、本当にやる気が十分でですね、いろいろな事業、先駆者的に行っておられて、私も

大変若いながら、参考にせないかんなという部分がたくさんあるように思うんですけれども、そ

ういった力をぜひとも与謝野町の新しい力としてですね、結集できるような何かが必要ではない

かなとこう思いまして、ちょっと質問させていただいたようなわけでございます。ぜひ前向きに
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考えていただきたいというように思っております。ありがとうございます。 

議  長（糸井満雄） 有吉議員。 

１ ４ 番（有吉 正） ２０８ページの道の駅管理運営事業、旧加悦町役場管理運営事業あるわけでござ

います。これは道の駅管理運営事業につきましては、確か去年の８月の臨時議会の資料を持って

おるわけでございますが、加悦生産物販売施設、これが道の駅だろうというふうに思いますが、

これ指定管理もされておると、指定管理制度にものせておられると思います。この辺のことにつ

きまして、この道の駅管理運営事業は町がやっておられる。指定管理料ゼロと、逆に言うたら、

そういうことに、というのも去年、選挙が３月１日に合併され選挙があり、まだ議員にならせて

いただいて１年弱なんですが、私なりに非常に勉強しておったつもりなんですが、非常にこうわ

かりにくいところがありますので、確認をしたいと思っておるんですが、この道の駅の管理運営

事業と、指定管理者、その関係、それから、旧加悦町役場管理運営事業があるわけでございます

が、これにつきましては、去年でしたか、秋でしたか、オープンされましたですね、販売施設と、

私も行ったことがあるんですが、コーヒーを飲ませていただける、これは頑張っておられると思

いますし、もうけていただけたらいいなと思ったりもしとるんですが、この辺の関係につきまし

てよろしくお願いします。 

議  長（糸井満雄） 太田商工観光課長。 

商工観光課長（太田 明） それでは、予算書２０８ページのはじめに旧加悦町役場管理運営事業につき

してご説明をさせていただきたいと思います。 

予算計上７万４，０００円ということございますが、ご指摘のように、ちりめん街道の関係も

含めた中で、旧加悦町役場の税の相乗効果を上げていこうということで、地元の花街道さんの方

にお世話していただくということで、昨年でしたか契約を結ばせていただきまして、一定の地代

をいただきながら、建物の中の１００平米のみ活用いただくということで契約をさせていただき

まして、ご承認いただいたところでございます。それに伴いまして、すべてそこの会社にゆだね

るわけでございますけれども、私の方としましては、そこに発生します建物の火災保険が６万

４，０００円と、あと消耗品１万円あげておりますけれども、これは科目とりでして、必要なも

のがあれば町で買わなければならないものとしてここにあげさせていただいておりますが、特に

予算取りをさせていただいたところでございまして、メインは、火災保険の６万４，０００円の

みということで、あとは会社の方に運営をいただくということでございます。 

それから、次の道の駅管理運営事業ですが、本当に聞いていただかないと複雑なんですけれど

も、ご承知のとおり丹後フロンティアにここをずうっと旧加悦町時代からこの施設をもって経営

を行っていただいているという施設でございまして、町といたしましては、現在もですけれども、

その運営経費については、全く町の方は出しておりません。指定管理料も全く出しておりません。

会社の方で経営をしていただいているということです。ここにあがっておりますのは、道の駅と

いう形のものでございますので、いわゆる全国のここでは近畿ですけれども、近畿あるいは全国

の道の駅の連絡会議というのがございまして、それに伴います一定、負担金なり、それから、そ

こへ行きます旅費なりをあげておりまして、その次にあげておりますのが、結局、火災保険を一

部あげさせていただいております。これはこの中には、道の駅ということではございますけれど

も、建物だけが道の駅ということでなくて、周辺にあります反対側にありますトイレの関係もす
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べて管理を、そこの分は一部管理をしていただいているということで、その経費については、私

どもの方で予算を計上しまして、丹後フロンティアの方に委託をしているということで委託料に

あがっております部分の道の駅の案内業務並びに清掃管理等の業務につきまして１９０万円出し

ておりますが、これは旧町からの引き継ぎで、あそこの道の駅を与謝野町、あるいは丹後の玄関

口の総合案内所、インフォメーションセンターとして位置づけておりますので、その業務も行っ

ていただく、さらにはトイレの清掃も行っていただくということで、会社に１９０万円、一部委

託ということで支払をしているものが主なものです。そういう格好で、会社自体としては建物を

活用していろいろなものを売っていくという中で、経営をされているというところプラス町の方

としては、総合案内所の業務とトイレの清掃にかかる費用を委託をしているということでござい

ます。 

議  長（糸井満雄） 有吉議員。 

１ ４ 番（有吉 正） ちょっとわかってきました。旧加悦町役場の管理運営事業で、地代が今入るとか

いうておられたんですが、これはどれぐらい、何ページを見たらよろしいんでしょうか。 

議  長（糸井満雄） 太田商工観光課長。 

商工観光課長（太田 明） お答えいたします。予算書３０ページの土地建物貸付収入の枠の中の

１，１６９万円があるわけですが、その下から２番目に旧加悦町役場庁舎一部貸付料１６万

４，０００円ということで花街道さんの方から入れていただくということにしております。 

議  長（糸井満雄） 有吉議員。 

１ ４ 番（有吉 正） それからもう１点、２０６ページに観光トイレ維持管理事業いうのがありますね、

これはちょっと委員会のときに聞いたかもわかりません。これについては、この委託されておる

先も、この加悦役場を運営されておられる方が管理されておるとこういうことでしたでしょうか。

もし、違ったらほかのところをいうていただいたらいいんですが。 

議  長（糸井満雄） 太田商工観光課長。 

商工観光課長（太田 明） お答えいたします。これは予算的にはあがっておりませんが、花街道さんに

お世話になるということで、含めてお世話になるということにしております。経費的にはあがっ

ておりませんけれども、トイレを花街道さんに無償でというか、町から金を渡さずに掃除をして

いただくという格好にしております。今言いました、役場の関係はこのトイレの維持管理の中に

は入っていない。 

     失礼しました。すみません２０６ページにありますトイレの中の今、ご質問の委託料の旧加悦

町役場トイレ委託料の１３万２，０００円ということですね。これにつきましては、あそこにあ

りますトイレを花街道さんへ委託しております。 

議  長（糸井満雄） 有吉議員。 

１ ４ 番（有吉 正） 正直言いまして、非常にどういうのか勉強不足なのか、わかりにくいというのが

実感で、これは指定だと、これは直営だというて、ずうっと印していったんです。これを調べる

のに、昨年の８月の臨時議会の指定管理のあれも持ちながらやっていって、これはどうなってお

るんだろうと、これに第三セクターが絡んでおりますので、正直言うて、非常にスキッとしない

のというのがあれでございまして、それともう１点、ですから、先ほど言いましたように、それ

に道の駅管理運営事業だったら指定管理料としてはゼロだというのも入れていただいた方がわか
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りやすいなということが言いたかったわけなんです。それから、旧加悦町役場のやっでおられる

花街道さんですか、それについても指定管理をされた方がわかりやすいのではないかというふう

に思うんですが、その辺、もう一度ご答弁をいただきたい。 

議  長（糸井満雄） 太田商工観光課長。 

商工観光課長（太田 明）  お答えいたします。ちょっと複雑なんですが、聞いていただかないとわか

らないと思うんですけれども、予算書だけでは。そこは賃貸借の契約をしておりまして、その施

設の管理料を払っているというものではない。一部をお貸しして使っていただいているというこ

とでございます。 

議  長（糸井満雄） 有吉議員。 

１ ４ 番（有吉 正） 商工観光課長にもう１点、伺います。２０４ページ、キャンプ場管理運営事業が

ありまして、土地等賃借料がありますね。これにつきましてはどういうものなのかわかりました

らお答えください。 

議  長（糸井満雄） 太田商工観光課長。 

商工観光課長（太田 明） キャンプ場につきましては、以前もお話させていただきましたけれども、こ

の場所でお話させていただきましたが、この中には池柄と、平林の２カ所の予算を計上させてい

ただいております。先に平林の部分を申し上げますと、平林につきましては、キャンプサイトの

部分と、それから、あがります道路部分を町民の皆さんからお借りをしておりまして、町有地で

はないかということでございますので、その分にかかります使用料を支払わせていただいており

ますし、それから、池柄につきましては、駐車場の一部、土地を借りているということで、その

分をお支払いしているということで、３０万４，０００円の予算を計上させていただいていると

いうものでございます。  

議  長（糸井満雄） 有吉議員。 

１ ４ 番（有吉 正） それこそ指定管理、それから、直営、大変がたくさんありまして、議員させてい

ただいてもなかなかわかりにくいぐらいあるわけでございます。それこそ先ほど町長の谷口議員

に対するご答弁の中に、まち興しは行政を頼りにしないところも必要なんだというふうにおっし

ゃっておられました。手助けする部分と、あと独立していくというたらおかしいですけれども、

私もそのように、それは町長のお考えに賛同するわけなんですが、それこそこれを見ております

と、指定期間が３年になっていますね。これがいつまで、例えば３年間は仕方がないだろうとい

うふうに思います。しかし、もうからん施設もありますし、当然、お金を行政が入れていかんな

ん施設もあると思うんですが、ただ、私は文化も大事です。それから、私は考古学にはうといで

すが、古墳、やはりいろいろな意味でつばき、あるいは私の近くにつつじ、いろいろな大事な昔

からの財産というものは、大事にしていかなければならないと思いますが、やはり一定の方向性

も持ちながら、いろいろと縮小、あるいは統合ですね、それは前回、倉庫等々のことについても

申し上げましたけれども、その辺について、これ町長の方向性もぜひ考えていただきたいなと、

３年の間に、そのように思いますが、いかがでございますでしょう。 

議  長（糸井満雄） 太田町長。 

町  長（太田貴美） ３年の間に考えるということですけど、これも当然、指定管理を受けたところと

の話が大事になってくるでしょうし、やっぱりそうしたもので見直すというよりも、やはり話を
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していく、いろいろなところでのそれぞれの思いがあるでしょうし、基本的にはやはりそうした

ものについては、自助努力していただくという部分も大事だろうし、公の町がある程度支援をし

ていくという部分も必要でしょうし、どれもこれも同じケースというわけにはいきませんけれど

も、やはり指定管理者として指定した以上、その３年間はやっぱり頑張っていただかんなんです

し、その中でその後についての方向性あたりも、その間にやはり方向性を見出していく必要があ

るというふうに考えております。すべて今のままという時代が変われば、また変わってくるでし

ょうし、地元の方で、不足も出てくるかもわかりませんけれども、それらがそれぞれ自立してい

けるような形がとれれば、それなおいいことでもありますし、その辺のところの検討はやはり担

当課を通じて、それぞれがやはり地元とキャッチボールをしていくというような形で進めていき

たいなというふうには思っております。 

１ ４ 番（有吉 正） 終わります。 

議  長（糸井満雄） それでは、きょう最後の休憩をとりたいと思います。２０分まで休憩をいたしま

す。 

（休憩 午後 ５時０７分） 

（再開 午後 ５時２０分） 

議  長（糸井満雄） 休憩を閉じ、休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

     それでは、引き続き質疑を受けます。井田議員。 

９  番（井田義之） それでは、質問をさせていただきますのでよろしくお願いをいたします。 

     まず、最初に先ほど有吉議員の言われた指定管理者と町のいろいろな補助的というのか、あれ

については、やっぱり有吉が言われたように、できるだけ早いこと整理をしていただきたいなと

いうことを、これはお願いをしておきます。 

それから、公民館の件ですけれども、文教厚生委員会の中で、多分、今月の７日だったと思う

んですけれども、教育委員会の方に次長だったと思うんですけれども、公民館のことはどうなっ

ていますかと聞きましたら、全然何ともまだ結論は出ておりませんということでした。以前にも

結局、教育次長の方から、今後は３分の１地元負担ですということを我々は報告しました。だけ

ど町長の本会議の席では、まだ今後の方針は決まっておりませんという答弁でした。我々はどち

らを信用していいのか、やはり委員会の中では教育委員会の言葉を信じます。ぜひとも調整をし

ていただいて、そういうようなことが起きないように、これも強く、強く要望をしておきたいと

いうふうに思います。どぢらがどうなるか私にはわかりません。予算の執行は町ですけれども、

予算書の中には、教育委員会で予算で出ております。我々は教育委員会の予算を信じながらやり

たいなというふうに思っておりますので、よろしくお願いをいたします。 

次に、一つだけ念をおしておきたいと思いますけれども、先ほど赤松議員が質問をされました。

いわゆる工芸の里の部分を土地開発基金でということで、土地開発基金が１億２，０００万円あ

ります現金が。その分を執行されるときちは、議会の承認はいらないと、それを戻すときには議

会の承認がいるんですけれども、これはこの間の全員協議会でああいう状態でした。この分につ

いて、あとまた何回かの議会の調整があるのかどうか、それなしに執行されるのかどうか、その

件をちょっと念を押しておきたいと思います。どなたでも結構です。町長お願いします。 

議  長（糸井満雄） 太田町長。 
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町  長（太田貴美） 考え方としては、申し上げましたように、黙って執行してしまうということを避

けたいという思いで、全体の中身を皆さんにお知らせして、ご理解していただき、できるだけ思

いが伝わるような努力はさせていただきたいということで、今回、議案の資料に、先ほどあった

ようなことがありましたけれども、そういうつもりでございますので、また実際にいろいろな調

整ができ、予算化がしたいというときには、やはりご報告をさせていただきます。 

議  長（糸井満雄） 井田議員。 

９  番（井田義之） 一部の議員さんがまだ心配だということでありましたので、ちょっと念を押させ

ていただきました。申しわけなかったというふうに思います。 

     次に、農林課長にお尋ねいたします。林道の工事の予算、何ページかわかりませんけれどもい

ろいろと出ております。この間、分収造林について、緑資源機構にいわゆる分収造林の委託がな

されました。緑資源機構の会社の要項というのを見ますと、林道なんかもどんどんこれまでやっ

ておられるというのが課長からいただきました資料の中に出ております。この辺を利用しながら

林道を進めるということは、今後、これまで検討されたのかどうか、今後も検討をされるのかど

うかなというふうに思うわけですけれども、この間いただいた資料の中でも、３本や４本は林道

の開発をこの緑資源機構がやっておられます。その辺のところの課長の見解をお願いいたします。 

議  長（糸井満雄） 山崎農林課長。 

農林課長（山﨑信行） 与謝野町内では今整備を進めております下谷林道、あるいは京都府の他の縦貫林

道、あるいは路線か随分変わりましたが、縦貫林道の一部になります奥寄線ですか、野田川の下

山田部分を通るというのを、京丹後地域に路線変更していただくという部分がありまして、林道

整備の一定の森林面積を持つというところで林道を整備していくということがありますので、そ

の課で言いますと、旧加悦地域内に一定の林道がありますが、今後の造林において、大きな林道

整備するということはほとんど考えておりません。ただ、造林をしながら、一定程度、作業道の

整備は進めないと造林の効果があがらないという部分もありますので、最小限の作業道整理いう

のは、造林の事業の中でやっていただくということはありますが、大きな林道整備というのは、

現在、予定をしておりませんし、多分将来もそういう議論にはならないだろうというふうに考え

ております。 

議  長（糸井満雄） 井田議員。 

９  番（井田義之） と言いますのは、この中には林道のこともですけれども、いわゆる水源を涵養す

るために必要な森林の造成を行う事業、これを一体とした農用地、土地改良施設等というような

ことで、かなりの多くの項目がこの中に入っております。ただ、森林の広さというのはあろうと

思うんですけれども、大江山のすそ野の一体とした森林の広さというのが、これにあうとするな

らば、今後の水問題のこともあります。林道をつけることによって、水源を涵養し、またその水

を使いながら、今後の水資源をつくっていくということも私は考えておく必要があれへんかなと。

これが利用できるのであれば、私はどんどん利用するべきやというふうに思いますので、この件

については、研究材料として新しい農林課長にしっかりと引き継いでいただきたいなということ

をお願いをしておきます。町長何か答弁ありますか。 

     そうしたら次に、入ります。先ほど課長に石川上山田で、今年度は大体何メートルになるのか、

全体が３６０メートルございました。今年度が何メートルなのか。そして、用地買収が何メート
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ルできておるのかと言いますのは、測量設計ということでしたわね。用地買収ができているのか

どうか。どれぐらいできているのか、それお願いいたします。 

議  長（糸井満雄） 坂本建設課長。 

建設課長（坂本典男） 先ほどの部分ですが、今年度幾らできておるというよりも、今年度、測量設計の

委託ですから、まだございます。これからの設計いたしました用地が出てくると、部分があると

いうことになりますし、測量によっては必要でない部分があるかもしれないという部分になろう

かというふうに思います。 

９  番（井田義之） 今年度の予定は何メートルですか。 

建設課長（坂本典男） 今年度の予定はありません。測量設計委託ですから、工事いたしません。 

９  番（井田義之） ３６０メートル全部設計するんですか。 

建設課長（阪本典男） 設計は 

議  長（糸井満雄） やりとりはやめてください。井田議員。 

９  番（井田義之） 次に、これまでから野田川町の懸案事項として多くいうのか、長いこと残ってお

ります中央線ですけれども、中央線についても今年度一切入っておりません。もういいかげんで

目鼻がつけられたらいいんやないかなと言いますのは、一つはいわゆる都市計画云々という、兼

ね合いというような答弁も町長の方からも以前にはありました。この間も平野課長が病気をしな

がら、地元に行ったという経過も聞かせていただきました。今どうなっておるのか、今後の予定

をお願いいたします。 

議  長（糸井満雄） 平野地域振興課長。 

野田川地域振興課長（平野勝彦） 大変お疲れのところ、歯切れの悪い話をします。前回、一度この質問

がありまして、再度区長とともにもう一度やろうということでやりました。ところがかなりハー

ドルが高くて、ボタンのかけちがいがひどいなと、初の黒星かなというふうに思っておりました

ところ、この４月で再度、上山田区長が受けるということを言ってくれまして、その話をしまし

たところ、もう一度地権者、もしくは関係者に再度区役員と協議をしながらやっていこうという

話をしてくれましたので、本当は先ほど黒星かなと思ったときには、理事者の方にギブアップ宣

言をしようかなというふうに思い考えておったところ、そういう再度の上山田区長が言っていた

だいておりますので、もう一度チャレンジをして、自分なりに考えて、もしだめだということに

なりましたら、理事者の方に相談をして法線を決めていってほしいというふうに思います。現在

は、建設課長ではありませんので、道路行政とは別に、今、地域内の道路の工事の未着手という

部分について解決をしたいというふうに思います。 

議  長（糸井満雄） 井田議員。 

９  番（井田義之） 上山田の小池区長も、この後も続いてやっていただけるだろうというふうに思い

ますので、ぜひともその話を進めていただいて、どちらにしても決定を、法線を変更するなら変

更する、進めるなら進めるというあたりをしっかりと決めていただきますようにお願いをしたい

と思います。 

次に、衛生プラントのことについて、ちょっとお尋ねをいたします。この間、野村議員から宮

津市のプラントの終末処理場の話がありました。野田川の衛生プラントにつきましても、どんど

ん量が減っていっておるだろうという中で、２，０００万円ほどかけてタンクの新設のタンクを
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するわけですけれども、今後の見通しを課長どういうように思っておられるのか。それから、下

水道につなぐというような計画について、何か考えておられるのか、このまま当分の間はいける

ということなのか、その辺の総合的な今後の方向をお願いいたします。 

議  長（糸井満雄） 答弁を求めます。答弁はどなたですか。 

住民環境課長。 

住民環境課長（藤原清隆） それではお答えをさせていただきます。 

     衛生プラントの関係につきましては、昭和４９年に施設の増改造をしておりまして、昨年の

５月現在で３３年が経過をしております。それで、当分の間は今の段階では１０年ほどはいける

のではないかなということでいうていますけれども、施設の老朽化が非常に進んでおりまして、

突然のトラブルによりましてし尿処理全体が停止するというような恐れも出てくるかなというふ

うに思っています。そこで、今後、し尿処理施設を新規に建設するとなりますと、いろいろと話

をしかけてから完成まて１０年近くかかるというふうに推測されるわけですけれども、今後の対

策としまして、新たな用地を求めて新規に施設を建設するのか、また他町へ委託をするのか、そ

れから、下水道へ直接投入するのか、今後こういった方法が考えられるわけですけれども、いず

れにしましても相当な時間が要しますので、下水道の普及状況も的確に把握しながら、また、宮

津市の方からも下水道投入の話がございますので、早急に与謝野町としての方針を出しまして、

今後進めたいというふうに考えております。 

議  長（糸井満雄） 井田議員。 

９  番（井田義之） 課長言っておられたようにいろいろな方法があるんだろうというふうに思うんで

すけれども、その方向を私は聞きたかった。どういう方向で今後進めようとされておるのかとい

うことを聞きたかったということですが、なかなかすれ違いで、町長。 

議  長（糸井満雄） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 方向性まではまだ見出してはおりませんけれども、宮津市がもう既にいつパンク

してもおかしくないような状況の中で、この間も一応そうした非常事態のときには、お互いに助

け合うといいますか、し尿の処理については、お互いに応援しあうというような一つの協定みた

いなものを一応確認はいたしました。今後については、いつまでもやはりし尿処理施設というの

は、合併浄化槽があります限り、それの清掃投入もありますし、いろいろな形で歩みをずうっと

残していかなければならない施設になりますが、しかし量が少なくなって、なおかつ新しい施設

を建てるということについては、非常にお互いにどこのまちも大変な状況ですので、今、非常に

ハードルは高いですけれども、下水に投入をしていくような方法をまず研究し、そしてそれを京

都府あたりとの調整をしていこうということで、窓口が宮津市さんになって、今、そろそろと始

まりかけているところでございます。当初、聞いておりましたのが、非常に希釈する水の量が大

変な量がいるようなこともお聞きしてたおりましたけれども、若干それが７倍ぐらいに、はじめ

３０倍か何かだったと思ったですけど、ちょっとそんなに当初のあれよりも水が少ない。また、

宮津あたりですと、海水あたりが使えないかというふうなことも含めて、お互いに研究していこ

うという段階ですし、できればそのことについて、まずはそうした府との話をしていこうという

ことにはなっておりますが、明確にどうするというところまでは至ってはおりません。 

議  長（糸井満雄） 井田議員。 
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９  番（井田義之） 宮津市の議員からも、私にもできるだけ何とか終末処理場に持っていきたいとい

う希望も聞いておりますので、我がまちがどうなるのかということがちょっとひっかかったとい

うことでございます。  

     次に、土地の有効利用という意味でちょっとお尋ねしたいんですけれども、先ほど土地開発基

金のことを言いました。預金は１億２，０００万円ですけれども、土地は２億５，７００万円土

地があります。その土地が何筆あって、何平米あるのか、そして一番広い土地は大体どれぐらい

の平米数なのか、わかればお願いをいたします。 

議  長（糸井満雄） 吉田企画財政課長。 

企画財政課長（吉田伸吾） 資料を持ってきておりませんが、昨年９月に決算をご審議いただきました。

与謝野町の決算書の基金のページを見ていただきますと一覧表として掲載しておりますので、そ

れをごらんいただきたいというふうに思います。 

議  長（糸井満雄） 井田議員。 

９  番（井田義之） 私あの中に浪江谷がなかったと思ったのでちょっと聞きたかったんですけれども、

それならよろしい、もう時間もありませんのでまた調べます。 

     次に、一番安心・安全の耐震の件についてと、それから、消防の施設でお尋ねしたいと思いま

す。耐震の診断と補強が進んでおります。先ほど、教育次長にお願いをしまして、与謝野町の結

果をいただきました。いわゆるＩＳで出ております。与謝野町の場合、ＩＳ７以下の場合には耐

震の構造変更すると、それで８ぐらいの答えが出ておるんですけれども、この間新聞では、それ

ぞれの地域でやっておられる耐震の補強工事については、１．０ぐらいまでいっとるんですけれ

ども、この０．８で大丈夫なのかどうか、そこら辺で大変、新聞の数字と不安を感じるんですけ

れども、その件について大丈夫かどうかお願いいたします。 

議  長（糸井満雄） 鈴木教育次長。 

教育次長（鈴木雅之） 井田議員さんのご質問でございます。耐震診断の関係につきましては、先ほど町

内の資料をお渡ししたところですが、そのＩＳ値につきましては、７以下というお話がありまし

たが、一応このＩＳ値につきましては、０．７という意味でございます。それで、私ども国庫補

助を受けてこうして耐震診断、あるいはまた耐震補強工事をしますときには、文部科学省の方の

指導と言いますか、通知を見ておりますと、耐震補強工事の補助対象になるその数値が、まずＩ

Ｓ値がおおむね０．７未満の施設については耐震補強をしていくという考え方にたっております

し、そして補強後の建物につきましては、当該建物にかかりますＩＳ値がおおむね０．７を超え

ることという条件がございます。従いまして、先ほどおっしゃいましたように、ＩＳ値が

１．０ということにはなっておりませんが、０．８幾らですとか、その改修後は０．７を超えま

して０．８幾らの数値になっておりますので、この私どもの見解としましては、耐震補強をしま

して、先ほど野村議員さんの方からの質問の中にも、いつまで持つんだというような保証期間の

ご質問もございましたが、何年ということはまた業者等にもお聞きをしなければ、この場でお答

えすることができませんが、補強工事をすることによって、耐震には耐えうる建物に生まれ変わ

るというふうに考えております。従いまして、今、議員さんがおっしゃいましたよその例のＩＳ

値の数値と、私とこが補強で業者が報告してきました数値と、若干の違いがあるわけですが、こ

の補強工事をすることによって、耐震については、当分の間といいますか、期間は今、明確には
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答弁をさせていただくことができませんが、一応、その建物補強はこれで進めていくことができ

るというふうに考えております。 

議  長（糸井満雄） 坂本建設課長。 

建設課長（坂本典男） すみません、先ほどご質問ありました石川上山田線で、測量設計委託業務のみと

申し上げておりましたが、面積、単価等についてはまだ測量もいたしておりませんのであれです

が、１５０万円の用地買収費、暫定分を計上いたしております。以上です。 

議  長（糸井満雄） 井田議員。 

９  番（井田義之） ＩＳ値の新聞で見ますと、大体１．０で、大体震度７強に耐えられるという数字

のようでございます。その辺しっかりと勉強してください。 

     最後に総務課長に、消火栓と防火水槽、防火水槽１個と消火栓１０本、これは地元要望と大体

マッチしておるのかどうかお尋ねします。 

議  長（糸井満雄） 大下総務課長。 

総務課長（大下 修） 昨年、各自治体から１８年度と１９年度といいますか、１９年度も含めて要望を

１から問い直すという格好でお世話になりました。そこで消火栓についてですけれども、更新も

含めて全体で３３基の要望がございました。それから、防火水槽につきましては、１２カ所の要

望がございました。それで昨年防火水槽につきましては、うち２カ所は実施をいたしましたし、

消火栓につきましても１２カ所、更新も含めまして実施をしております。それで、１９年度で消

火栓１基と水槽１０基というふうなことでございますけれども、地区によってといいますが、自

治会長さんによって、ちょっとどう言いますか、思いが若干違うかなということもございまして、

地区が固まっている要望の傾向にございます。それで、消火栓につきましては、残りが加悦地域

で新設で３基と、野田川地域で１７基でございます。これは１０基でございますので２、３年か

けて、また申請も出てくる、交渉も出てくるかとも思いますけれども、本年度は１０基の当初予

算の計上をさせていただきました。 

     それから、防火水槽につきましては、昨年２基整理しましたので、残り１０基ということでご

ざいますけれども、これも野田川地域さんが、そのうち８基の要望がある、無外から有外に変え

るのも含めてありますけれども、団の意見も聞きながら、順次やっていこうというふうに思って

おります。以上でございます。 

議  長（糸井満雄） 井田議員。 

９  番（井田義之） 時間がきましたので、言いたいことはありますけれども、終わります。 

議  長（糸井満雄） ほかに。 

（「なし」の声あり） 

議  長（糸井満雄） 質疑なしと認めまして、これにて質疑を終結します。 

     それでは、これより討論に入ります。 

     討論はありませんか。 

     まず、反対の発言を許しまして、反対の討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長（糸井満雄） ないですね。それでは、本案に対する賛成意見の発言を許します。 

     小林議員。 
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５  番（小林庸夫） それでは、平成１９年度の一般会計当初予算案に対しまして、与謝野クラブを代

表し、賛成の立場で討論いたします。我が国におきましては、小泉内閣から安倍内閣へと承継さ

れ、景気も消費に弱さが見られるものの、史上最強と言われる景気が持続し、平成１８年度の国

内実質経済成長率も１．９％と見込まれる中で、都市部においては、地価の高騰、就職戦線の拡

大と、好景気の反映があるものの、地方自治体にありましては、北海道夕張市に見られますよう

に、非常に厳しい環境が三位一体改革の中で表面化しつつあります。当丹後地方におきましても、

地場産業であります織物業がここにきて、昨年来の大手呉服販売業者の相次ぐ破綻もあり、それ

までの低迷状態の実態から一段と底をはうような状況であり、産地内においても廃業や、破綻に

追い込まれる業者が出てきております。また、農業分野におきましても、米価格の逓減や、施設

園芸自体も、天候の影響などに加えて、有害鳥獣への対応など、高齢化と相まって、早期に新し

い産業の創出や、事業の必要性が今ほど求められるときはないと思います。このような中、ご案

内のように、与謝野町は合併１周年を迎え、昨年４月にローカルマニフェストを掲げて当選され

た太田町長にとりましても、初の本格的予算編成であります。地場産業の織物や農業、そして誘

致企業まで、依然として厳しい環境下にあり、町民の与謝野町への期待感はあるものの、暮らし

そのものが余りにも厳しい中にありますだけに、展望の持てない中での新年度と考えております。

このような情勢の中で編成された平成１９年度一般会計予算案は、１０３億８００万円、対前年

度当初予算対比で３．１％の減の予算でありますが、限られた財源の中での非常に努力をされた

予算と受けとめております。 

歳出の主なものを見ますと、まちの総合計画策定事業に１，１５９万円、住民自治活動支援事

業に１，４２０万円、地域振興基金積立金に１億７，６００万円、地域情報化事業に

３，８３６万円、自治組織支援事業に１，７０１万円、障害者福祉施設整備事業に３，３５０万

円、子育て支援事業に１億６１５万円、病気の早期発見を目指す各種健康診断委託事業に

４，６００万円、資源ごみストックヤード整備事業に３，１９０万円、衛生プラント施設整備事

業に２，３６０万円、循環型農業の経営構造対策事業に２，７００万円、農業用施設整備事業に

３，５８２万円、農地・水・環境保全対策事業に９４５万円、商工業者金融支援事業に３億

７，３５９万円、明石香河線や、岩屋川線などの道路新設改良工事に３億２，８１０万円、河川

改修事業に５，８９０万円、都市公園整備事業に７，５５０万円、岩滝海岸線街路整備事業に

２，４２０万円、安心・安全のまちづくりを目指しての消防施設整備事業に１，４３７万円、そ

して耐震補強工事など、小・中学校施設整備事業に１億８，０９４万円などを主な事業とし、地

区公民館関係、加悦ちりめん街道の保存、妊婦健康診査助成、観光イベントなど、限られた財源

の中にもかかわらず、きめ細かく配されており、高く評価するものであります。 

一方、歳入につきましては、税源移譲に伴う町民税の増加等あるものの、主要な財源として繰

入金で賄わざるを得ない状況となっており、人件費が職員の退職もあって、前年予算対比

３．８ポイント減少しながらも、扶助費の増加もあり、建設事業費をマイナス１７．３ポイント、

物件費をマイナス４．７ポイント、補助費をマイナス７．７ポイントとさせることで、辛うじて

収支か図られています。また、新たな構想として、地域福祉空間整備、安心どこでもプランの構

想が出されまして、福祉の援助が必要な方々が安心して住みなれた地域でそれぞれの福祉基盤を

有機的に連携するというように、厳しい中にありましても、合併効果が随所に散見されておりま
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す。これら新町まちづくり計画とも整合を図られた予算となっており、町民の安心・安全の生活

環境を整える意味からも、地域間格差、とりわけ経済的格差といったことが巷間言われている中

で、国や府の事業も積極的に導入が図られており、緑・空・笑顔輝く与謝野町のまちづくりへの

期待を大きく抱かせてくれる予算案と評価し、なお一層の努力を期待いたしまして、本予算案に

賛成するのであります。以上。 

議  長（糸井満雄） ほかに討論ありますか。 

     野村議員。 

１  番（野村生八） 私は日本共産党与謝野町議員団を代表し、２００７年度与謝野町一般会計予算案

に対する賛成討論を行います。 

     政府の新年度予算は、昨年に続き、地方財政対策の税源移譲と言いながら、大都市、とりわけ

東京に重点的に財政配分を行い、一方で、農山村漁村地域の地方自治体に財政的にも、行政運営

でもリスクを負わせる、こういう状況が進んでいます。また、国民にも社会保障の後退や、住民

税の大きな負担増、こういうことが進行しています。その反面、空前の大もうけをしているのに、

大企業や高額所得者には減税を行おうとする、まさに逆立ち政治であり、格差と貧困が一層拡大

するものだと言わねばなりません。こうした中で、町民の生活と、地域の中小零細企業の営業と

暮らしは、一層深刻な事態にさらされるのではないかと危惧をいたします。だからこそ、本予算

案は町民の暮らしと営業を守る、こういう町政運営や、予算編成が求められていると思います。 

もう１点は、本予算案は実質的に太田町政の本格的な予算であり、合併して２年目を迎え、旧

町からの継続事業や、特色ある旧３町の違いを大切にしつつも、それらを統一しながら、新しい

まちづくり、新町のまちづくりに取り組む、こういう課題を乗り越えていく予算編成でなければ

ならないというふうに思っています。こういう立場から、提案された予算案を精査分析をし、質

疑をいたしました。こういう厳しい、また制約されたもとで、新年度予算案は全体として、建設

事業を１割に抑え、起債の発行を抑え、こういう後年度の負担をふやさない評価できるものだと

思います。 

質疑の中でも述べましたが、この現在の財政の厳しい最大の原因が公債費が非常に多くある、

ここにあるというふうに思います。しかも、５年間これがなかなか減らない、したがって、引き

続きというよりも、一層この５年間、建設事業を抑えて、そして５年後にしっかりと財政余力を

生み、一層福祉や暮らし、産業の振興に予算が回せる、そういう取り組みを求め、そして前向き

な答弁もいただきました。 

また、福祉や暮らしを守る施策についても評価ができます。地域バスの運行への取り組みや、

福祉空間づくり、どこもプランの提案で、新しい福祉のあり方、福祉のまちづくりへの事業の開

始が明確になりました。また、学校の耐震改修や、新たに保育園の耐震診断事業を始める、里帰

り出産の健診無料化、町営住宅の街灯の無料化、学校教職員へのパソコン配備など、この財政厳

しい中でも、積極的な施策が盛り込まれています。 

一方、合併して２年目を迎えるこの与謝野町としては、政府からの財政的な締めつけに加え、

合併したことによる厳しい財政状況、そして、新たなまちづくりへの山積した課題、難題が残さ

れています。その一部を質疑でも取り上げました。低所得者層、生活困窮者の対策、就学援助制

度の充実、まちづくりの基本となる地域協議会の具体化、１４年後を射程に入れた財政見通し、
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や、財政健全化の課題、地産地消、地域循環型のまちづくり、産業の具体化と地元業者の育成、

地域医療対策、ごみ広域化事業の問題、地元業者の育成などなどです。今後は、合併協議会の中

で示された新町のまちづくりの基本、太田町長が示している住民の声を聞く、福祉のまちづくり、

住民参画のまちづくり、身の丈にあったまちづくり、こういう立場で総合計画策定や、集中改革

プランの策定に生かしていただき、その実現のために国も言うべきことはしっかりと主張してい

ただき、まちと町民の暮らしを守るため、頑張っていただく、この期待も表明をして、賛成討論

といたします。 

議  長（糸井満雄） ほかに討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長（糸井満雄） 討論なしと認め、これにて討論を終結します。 

これより、議案第３５号を採決します。 

本案について、原案のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

議  長（糸井満雄） 起立全員であります。 

     よって、議案第３５号 平成１９年度与謝野町一般会計予算については、原案のとおり可決さ

れました。 

以上で本日の日程は全部終了しました。 

本日は、これにて散会します。 

次回は、３月２９日明日午前９時３０分から開議しますのでご参集ください。 

議事の進行に大変ご協力いただきまして、感謝申し上げます。ありがとうございました。 

ご苦労さんでございました。 

（散会 午後 ６時０２分） 


